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　序章







「あ、え？　えっと……。あの……、あの、えっと……、その……」

　小こ比ひ類るい巻まき香か[image: 蓮]れんは、ひどく混乱していました。

　どうして自分は、こんな状じよう況きように置かれているのでしょう？

　分かりません。まったく分かりません。

　身長１８３センチと、十九歳さい日本人女性にしては規格外に長身の体が、壁かべ紙がみに背中を押おしつけられています。背中から、冷たい壁の感かん触しよくが伝わってきます。

　短い黒くろ髪かみの頭の脇わきには、一本の腕うでがありました。

　鍛きたえられた筋肉がよく分かる太い男の右腕が、自分の左耳の脇で壁に押しつけられているのです。

　そして目の前には、当然その腕の持ち主がいるのです。Ｔシャツを膨ふくらましている逞たくましい胸むな板いたと、眼光鋭するどい顔がとても近いです。

　ああ……、これが……、世に言う……、《壁ドン》というやつか……。

　混乱している頭で、香[image: 蓮]はどうにかひとまず、それだけを理解しました。

　壁ドン。

　それは、〝男が女の子を壁を背に追い詰つめて、手をドンとついて迫せまる行こう為い〟などと説明されています。

　それでは何を迫るかと言えば、男の方がよほどお金が欲しいのでなければ、たいていは交際です。はっきりしない女子の態度に業を煮にやした男が行う実力行使。

　理解はしましたが、まさか自分がされるとは思ってもいませんでした。こんな少女漫まん画がのヒロインのような状況に陥おちいるとは、香[image: 蓮]は夢にも思っていませんでした。

　相手の男が、ある程度身長がある人でよかった……。

　香[image: 蓮]はしみじみと思いました。

　目の前にいるこの人は、自分よりは低いですが、１７５センチはあるでしょうか。どうにか壁ドンが、絵的に成立しています。

　その男が、自分より数歳年上に見えるイケメン男が、張りのあるバリトンボイスで叫さけぶのです。

「今まで一度でも、本気で誰だれかを愛したことがあるかっ？　自分の命を全すべて捧ささげてもいいと思えるほどの相手と、愛し合ったことがあるか？」

　頭が混乱していると、噓うそなどつく余よ裕ゆうもありません。

　香[image: 蓮]は自白剤でも盛られたかのように、素直に思ったことを答えます。

「な、ないですけど……」

　すると男は、

「じゃあ、今の僕ぼくの気持ちは絶対に分からないっ！」

　悲しそうで辛つらそうで怒おこっていそうな、感情が幾いく重えにも籠こもった顔で、再び叫さけびました。

　あー？　どーして？　こーなった？

　香か[image: 蓮]れんの頭の中に、疑ぎ問もん符ふが次々に浮うかび上がっては、消えずにこんがらがっていきました。




　それは、２０２６年３月16日の月曜日、15時42分の出来事。

　第二回スクワッド・ジャム開かい催さいの、19日前のこと。
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　第一章　「戦士のお茶会」







　２０２６年２月15日。日曜日。昼の１時半頃ごろ。

　東京が、どんよりした雲に覆おおわれたこの日、都内の高層マンションの一室では、

「すごーい！」

「やったやった！」

「いい動きですね！」

「さすがですー」

「凄すごいですねーっ！」

「速い！」

　黄色い歓かん声せいが飛び交っていました。

　そこは、白い壁かべに囲まれた、落ち着いた佇たたずまいの十畳じようのリビングルーム。

　クリーム色の絨じゆう毯たんの上に座って、制服姿の女子高生が六人、部屋の隅すみに置かれた42インチの液えき晶しようテレビを見ながら盛り上がっていました。

　六人のうち五人は、黒くろ髪かみに日本人の肌はだの色。一人だけが、金きん髪ぱつに白い肌です。

　六人の後ろには、少し年上の、そして飛び抜ぬけて背の高い日本人女性が一人いました。長い足を横に崩くずして座りながら、

「改めて応おう援えんされると、複雑だな……」

　少女達の揺ゆれる頭を見ながら声を漏もらしました。

　そして、こう言い足すのです。

「この先の映像で、お互たがい撃うち合いをするっていうのに……」




　大きな液晶テレビの中には、ほとんど現実風景と変わらない精せい緻ちさの、コンピューター・グラフィックが映っていました。

　太陽はまだ高い位置にあるのに、夕焼けのように赤く染まった空の下で、ＳＦ映画の宇宙船が、沼ぬま地ちに刺ささっている様子を上空から撮とった風景。

「今のバトルをもう一回見たい！　戻もどしていいですか？　香か[image: 蓮]れんさん」

　制服姿の女子高生の一人が、黒髪のお下げを揺らしながら振ふり向いて、

「どうぞ。何度でも」

　この部屋の家主である長身女性、小こ比ひ類るい巻まき香[image: 蓮]が笑顔で答えました。

　承しよう諾だくを得た女子高生は、手元にあるテレビのリモコンで、〝ちょっと戻し〟を連打。画面がその度たびに切り替かわっていき、やがて彼女の求める場所で止まりました。

　ＣＧ映像が映すのは、外国の高級住宅地のような、開けた場所。太い通りの十字路。

　舗ほ装そうはひび割れ、タイヤやショッピングカートや小型スーツケースなどのゴミが散らかる閑かん散さんとした交差点を、高さ数メートルから斜ななめに捉とらえた俯ふ瞰かん映像です。

　やがて画面の中に、四人の迷めい彩さい服ふく姿の男が、手に黒いライフルを持って現れました。もちろん、ＣＧで描えがかれたキャラクターです。

　男達は隙すきなく周囲を警けい戒かいしつつ十字路に入ってきて、あちこちを見回します。男達は全員覆ふく面めんをしているので、表情は分かりません。声も聞こえません。

「くるぞー……」

　女子高生の一人が呟つぶやいた次の瞬しゆん間かん、画面の中でスーツケースが割れました。焼き上がったハマグリのように突とつ如じよ勝手に開いたかと思うと、中から飛び出したのは、

「出たっ！」

　ピンク色の少女でした。

　身長は１５０センチにも満たない小さな女の子。戦せん闘とう服ふくもブーツもグローブも帽ぼう子しもマガジンポーチも、果ては手にしている変な形の機械までピンク一色。

　そしてその機械は火を噴ふいて、テレビのモニターから甲かん高だかい発はつ砲ぽう音おんが連続して聞こえてきて、銃であることを証明しました。

　ピンクの少女のすぐ近くにいた迷彩服の男は、顔と体に銃じゆう弾だんを浴びて、撃うたれた箇か所しよが赤く光って、細こまかな光の粒りゆう子しを散らしました。生々しい血液描びよう写しやではなく、光だけで作られたＣＧの〝被ひ弾だんエフェクト〟です。

　そして、力を失ってその場に倒たおれると【Ｄｅａｄ】──つまり〝死亡〟を示す赤いマーカーがピコン、と点てん灯とう。彼は死にました。

　ピンクの少女は、次に近くにいた男へと突とつ撃げきしながら発砲。男もライフルを撃ちましたが、恐おそろしい素早さで動くピンクの少女に、弾丸は１発も当たりません。逆に、男は蜂はちの巣にされました。

　こうして二人目もあっという間に殺すと、ピンクの少女はその死体の脇わきに飛び込むように伏ふせました。

　残りの二人の男がライフルを少女に向けますが、片方は撃つのを明らかに躊ちゆう躇ちよ、片方は撃ちましたが、死体を楯たてにしている小さな的には当たりません。彼もまた、逆に被弾して死亡。

　ピンクの少女は、ゴロゴロと地面をコマのように転がると、最後の一人を被弾エフェクトの血祭りに上げました。

　四人を数秒で皆みな殺ごろしにしたピンクの少女は、その場から猛もう烈れつダッシュで逃にげ出しました。冗じよう談だんのような速度で、画面の外へ消えました。

　リモコンで一時停止ボタンを押おした女子高生が、

「うーん、何度見ても凄すごいです！　香か[image: 蓮]れんさん！」

　再び振ふり向きながら言って、香か[image: 蓮]れんは苦笑しながら答えます。

「あれは──、〝レン〟だからできたことよ」

　すると、小さな体から、力強い声が返ってきました。

「おんなじことですよ！　アバターを動かしているのは、プレイヤーですもん！　だから、スクワッド・ジャム優勝者のレンは、今ここにいる香[image: 蓮]さんなんですよっ！」







　西せい暦れき２０２６年の今、ゲームは凄すさまじい進化を遂とげていました。

　体の感覚を全すべて遮しや断だんし、新たな五感を脳に送り込み、まるでその場に実際に存在するかのように楽しめる、〝フルダイブ型〟ヴァーチャル・リアリティ（ＶＲ）ゲームの隆りゆう盛せいです。

　コンピューター、ゲームソフト、そして《アミュスフィア》と呼ばれる大型のゴーグル型機械があれば、誰だれでも簡単に異世界へと旅立つことができるのです。

　アミュスフィアは肉体の感覚を遮断し、偽にせの感覚を脳に直接送り込みます。

　これによってプレイヤーは〝夢だと分かっている夢〟を見ているような状態になり、ＶＲ世界で自分の分身──〝アバター〟を、本物の体のように操るのです。

　別の自分を操ることのできる、まさに〝夢の〟ゲーム。

　多種多様、百ひやつ花か繚りよう乱らんのフルダイブＶＲゲームですが──、

　その中に一つ、銃じゆうでの戦せん闘とうに特化したＶＲ・ＭＭＯＲＰＧ（大規模多人数同時参加型オンラインロールプレイングゲーム）がありました。

　その名は──、《ガンゲイル・オンライン》。略りやく称しようＧＧＯ。

　最終戦争で荒こう廃はいした地球を舞ぶ台たいに、宇宙船でひょっこり戻もどってきた人類が銃を手に暴れ回るという世界観設定。ときにモンスターなどと戦い、ときに他のプレイヤー・キャラクター達と戦います。

　使う武器は、銃。

　ＳＦ設定らしい光学銃と、実在の銃がそのまま登場する実じつ弾だん銃。ヴァーチャル世界で銃を手に容よう赦しやなく戦える、ガンマニア達が狂きよう喜き乱らん舞ぶのゲームです。

　しかも、ＧＧＯではゲーム内の通貨をリアルの電子マネーに交こう換かんすることが、公式に禁じられていません。おかげで、稼かせぐために血ち眼まなこになって遊ぶ──、いえ、もはや〝仕事をする〟プロフェッショナルプレイヤーが跋ばつ扈こする場所になりました。




　そんなＧＧＯでは、〝最強プレイヤーを決めよう〟というバトルロイヤル大会が開かい催さいされています。その名は《バレット・オブ・バレッツ》。略称はＢｏＢ。

　ＢｏＢは、ＧＧＯを挙げての大おお騒さわぎのお祭りです。これまで三回開催されて、その規模はどんどん大きくなっていきました。

　そんなＢｏＢを見て、とある人が思いつきました。〝一対一ではなく、チーム戦のバトルロイヤルを見てみたい〟と。

　その人はＧＧＯの運営団体、アメリカ合衆国に籍せきを置く《ザスカー》なる組織に依い頼らい。スポンサーになることで、一つのゲーム大会を主しゆ催さいすることになったのです。

　最大六人一チームで、ＢｏＢのようなバトルロイヤル大会──、

　その名が〝スクワッド・ジャム〟。略りやく称しようＳＪ。スクワッドは軍隊で言うところの〝分隊〟。ジャムは〝ごちゃごちゃ〟の意味です。

　ＳＪは個人協賛のミニ大会として、ちょうど２週間前の２月１日に開かれました。ネット放送局で生なま中ちゆう継けいされるＢｏＢとは比べものになりませんが、それなりに盛り上がりました。

　戦せん闘とうの様子はゲーム内で、メイン会場になった酒場でのみ実じつ況きよう中継されました。10キロ四方の特設フィールドで、二十三のチームが、銃じゆうで熾し烈れつな戦いを繰くり広げたのです。

　どのチームが生き残るか、観客が酒を楽しみながら見守る中──、

　時間にして１時間28分、４９，８１０発の銃じゆう弾だんが飛び交ったバトルを勝ち残ったのは、意外や意外、最低人数の二人だけで参加したチームだったのです。

　二人の内の一人は、〝エム〟というキャラクターネームの、射しや撃げきの腕うでに秀ひいでたゴツい大男。

　もう一人は──、

　レン。

　小こ比ひ類るい巻まき香か[image: 蓮]れんの動かす、全身ピンクにコーディネートした、ちっこい少女でした。







　画面では、住宅地の道を進むトラックが映し出されました。

　無骨な軍用トラックで、運転席や幌ほろの脇わきに、後付けの装そう甲こう板ばんをいくつも貼はり付けています。トラックは大きなタイヤで散らばるゴミを踏ふみつけながら、割れた舗ほ装そう道路をかなりの速度で走ってきて、一軒けんの豪ごう邸ていの前で止まりました。

「あのトラックがあったから、咲さきちゃん達は、マップの端はしからここまで、あんなに早く移動できたんだね」

　香[image: 蓮]が、お下げに向けて言いました。

「はい！」

　くるりと振ふり返った少女が、快活な声を返しました。

　彼女の名前は、〝新に渡と戸べ咲〟。香[image: 蓮]の通う名門女子大学の附ふ属ぞく高校、その二年生にして、新体操部の部長です。

　そして、今、テレビ画面の中では、ゴツい大女のキャラクターが、真っ先にトラックの助手席から降りてきました。

　身長は１８０センチ以上、筋肉が発達していて横よこ幅はばも胸むな板いたも分厚い、まるで女子プロレスラーのような女でした。左右に下ろした茶ちや髪ぱつの三つ編みがなければ、性別すら分からないかもしれません。年ねん齢れいは、三十代半ばを、軽く越こえているように見えます。

　着ているのは上下とも、細こまかな緑の点をちりばめた迷めい彩さい服ふく。手には大きなバックパックを提さげています。

　この強そうな女兵士、キャラクターネーム〝エヴァ〟こそ、ＧＧＯの咲さきのアバターでした。

「うーん、いつ見ても怖こわ──、強そう……」

　香か[image: 蓮]れんの声に、咲はすぐさま反応します。可愛かわいらしく頰ほおを膨ふくらませて、

「あー！　香[image: 蓮]さん、今〝怖そう〟って言おうとした！」

「ごめんごめん。うん、でも、怖そう」

　笑顔で謝ってそれから肯こう定ていした香[image: 蓮]を、女の子達の中で、ショートカットの一人がフォローします。

「ボスは一番迫はく力りよくあるからねー！」

　屈くつ託たくなく笑いながら言った彼女の名前は、〝藤ふじ澤さわカナ〟。肩かたまで髪かみを下ろした、勝ち気そうな顔の女の子です。

　カナは咲と同じく附ふ属ぞく高校二年生で、咲とは幼なじみの親友であり、一いつ緒しよに新体操部を支える副部長でもあります。

　リアルでもヴァーチャルでも〝ボス〟のニックネームで呼ばれる咲が、

「カナっちのアバターだって！　──ほら、見てくださいよ香[image: 蓮]さん！　〝ソフィー〟の逞たくましい姿を！」

　小さな手で、びしっと画面を指差しました。

　そこに映ったのは、荷台から飛び降りてきたキャラクター。背の低い、その分横に広く、そして厳いかつい顔をした女でした。名前はソフィー。

　ずんぐりむっくりの塊かたまり感かんに溢あふれるその出いで立たちは、まるでファンタジー世界のドワーフのよう。長い茶髪は、頭の後ろで乱暴に一つにまとめられています。

　ソフィーが手にしているのは、ずっしり重量がありそうな、ロシア製の《ＰＫＭマシンガン》。銃じゆう弾だんを雨あめ霰あられとぶちまけることができる凶きよう悪あくな武器です。

「あはは。──二人とも、本当に強そう」

　屈託なく笑いながら、香[image: 蓮]は、

　彼女たちを〝撃うち殺そう〟としたときのことを思い出しました。

　勝手に自分の悪口を言っていると思い込んで、そして銃を探す衝しよう動どうに駆かられて──、

　結果それがＳＪ参加の決め手だったわけですが、それが伏ふく線せんだったとは。

　人生はどう変わるか分からない。

　香[image: 蓮]は、しみじみと思いました。

「はい！　次はワタシです！」

　一人の女の子が、白い手を上げました。

　透すき通ったウェーブの金きん髪ぱつを肩かたまで伸のばし、青い瞳ひとみを持つ白人の少女です。

　身長は皆みなと同じくらいで、白人にしてはかなり小こ柄がら。日本語はとても上手で、発音に違い和わ感かんはまったくありません。

「はい、ミラナちゃん」

　香か[image: 蓮]れんが名前を呼んで応こたえました。

　一年生の彼女は、〝ミラナ・シドロワ〟。両親は、ロシア人の貿ぼう易えき商しよう。ミラナも子供の頃ころから東京とモスクワを行ったり来たりで、中学二年からはずっとこの学校に通っています。

　画面の中で、細長い銃じゆうを持ったキャラクターが、運転席から降りてきました。

　ミラナの分身であるそのキャラクターの名前は、〝トーマ〟。１７５センチ以上の長身に、細い体。緑のニットキャップの下は、つややかな黒くろ髪かみのショートカットです。服装は皆と同じ迷めい彩さい服ふく。そして武器は、ロシア製の有名なセミオート狙そ撃げき銃、《ドラグノフ》。

　咲さきは映像を一時停止して、香[image: 蓮]に説明します。

「ミーちゃんはね、なんとビックリ、マニュアルトランスミッションの車の運転ができるんですよ！　ロシアで、車好きのお父さんに教わったんです」

「へー。それでか……」

　香[image: 蓮]は納得しました。リアルでできることなら、ＧＧＯ内でもそのまま可能です。

「じゃあ、次！」

　咲の言葉とボタン操作で、映像が再開しました。荷台から、次のキャラクターが素早く降りてきます。

　年ねん齢れいがかなり高く見える女性キャラクターで、短い赤毛のそばかす顔。背も高く肩も広く、なんだか強そうなお母さんといった雰ふん囲い気き。武装はＰＫＭマシンガン。背中には替かえ銃身と替え弾だん薬やく箱ばこが入ったリュックサック。リュックの左右には、プラズマ・グレネードが左右三個ずつぶら下がっています。

「はいはい！　わったしー！」

　お菓か子しがたくさんのっかったテーブルの脇わきで、画面の中のおばさんとは似ても似つかない少女が声を張り上げました。日本人形のように可愛かわいらしい、ボブカットの和風美少女です。

　彼女のリアル・ワールドでの名前は、〝野の口ぐち詩し織おり〟。高校二年生です。ＧＧＯでの名前は、〝ローザ〟。

　香[image: 蓮]が、ＳＪ中に睨にらみ合ったおっかないローザの顔と、それを動かしていた可愛らしい女の子の顔を同時に見ながら、

「そっか、詩織ちゃんだったんだ……」

　しみじみと声に出しました。

「へへへっ！」

　素直に照れて、素直に笑う詩し織おりに、香か[image: 蓮]れんも目を細めました。

　画面の中で、五人目が降り立ちました。

　緑のニット帽ぼうの下に波打つ金きん髪ぱつのキャラクターで、外見は他のメンバーよりは若く、二十代前半。サングラスをかけていますが美形で、海外の女優さんのような見た目です。背負っているのは、ドラグノフ狙そ撃げき銃じゆう。

「あのう、あれが、私です……」

　控ひかえめに手を上げたのは、誰だれよりも長い黒くろ髪かみを頭の後ろで一つにまとめた、おとなしそうな表情の女の子でした。一年生で、名前は〝安あん中なか萌もえ〟。キャラクター名が〝アンナ〟なので、本名に一番近いのが彼女でした。

　まだ香[image: 蓮]が何も言っていないのに、

「なんか、アバターが……、なんか、偉えらそうでごめんなさい」

　萌はそれまで以上に小さくなって、いきなり謝ってきました。

「はい？」

　香[image: 蓮]が意図を汲くめずにいると、ボスたる咲さきが横入りしてくれました。

「萌ちゃん、アバターがハリウッド女優みたいに格好良すぎるからって恐きよう縮しゆくしてるんです。そんな必要ないって言ってるんですけど！」

「ああ、なるほど……」

　画面の中で最後に、一番小こ柄がらな、とはいえ１６０センチはありそうなキャラクターが降りてきました。

　髪は銀色のベリーショート。鋭するどい目つきと顔つきは、まるで狐きつねのようです。迷めい彩さい服ふくや装備は他のメンバーと一いつ緒しよですが、腰こしにはボスのと同じ拳けん銃じゆうのホルスター。手にしている武器は、ロシア製サブマシンガンの《ＰＰ─１９　ビゾン》。

「はいはい！　ボクです！　ボクが、〝ターニャ〟の中の人です！」

　手を上げたのは、一いち人にん称しようがボクの女の子。

　飛び抜ぬけて髪が短く、女装している美少年ですと言っても通じそうな外見です。もちろん本当は女の子で、新体操部の一年生部員です。名前は〝楠くすのきリサ〟。

「リサは、リアルとアバターが一番似てるんですよ！」

　咲の言う通り、黒と銀の違ちがいこそあれ、ベリーショートはそっくりです。アバターのターニャの方が、やや目つきが鋭いでしょうか。

「以上！　附ふ属ぞく高校新体操部のフルメンバーの、ＧＧＯ内での紹しよう介かいでした！」

　咲の言葉に、はいありがとう、と香[image: 蓮]は返してから、

「あの……、この先、本当に、見るの？」

　どこか腰の引けた様子で、咲に、そして他の五人に訊たずねました。

　当然ですよもちろんですよ当たり前ですよそのために来たんです見ますよ！

[image: ]

　機き関かん銃じゆうの連射のように一いつ斉せいに返事をされて、やがて咲さきが手で部員を制して、

「見ますよもちろんですよ！　香か[image: 蓮]れんさんは、どうやって私達を〝殺した〟のか、逐ちく一いち説明してください！　それを反省材料にして、勉強して、次のＳＪでは優勝狙ねらいますから！」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　２週間前のスクワッド・ジャムで、香[image: 蓮]の、いえ、アバターのレンの──、

　最後の、そして最大の強敵になったのが彼女達でした。

　大会２日後に、ひょんなことから〝リアル割れ〟、つまり実世界での正体を知ってから、香[image: 蓮]と附ふ属ぞく高校新体操部の六人は、すれ違ちがう度たびに挨あい拶さつを交わすようになりました。

　それが短い会話になり、そしてやや長い会話になり、もっと長い立ち話になり、しかしその場では時間がないので、

「じゃあ、学校が休みの日にでも、わたしの部屋に遊びに来る？　ここからなら地下鉄で一駅だし、歩いてもそう遠くないけど……」

　香[image: 蓮]はそれほど深く考えずに、そう言いました。

　言ってすぐに、

　自分が、こんなに積極的に誰だれかを誘さそうようになるとは！

　まずは驚おどろきました。

　そして同時に、

　あ、調子に乗って余計なことを言ったかも。

　香か[image: 蓮]れんは心が痛みました。

　まだ知り合ってそれほど経たっていないのに、しかも年上から〝じゃあ家に来なさいよ〟などと言われたら、彼女達は警けい戒かいするのではないか？　しかも、断りづらいのではないか？

　最初は、喫きつ茶さ店てんかどこかで話をするべきではないか？

　ＳＪ以来妙みように積極性が身についた気がしますが、それが、早速間ま違ちがった方向へ向かって暴走してしまったのではないか？

　心の中で表情を曇くもらせながらそんなことを思っていると──、

　反応は嵐あらしのようでした。

　えーいいんですか行きます絶対行くお邪じや魔まします行くやった行かせてください！

　六人が一いつ斉せいに食らいついてきて、香[image: 蓮]は東京で初めて、友達（？）を自室に招き入れることになったのです。

　部活帰りだったので、休日なのに制服姿でやって来た六人です。

　香[image: 蓮]は、大量のお菓か子しとお茶でもてなしました。六人はひとしきり食べたあと、咲さきはテレビを借りていいかと聞いてきました。

　香[image: 蓮]が了解すると、ネット回線経由でテレビに映ったのは、なんとなんと、自分達の戦いの記録だったのです。

　ＳＪの戦せん闘とう中ちゆう継けい映像は、運営が見所を編集して一時間程度にまとめたものがあります。

　ＧＧＯをプレイ中に、つまりダイブしたゲーム世界で見ることもできますし、ネット回線を使って、こうしてリアル世界で見ることもできます。

　かなり驚いた香[image: 蓮]ですが、一度許可を出した以上は取り消せません。ＳＪが終わってから２週間が経ちますが、まだ中継映像は見ていませんでした。

　そもそも、あれ以降、ＧＧＯには一度も行っていません。

　理由は複合的で、ＳＪであそこまで暴れまくったので〝やりきった〟感が強かったのと、途と中ちゆうのエムとの一件で、なんとなく腰こしが引けてしまったのと。

「じゃあちょうどいいじゃないですか！　研究のために見ましょう！」

　年下の咲に強引に説得され、ここまでのダイジェストを見てきたのです。




「咲ちゃん達は、真面目まじめだねえ……」

　自分達が負けた戦いを何度も見て、反省、研究材料にするという咲達に、香[image: 蓮]は老ろう婆ばのようにしみじみと言って、

「そりゃもう！　だって、部活の一いつ環かんですから！」

「はい？」

　ＧＧＯと新体操に何か関係が？

　予想外の言葉に、香か[image: 蓮]れんが大きく首を傾かしげました。咲さきは映像の再生ボタンを押おすのを中断して、

「そういえば、まだお伝えしてませんでしたね──」

　部員達を代表して、話し始めました。

「私達、去年の４月頃ごろ、つまり一年生の三人が入ってきた後ですけど、とてもチーム仲が悪かったんですよ」

「そう……、なの？」

　今の仲良し六人組を見ていると意外過ぎるので、

「全然想像できないんだけど……」

　香[image: 蓮]は素直にそう言いました。

「ひどかったんです。それは、顔を見たら殴なぐり合うとかではなかったですけれど、一いつ緒しよに演技したらバラバラでムチャクチャで……。私達は、大学コーチの指示で、フルダイブ技術を使ったトレーニングをしていたんですけど──。香[image: 蓮]さん、〝フルダイブ・スポーツ・シミュレーター〟ってご存じですか？」

「いいえ」

　なんとなく名前で想像が付きましたが、香[image: 蓮]は首を横に振ふりました。咲が教えてくれます。

「アミュスフィアを使って、自分と同じ背格好のアバターでいろいろと練習するんです。危険な技をいきなり試さなくてよくなったので、今、頭の柔やわらかいコーチの中で流行はやりつつあります」

「へえ……」

　香[image: 蓮]は感心しました。今まで香[image: 蓮]は、ＶＲ技術を遊び（ＧＧＯ）にしか使ってきませんでしたが、本来はそういうことに使うべきなのだと。

「もちろん最後はリアルの体力がものを言うんで、あくまでシミュレーションでしかないんですけど、動きの練習にはなります。ダイブ中の大会があれば話は別ですけど、まだないです。そのうちできるかも、なんて噂うわさもあります」

「勉強になる。みんなの動きがとても素晴らしかったのは、そこで修行をしていたからね」

「えへへ。でも、私達の仲の悪さというかウマの合わなさに呆あきれたコーチが、シミュレーターでの技術指導に匙さじを投げてくれて！」

　咲の言葉に、後ろで話を黙だまって聞いていたカナが、

「ぽーん！」

　投げる擬ぎ音おんと共に、テーブルの上のマシュマロを一つ、お行ぎよう儀ぎ悪くトスしました。

「はいっ！」

　反対側にいたボクッ娘このリサが、滞たい空くう時間の長かったマシュマロを、ほとんど顔の位置を動かさずに、すんなりと口でキャッチしました。

　お見事！

　香か[image: 蓮]れんは心の中で喝かつ采さいしました。

　さすが新体操部。狙ねらいも見事なら、受け取る方も見事です。何度やらせてもミスしそうな気がしません。もっと遠くでも大だい丈じよう夫ぶそうです。

　だからこそ、遠くから投げられたマガジンを拳けん銃じゆうに入れながら受け止めるなんて離はなれ業わざができたのでしょう。

「これっ！　人様の家ですよ！」

　咲さきが古風な物言いでたしなめて、説明を続けます。

「呆あきれたコーチが言ったんです。『君達はまず〝チーム〟になりなさい。話はそこからだ』って。じゃあどうするかって悩なやんで、出した答えが──」

「そっか。ゲームだったんだ」

「そうです！　ＶＲゲームのパーティー・プレイなら、一いつ緒しよに一つの目標に向かっていくことになるじゃないですか！　それに、別世界でアバターだから、リアルのしがらみを一度忘れられるかなって」

「へえ……」

　香[image: 蓮]は、驚おどろき半分、感動半分で聞いていました。

〝リアルのしがらみ云うん々ぬん〟は、まさに香[image: 蓮]がそうです。長身過ぎる自分を正面から見ることができず、ヴァーチャル世界に逃にげた女がここに。

「私達、最初は別のＶＲゲームをやっていたんです。無人島を舞ぶ台たいにみんなでワイワイ冒険するってやつ。でも、１週間くらいで飽あきちゃったんです。なんにも仲良くならないうちに。結局、ゲームでもダメかって思っていたときにＧＧＯのことを知って、〝じゃあいっそ、リアルの私達からもっともかけ離れた殺さつ戮りくゲームをやってみない？〟って」

「なるほど。それで、やってみたら見事に──」

「そうなんですよ！　銃じゆうを使ってモンスター退治や殺し合いなんて、非現実すぎてまったくピンとこないじゃないですか。なのに、やっているうちに全員でハマっちゃって──、六人で〝新クラ〟って名前の《スコードロン》を組んで、時間が許す限り、ひたすら遊びまくりました」

　スコードロンとは、ＧＧＯ内におけるチームの呼び名。仲間達と結成する一団のこと。ファンタジー系ゲームにおける、《ギルド》にあたります。

「そして、途と中ちゆうだいぶケンカもしましたけど、いろいろあってご覧の通りです。モンスターとか、他のプレイヤーと闘たたかって、幾いく多たの死線をくぐり抜ぬけて、みんな仲良くなりました！」

「それは素敵！」

　笑顔で言いながら、香[image: 蓮]は思いました。

　チームの結束のために始めたとはいえ、ＳＪでは準優勝まで上のぼり詰つめたのだから、彼女達もかなりたいしたものです。その優勝者は自分ですが、あれはエムのサポートがあってのことですし、運も味方しましたし。

「というわけで、あるかもしれない第二回ＳＪの優勝を目指して、私達はこれからも頑がん張ばります！」

「あれ？　──部活、じゃなくて？」

「それもあります！　ので、これからのバトルシーン、なんで私達が負けたのか、香か[image: 蓮]れんさんの、いえ、〝ピンクの殺さつ戮りく少女〟のレンからの、容よう赦しやのない辛から口くちコメントをお願いします！」

　お願いします！　の五人の唱和が続いて、

「わ、分かった……」

　香[image: 蓮]は苦笑しながら承しよう諾だくしました。




　それからの１時間ほど──、

　香[image: 蓮]は自分のと、六人の女子高生達のアバターが死し闘とうを繰くり広げる様子を見ました。

　何度も何度も映像を巻き戻もどして、ときどき撮さつ影えいアングルを切り替かえて、咲さき達の質問に答えていくのです。

　最初の戦闘になった湖では、

「うん、トーマに狙そ撃げきされたときはもうダメかと思ったよ。あの狙撃は、本当に見事だった。あとちょっと上だったら即そく死し判定だった。ここは、エムさんの迅じん速そくな行動で助かった」

　荒こう野やに上陸した後、

「え？　ここの仲間割れ……？　えっと、なんて言えばいいのかな……。彼の事情があるからはっきりは言えないんだけど、ちょっとした誤解でケンカしてね、彼はＳＪを続けたくなくなって、リーダーであるわたしを倒たおして降参しようとしていたの。でも、その後は誤解も解けた。最後にはちゃんと参加したでしょ？　別に、リーダーを囮おとりにした作戦じゃなかったんだけど、結果的にはそれが勝因だったから、不思議だね……」

　荒野での最初のバトルでは、

「ターニャとの戦いは、多分わたしが、よりちっこいから勝てたんだと思う。本当にギリギリだった。すぐ後ろに弾たまが飛んでくる音が聞こえたもん」

　ボスに撃うたれたシーンでは、

「ボスの消音銃じゆうにはビックリした！　怖こわい武器だね、あれ。全然気付かなかったし、そのときは完全にみんなの罠わなにはまっていて、すっかり油断していた。マガジンに当たってなかったら、ここで死んでた」

　マシンガンの雨から逃のがれたときは、

「プラズマ・グレネードのバリヤーは、全然知らなかった。他にもう手がなかったから試しただけで……」

　反はん撃げきを開始して、アンナを倒たおした後は、

「ローザにマシンガン向けて睨にらまれたときも、もうダメかと思った。この日何度目だったかなあ……。あと、エムさんの狙そ撃げきは──、バレット・ラインを出さないんだ。自分で狙ねらいを定め狙撃しちゃうから。ずるいけどしょうがない」

　ボスとの、壮そう絶ぜつな一いつ騎き打うちが始まってからは、

「胸むねを撃うたれたのにスキャン端たん末まつで助かったのは……、まったくの偶ぐう然ぜん。多分次からはＮＧになると思うよ。だって、みんな真似まねちゃうもん」

　そして、最後の決着の場面では、

「あー、うん、〝ピーちゃん〟はＰ９０の名前で──、ああっ！　気にしないで！　わたしが自分で楯たてにしたんだからっ！　また、多分同じのを買い直すから！　そしてピンクに塗ぬるから！」







　中ちゆう継けい映像鑑かん賞しよう会かいと、咲さき達の反省会が終わったあと、

「お菓か子し、まだあるけど──、食べる？」

　香か[image: 蓮]れんが訊たずねると、

「いただきまーす！」

　六人から、屈くつ託たくのない笑顔と、ぴったりシンクロした答えが返ってきました。わずかのブレもありません。とても仲良しです。

　香[image: 蓮]は、山ほど買っておいたお菓子の、残り全すべてを提供しました。

　買いすぎたかもしれないが、余れば姪めいにあげるか自分で食べればいいと思っていたお菓子が、今日だけで綺き麗れいさっぱりなくなりそうです。

　小さい体なのに、みんな実によく食べます。それでも太っている人は誰だれもいません。さすがは運動部です。

　コンソメ味のポテトチップスを右手に持ったまま、咲が訊ねてきました。

「香[image: 蓮]さん、ズバリお聞きします。ＳＪの二回目があったら、出ますか？」

「うーん……」

　好物なので大量に買ってあったけど他の六人があまり食べてくれなかった塩しお昆こん布ぶを持つ手を止めて、香[image: 蓮]は考えました。

　ＳＪ一回目、見事優勝しました。それまでの自分を考えると、想像以上の大金星です。充じゆう足そく感かんはひとしおです。

　同時に、課題もたくさん残りました。不注意で何度も殺されそうになったことや、Ｐ９０を失ったことなど。

　もし次があれば、今度はもっと上手うまくやってやろうという気持ちが、心の中でくすぶっています。あれだけの大規模なチーム戦せん闘とう大会は他にありませんし、怖こわい思いをたくさんしましたが、大暴れして戦果を上げられて楽しかったことは否ひ定ていできませんし。

　ピトフーイから誘さそいがあれば、またエムと組んで──、

　などと思ったこともありましたが、前回のＳＪのラスト付近で見せたエムの異常な行動と、その原因になったであろうピトフーイ（のリアル）のことを思うと、脳天気に一いつ緒しよに参加するのもはばかられます。

　いえ、正直に言うと、今度誘われても断る可能性の方が高いです。ＧＧＯをこのまま止やめてしまう、ということはないと思っていますが。

　そのピトフーイですが、ＳＪ終了翌日に、

『やったねおめでとう！』

　と短すぎる祝しゆく福ふくメッセージをいただいて以来、とんと音おと沙さ汰たなしです。仕事でも忙いそがしいんでしょうか？

　エムからも特にコンタクトはなく、まあ、こちらから何か言うこともないなあと、そのままです。

「二回目……、よっぽどのことがない限り、参加の可能性は低いかなあ……。課題は残るとはいえ、〝やりきった〟感も否定できなくて。あと、エムさんとは、あのときだけのチームだったし」

　香か[image: 蓮]れんが正直に言うと、

「そうですか……。嬉うれしさ半分、残念半分です。〝嬉しさ〟は強敵の欠場。〝残念〟は、次こそ勝つ！　って思っていたので」

　咲さきが、皆みなの意見を代表してそう言いました。後ろでじっと見つめてくる少女達の闘とう志しを感じながら──、

　やる気が違ちがう。もし次に当たったら、絶対負けるだろうな……。

　香[image: 蓮]はそう思いましたが、黙だまっていました。代わりに、

「でも、二回目があるとして、そんなにすぐに開かれるかな？」

「うーん、分かりません。でも、一回目みたいに、お金を出してくれる人がいれば、割と簡単に開いてもらえるんじゃないかと思うんですけど」

「なるほど、スポンサー次第か」




　そこでＳＪの話はひとまず終わり、以後は17時くらいまで、ひたすら喋しやべりまくる女子会になりました。

　話題はリアルからＧＧＯへと、そしてまたリアルへと次々にジャンプします。

　新体操部の彼女たちは、自分達のことをよく喋りますが、同時に香[image: 蓮]のことも訊たずねてきます。

　そして香[image: 蓮]は、割とすんなりと、自分の長身コンプレックスについてと、ＧＧＯを始めるまでの経けい緯いを語りました。

　それも吹ふっ切って誰だれにも何も言わずに髪かみをバッサリと切った結果、上の階に住んでいる姉夫婦には跳とび上がるほど驚おどろかれて、失しつ恋れんを疑われて根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれたことも。

　10年近く自分を苦しめてきた長身コンプレックスについて、昔からの親友以外に、人に語ることはないだろうと、香か[image: 蓮]れんは思っていました。

　それが、知り合ったばかりの年下の女の子達に、こんなにあっさりと話すことになるとは。

　ＧＧＯとＳＪがもたらした変化に、今さらながら香[image: 蓮]は驚おどろいていました。

『悩なやみ事は、悩めば悩むほど自分を苦しめる。吹っ切ればいい。物を捨てるように、放ほう棄きしてしまえばいい。捨ててしまえば、捨てるかどうか悩む必要はなくなる』

　そんな言葉を、香[image: 蓮]は昔どこかで聞いていました。そして、その正しさをしみじみと実感しました。

「あのう、あれ、Ｐ９０ですよね！　見てもいいですか？」

「私も見たいです！」

「ワタシも！」

　洋服掛かけにかかっているＰ９０のエアガンをせがまれて見せて、六人は、

「リアルで銃じゆうの形をしたものを触さわったのは初めてです！」

　口を揃そろえてそう言いました。

　そりゃそうか、女子高生が買うものじゃないなあと、香[image: 蓮]は納得しました。

　そもそも十八歳さい以上向けのオモチャですし。

　そもそも女子大生が買うものでも、あんまりありませんし。

　そこからリアルの趣しゆ味みの話になって、香[image: 蓮]は今一番好きなシンガー・ソングライターの〝神かん崎ざきエルザ〟について六人に訊たずねてみました。

　さすがは人気急きゆう上じよう昇しよう中の神崎エルザ、全員知っていました。

　さすがに全曲は持っていないと言うので、それならばと、香[image: 蓮]はＢＧＭに、神崎エルザのアルバムを流しました。

「ライブに行きたいんだけどね、チケットが品しな薄うすでね。何度注文しても手に入らないの」

　香[image: 蓮]がぼやくと、咲さきは、

「まだ売っていたら買うコトができるだけいいですー！　最近のライブチケット、高すぎです！　他にもいろいろお小こ遣づかいを使いたいので、私達には無理です！　ＧＧＯの接続料も結構するし！」

　女子高生らしくぼやきました。皆みなが、うんうんと頷うなずいています。

　確かに、ＧＧＯだけで毎月３０００円は、女子高生には結構な金額でしょう。香[image: 蓮]は、今さらですが実家が裕ゆう福ふくだということを思い出しました。

　話題が変わって、

「香か[image: 蓮]れんさんは、もう春休みなんですよね？　大学って、いいなあ……」

　まだまだ一ひと月つき以上、３月下旬まで授業がある咲さき達が、恨うらめしそうな表情を作りました。

　どのみちこの子達も、あと２年か３年すれば同じ大学に通うことになるのですが。すると後こう輩はいになるのですが。

「もう春休みだよ。今週中には、北海道に帰省する予定なんだ」

「羨うらやましい！　ダイブし放題ですね！」

　ボブカットの和風美少女の詩し織おりが言いましたが、香[image: 蓮]は首を横に振ふって、

「実家に戻もどるから、その間はゲームは無理。アミュスフィアも、持っていかない」

「ありゃ。そうなんですか」

「両親に遊んでいるところを見られたら、面めん倒どう。ＳＡＯ事件のことは知っているだろうから。ＧＧＯは、しばらくお休みね」

「その間、わたし達はもっと鍛きたえて強くなっちゃいますよ？」

　詩織が、香[image: 蓮]の顔を覗のぞき込むようにして言いました。

　いや、みんなもう十分強いって。

　香[image: 蓮]は、詩織のアバターである、マシンガナーのローザの顔を脳裏に浮うかべながら思いました。

「頑がん張ばって。みんななら、次のＳＪ、優勝狙ねらえるよ！」

　香[image: 蓮]が屈くつ託たくのない笑顔で言ったので、

「むー……。ホントは、参加してほしいんですけどね……」

　咲は本音を吐と露ろしました。
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　第二章　「セカンド・スクワッド・ジャム」







　咲さき達との女子会を終えて２日後の２月17日、香か[image: 蓮]れんは北海道に里帰りをしました。

　ちょうど寒かん気きが来ていて、外は摂せつ氏しマイナス20度以下という極寒の、でも室内は東京より遙はるかに暖かい実家に帰った香[image: 蓮]は──、

　両親に短たん髪ぱつをひたすら驚おどろかれました。どうやら、姉が一切伝えていなかったようです。

　理由をさんざん聞かれましたが、まさか、

「殺し合いヴァーチャル・ゲームの結果、たくさんの人間をバリバリと撃うち殺して、最後はナイフで首をチョンパして、何かがこう……、吹ふっ切れたから」

　なんて言えません。言えるわけがありません。

　そして失しつ恋れんでもありません。姉のとき同様、ごまかすのにひどく苦労しました。

　咲に言った通りアミュスフィアは持ち帰っていないので、ＧＧＯはプレイできません。

　ソフトを入れておいたノートパソコンは繫つながっているのでメッセージは読めるのですが、ピトフーイからもエムからも、特に連れん絡らくはありませんでした。二人のことは気にはなりますが、こちらから積極的に聞く気にもなりませんでした。

　ボスことエヴァ、つまり咲のキャラクターからは、

『期末テスト、キツイですー！　また香[image: 蓮]さんの家でだべりたいですー！　お菓か子し食べたいですー！　あと、ＧＧＯがしたいですー！　銃じゆうが撃ちたいですー！』

　感かん嘆たん符ふだらけの泣なき言メッセージが一個入っていました。

　携けい帯たい電話のメールアドレスも教えたのに、ＧＧＯのメッセージ機能を使って送ってくるのが咲らしいです。
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　１週間が過ぎて、２月24日の火曜日のこと。

「やほー！　コヒー！　北海道へようこそ！　東京モンにはさぞかし寒いだろー？　ああん？」

　高校からの親友の篠しの原はら美み優ゆが、春休みの海外旅行を終えて、実家に遊びに来てくれました。

　彼女こそ、去年の夏に、ＶＲゲームを一から教えてくれたゲーム先せん輩ぱいです。美優がいなければ、今の香[image: 蓮]は、そしてレンはいなかったでしょう。

「うーん！　ショート似合うねいいねいいね！　写真撮とっていい？　いいよね？　はい後ろ向いて！　ほら前向いて！　いいねいいねー！　じゃあちょっと脱ぬいでみようか？」

[image: ]

　まだ写真でしか見たことのなかった短たん髪ぱつ香か[image: 蓮]れんを実際に見て、美み優ゆは大はしゃぎです。スマートフォンでバシバシと写真を撮とりまくります。

　香[image: 蓮]は何も脱ぬがずに、

「美優こそ、またいろいろ変えたね。いいね似合ってる」

「でしょー？　私ってなんでも似合っちゃうからさー」

　気分でちょくちょく髪かみ型がたを変える美優ですが、この日はそれまでより明るい茶髪のセミロングのウェーブに、コンタクトレンズではなく赤いフレームの眼鏡めがね姿でした。

　その美優、香[image: 蓮]よりは低身長ですがそれは当たり前として、実際には１６５センチはある、女性にしてはなかなかの体たい軀くです。中高とずっとテニス部だったので、運動神経もかなりのもの。

　地元北海道の大学に通っている美優は、ネット環境さえあれば遊ばない日はないヘビー・ヴァーチャル・ゲーマーです。

　ここのところずっと遊んでいるのは、《アルヴヘイム・オンライン》。略りやく称しようはＡＬＯ。

　背中に透とう明めいな翼つばさの生えた妖よう精せいになって、色いろ鮮あざやかで美しいファンタジー世界を文字通り飛び回り、モンスターや異種族の妖精達と剣けんや魔ま法ほうで戦うというゲームです。

　ＡＬＯは、美優と一いつ緒しよに遊ぼうと、香[image: 蓮]が最初に選んだＶＲゲームでした。同時に、初しよっ端ぱなのキャラメイクであまりに長身の美女アバターになったので、ショックで嫌きらいになったゲームでもあります。

　ちなみにＶＲゲームでは、リアル性別とアバター性別は、わずかなシステムエラーを除のぞいては絶対に同じになるので、女プレイヤーが男になることはできません。

　美み優ゆはＡＬＯ内では、風かぜ妖よう精せい族の《シルフ》の美女となって、〝フカ次じ郎ろう〟（Ｆｕｋａｚｉｒｏｈ）のキャラクターネームで飛び回っています。

　なぜか変わった男の名前であるフカ次郎。その由来は、美優が実家で飼っていた犬です。

　ではその命名の理由はというと、幼い頃ころ、友達が生まれた子犬をくれるというので飼う許可を求めたが、親に何度も何度も拒きよ否ひされてずっと〝不可〟だったから。そしてオスであり、昔飼っていた文鳥が〝篠しの原はら太た郎ろう〟であり、次男としてかわいがることにしたから。

　愛犬フカ次郎は美優にかわいがられ、ずっと一いつ緒しよに成長し、去年天てん寿じゆを全まつとうしました。彼女はＶＲゲーム内で、その名前を引き継つぎました。

　ＶＲゲームの話題は、実家で親に聞かれたくないので、香か[image: 蓮]れんと美優は移動しました。

　二人は高校時代に通い詰つめた懐なつかしのカラオケボックスに陣じん取どり、延々とＳＪの話題で盛り上がりました。

　美優は、レンがＳＪで優勝した映像を見ているので、

「いやー！　鬼き神しんのごとき戦いっぷりだったねえ！　殺しまくり！　素晴らしい！　教えた甲斐かいがあったってもんよーっ！　最高だね！」

　大喜びの大盛り上がりです。その戦いの様子を根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれました。

　怪あやしいピトフーイやエムのことも、秘ひ密みつにしてねと念を押おしてから、出会いからＳＪ中の出来事、リアルでも仲がよさそうな二人の関係まで全すべてを話すと、

「うーん、まあ、ＶＲゲーム世界には変な人はたくさんいるからねー。リアルの住所氏名が割れてない限りは心配すんな！」

　力強いお言葉をいただきました。

　そんな心配はないので、ひとまず香[image: 蓮]は一安心。

　美優ですが、ＡＬＯのやりこみ具合は半はん端ぱではなく、鍛きたえに鍛えたフカ次郎は、強力な剣けんも所持して相当強くなっているとのこと。変な名前も相まって、ＡＬＯでは割と有名人だとか。

「もちろん、上には上がいるけどねー。時々、とんでもないヤツいるよ。ちょいと前に十一連れん撃げきのＯＳＳオリジナルソードスキルを賭かけて決けつ闘とう相手募集していたヤツとか、常識外れの強さだった」

　キャラクターが飛び回り、剣だけではなく魔ま法ほうも使えるＡＬＯの戦闘は、香[image: 蓮]にはピンと来ませんが、〝上には上がいる〟ということだけはよく分かりました。

　フカ次郎ですが、つい最近、稼かせいだユルド（ＡＬＯ内の通貨）で自分の所属するギルドのアジト小屋を持ったとか。アイテムはそこに安全に保管できるので、その気になれば別ゲームにキャラクターを移い籍せき──、コンバートもできるようになったとのこと。

　同じＩＤを使って、身一つでＶＲゲームを渡わたり歩ける、その場合は鍛えた強さは相対的に引き継つがれる。このコンバート・システムを教えてくれたのは美み優ゆです。ただし、アイテムやお金は一切持ち出せません。預かってくれる場所や、信しん頼らいできる誰だれかが必要。

　条件を満たしている美優は、その気になればいつでもＧＧＯに遊びに来られるわけですが、

「まあでも、しばらくはＡＬＯかな私は！　コヒーだって、ＧＧＯから離はなれるつもりはないんでしょ？　レンちゃん、ちっこくて可愛かわいいもんね！」

　そうです可愛いです娘むすめは誰にも渡わたさん！

　父親のような心境でガッツリ頷うなずいてから、香か[image: 蓮]れんは話題を神かん崎ざきエルザに移しました。

　デビュー直後から神崎エルザの大ファンでもあり、東京でのライブコンサートに行きたがっていた、今も行きたがっている美優です。

　前回ライブはたまたまＳＪ当日で、チケットが手に入らなかったから、香[image: 蓮]はＳＪに参加することになったのです。

「いやー、次のライブいつだろうね？　なんだか今、エルザはオフらしいよ。ブログ更こう新しんとか全然されてなくて、海外にいるんだって。あそこって小さな事務所じゃん？　スタッフからも特に情報ナシ。ま、しょうがないから私達で歌うか！」

　何が〝しょうがない〟のかはよく分かりませんが──、

　二人は時間と喉のどが許す限り、ひたすらに神崎エルザの歌を歌いまくりました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　美優や、高校時代の他の女友達と遊びながら、東京の混雑もＧＧＯでの硝しよう煙えんの臭においもなく、香[image: 蓮]の春休みは、のんびりと過ぎていきました。

　やがて、３月に入りました。

　まだまだ大学の新学期は、そして北海道では春も遠い、４日の水曜日のことです。

　昼食後、実家でインターネットに接続した香[image: 蓮]のノートパソコンに、ＧＧＯからメッセージが届いていました。

　なんだろう？　と思って開いたら、それは運営団体ザスカーからの、プレイヤーの誰にでも送られるニュースでした。

　そして、かなり驚おどろきの内容でした。

　メッセージは告げていました。

　第二回スクワッド・ジャムが開かい催さいされるぞ、と。




　セカンド・スクワッド・ジャム。

　通つう称しようＳＪ２。エスジェイツー、とでも読めばいいでしょうか。

　開かい催さいはちょうど１ヶ月後、２０２６年４月４日の土曜日。13時から。

　またも個人協賛の大会だが、主催者は前回の作家ではなく、匿とく名めいの別の人間。

　基本ルールは前回のＳＪとほとんど一いつ緒しよだが、微び調ちよう整せいがあるので、リンク先のルールブック要確認。

　優勝賞品は検けん討とう中で、応募締しめ切りまでには発表する。

　現在、参加者募集中。

　応募締め切りは４月１日の正午。参加が三十チーム以上になった場合、前日の20時からチーム対チームの予選を行う予定。

　ただし、〝前回上位四位までのチームのリーダーが属するチーム〟は、シード枠わくとして、この予選を自動的に免めん除じよする。

　すると、これに適合するのは、四位だった自じ衛えい隊たい（？）のプロチーム。三位だったドクロのエンブレムのチーム。準優勝の咲さき達、附ふ属ぞく高校新体操部チーム。

　そして、自分。

　優勝者のレン。




　なんとびっくり。

　本当にありました、スクワッド・ジャムの二回目。しかも、来月。

　香か[image: 蓮]れんが、画面を見ながらぽかんとしていると、バキューンと電子音がして、新たなメッセージの受信を知らせました。しかしこのゲーム、デフォルトで受信音が銃じゆう声せいなのはさすがというか呆あきれるというか。変へん更こう可能なのですが。

　誰だれだろう？

　まさか……、ピトさん？　また参加しろとの命令？　だとしたら、どうする？　参加するそれとも断る？　参加するにしても、あのＳＪでの出来事はどうする？　聞く？　訊たずねる？　それともスルーする？

　香[image: 蓮]はかなりドキドキしながらメッセージを開くと、果たしてそれは、咲からでした。

　タイトルは、

『オフィシャルメッセージ見ましたか？　ＳＪ２開催ですよ！』

　うん見た。

　心の中で返事をしながら、本文を読みます。

『もちろん出ますよ私達は全員！　倒とう置ち法ほうですよ！　そのために鍛きたえてますよ！　テストも終わりましたしね！　もうすぐ春休みですしね！　予選免除は本当に助かります！　香[image: 蓮]さんがもし気が変わって出場することになれば私もみんなも、とっても嬉うれしいです！　また、闘とう志し溢あふれるレンの雄ゆう姿しが見たいです！　戦いたいです！　撃うちたいです！　殺し合いたいです！　追つい伸しん・お菓か子しも食べたいです！　また呼んでください！』

　とまあ、戦うだの殺すだの物ぶつ騒そうな文章だらけのメッセージです。咲さき達の意気込みは、ひしひしと伝わってきました。

　しかし、

「出なくてもいいかな……」

　自分の気持ちは、全然乗りません。

　そもそも、チームを組む相手がいません。

　ピトフーイやエムにこっちから連れん絡らくを取って組んで出ることも、不可能ではないのでしょうけど、当たり前ですがそんな気にはなれません。

　逆に向こうから連絡があったら……、まあ、そのときはそのとき。

　今の段階で、積極的にＳＪ２の参加を考えることはない。

　そう結論づけて、ＳＪ２のことは、意識の外に放ってしまいました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　それから、10日あまり。

　春休みはサクサクと進んで、その間美み優ゆとも遊び倒たおした香か[image: 蓮]れんは、３月15日の日曜日に、飛行機で東京に戻もどってきました。

　新学期の準備や、見たことがない東京の春や桜を見てみたいなどの理由はありますが、一番は、

「長らく、銃じゆうを撃うってないからね……」

　とても久々に、ＧＧＯがやりたくなったからです。チビのレンになりたくなったからです。

　親が呆あきれるほど朝早い飛行機を取ったので、到とう着ちやくしてもまだ10時前。

　部屋に着いたらなるべく早くダイブしようと心に決めながら、ころころとキャリーケースを引きずって、足取り軽くマンションの前に戻ってきました。




　高層タワーマンションのエントランスで、カードキーをかざして、常じよう駐ちゆうで顔かお馴な染じみの警備員に軽く頭を下げながら、開いた自動ドアの中に消えていく香[image: 蓮]を、

「…………」

　双そう眼がん鏡きようで見ている人間が、いました。

　マンションの前の大通りを挟はさんで、２００メートルは離はなれている場所にある立体駐ちゆう車しや場じよう。その壁かべ際ぎわに止まっている一台のドイツ製超高級ＳＵＶ（スポーツ用多目的車）は、後部座席の窓まどに薄うすくスモークがかかっています。

　だから、よっぽど近くに寄らないと、その車内に大きな双眼鏡が据すえ付けられていることなど分からないでしょう。

　中にいる人間が、窓まどガラスに吸きゆう盤ばんで取り付けた雲うん台だいの向きを動かしました。その上に乗っている双そう眼がん鏡きようの対物レンズもまた、動きます。そして、スモークガラス越ごしに、新しい狙ねらいを定めました。マンションの十五階にある一室です。迷いのない、スパッとした動きでした。

　２分後、その部屋のカーテンが内側から開かれました。続いてガラス戸を開けて、部屋の主が現れました。１８３センチと、背の高い女性が。

　ガラス戸は、換かん気きの役目を終えたのか、３分ほどで閉められました。そして、まだ午前中だというのに、再び分厚いカーテンが閉じられました。

　車内の人間は双眼鏡から目を離はなし、すぐさまノートパソコンを開いて、一つのソフトを起動しました。

　浮うかび上がったロゴは──【Gun Gale Online】。

　その人間は後部座席に横になると、頭にアミュスフィアを素早く装着。そして、

「リンク・スタート」

　車内からＧＧＯへとダイブしました。







「見つけたーっ！　おじさん、これ買う！　今買う！　すぐ買う！」

　久しぶりにやって来たＧＧＯの中で、焦こげ茶色のローブ姿のちびっ子レンは、欲しかったものを見つけました。

「やった！　やった！　やった！　やったああああ！」

　それはもう、子供のように大喜びです。

　裏路地にあるような小さなガンショップをハシゴして、三軒けん目で見かけるやいなや購こう入にゆうを決めたのは、異形のサブマシンガン。

　そうです、ベルギーはＦＮハースタル社製Ｐ９０です。ＳＪ中に自分を守るために失ってしまったかつての相棒と、まったく同じ銃じゆう。

　当然のように、その場でカスタムを依い頼らい。戦せん闘とう服ふくや装備一式と同じ、くすんだピンク色に塗ぬってもらいました。

　もう見分けはつきませんが、これはピーちゃんの二代目ということになります。

　名前は〝ピーちゃん二世〟？　それとも、〝ピーちゃん・ザ・セカンド〟？

　呼びにくいので普ふ通つうにピーちゃんでいいやと思いながら、レンは初代に使っていたスリングを装着して、ローブの下で肩かたに提さげつつ大切そうに抱かかえて、高いビルにケバケバしいネオン煌きらめくＳＦ世界を歩くのです。

　ＳＪの優勝で一いち躍やく有名になってしまい、町を歩くと誰だれからも声をかけられる──、なんてことはありませんでした。

　いつもローブで姿や顔を隠かくしているからでもありますが、それまで通り、ちっこいことを驚おどろかれる程度です。やはり、ＳＪとＢｏＢとではスケールが違ちがいます。

　でも、その方がいいや。

　レンは思いながら、うきうきと通りを歩きます。

　今日はＰ９０を買えたことで十分なので、戦せん闘とうはせず、適当に射しや撃げき練習してからリアルに戻もどろうと思っていました。目指すは、広い射撃場のある大型モールです。

「ピーちゃん撃うてるのたのしいな！　毎分毎分９００発！　空から薬やつ莢きようが降ってきて！　ああ、素敵な金属音！」

　近くに別のキャラクターがいないからといって、口ずさむのは即そつ興きようで作詞作曲した怪あやしい歌。

　こんな浮うかれ具合では、まったく気付くわけなどありません。

　線の細い少年のような外見のアバターに、店を巡めぐっているときから、ずっと後をつけられていることなど。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　３月16日。月曜日。

　世間的にはウィークデーでも、長い大学の春休み中の香か[image: 蓮]れんには休日です。天気は、どんよりとした曇くもり。

　久しぶりに部屋の掃そう除じをして、実家から送った荷物を受け取ると、

「…………。暇ひまだ」

　香[image: 蓮]には、やることがなくなってしまいました。時間はお昼過ぎ。

　ＧＧＯにダイブは、

「さすがに、やめておこう……」

　自重しました。

　なにせ昨日、〝射撃練習だけ〟と思ったのに、射撃場で撃っているうちにむずむずと暴れたくなって、〝簡単なフィールドだけ〟とモンスター退治に行って、結局ズルズルと４時間近く遊びまくったものですから。

　ゲームをしなくても、大学の勉強をしたり本を読んだり音楽を聴きいたり、あるいはそれらのコンビネーションで時間は潰つぶせるのですが、

「散歩でも行こうかな」

　香[image: 蓮]はそれらをせず、天気が悪いというのに、近所の散歩に出かけました。ついでに買い物にもと、折りたたんだショッピングバッグを持って。

　部屋のカーテンを閉めて、電気を消して、エレベーターで一階に下りて、そしてエントランスを出て、

「公園かな」

　近所にある、緑豊かな公園へと足を向けるのです。

　昼間であるし、それなりに人通りが多いしで、香か[image: 蓮]れんはまったく警けい戒かいしていませんでしたし、気付きませんでした。

　マンションを出てからずっと、一人の男に後をつけられていることなど。







　小一時間ほど散歩をして、それからスーパーに立ち寄って食材を仕入れて、その帰り。

　狭せまい路地を、香[image: 蓮]は歩いていました。

　近くの駅の一つから戻もどるときはよく通る最短ルートで、右側にはアパートの壁かべ、左側には小さな工場が並んでいます。

　さすがに夜は絶対に通らないことにしていますが、今はまだ15時。スタスタと、背が高く足が長いので、結果的にそれなりの速度で歩いていました。

　前から、若い女性が子供を二人乗せた電動アシスト付き自転車でやって来て、香[image: 蓮]はそれを避よけました。女性が会え釈しやくをして、通り過ぎて行きました。

　それを見送ったとき、初めて気付きました。

　10メートルほど後ろに、一人の男が立っているのを。自分を見ているのを。

　後ろに人がいる、そして同じ方向に歩いていることなど思いもしなかったので、香[image: 蓮]はかなり驚おどろいて、その男をしげしげと見てしまいました。

　俳はい優ゆうさんみたいだな。

　香[image: 蓮]の最初の感想は、褒ほめ言葉でした。

　男は、身長が１７５センチくらい。飛び抜ぬけて長身ではありませんが（そして自分よりは低いですが）、日本人男性としては背が高い方でしょう。

　そして、美しい体格をしていました。ジーンズを纏まとった足は長く、白いＴシャツの上に革かわのジャケットを着ている胸むな板いたは厚くと、スポーツ選手のような引き締しまった体つきです。

　顔もまた、美形と呼んでも差し支つかえないほど、整っていました。やや鋭するどい目つきですが、怖こわいほどではありません。

　年ねん齢れいは、香[image: 蓮]が思うに二十代後半か。髪かみは黒く、天然かそうでないのかは分かりませんが、やや細かいウェーブで肩かたにつくほどの長さです。

　おっといけない。

　香[image: 蓮]は顔を戻して、前を向きました。

　いい体格をしたイケメンであるからといって、他人をジロジロと見るのはマナー違い反はんです。マンションに戻るために、再び長い足を動かし始めました。







　それから４分経たって、

「…………」

　香か[image: 蓮]れんは再び気付きました。男が、まだ10メートル後ろにいることに。

　高層マンションは、もうすぐそこに見えています。横断歩道で道を渡わたるために立ち止まったとき、例の男が視界に入り、あれからずっと後ろをつけてきたことに気付いたのです。

　ちょっと怖こわいな……。

　香[image: 蓮]の警けい戒かいモードが一段上がりました。

　いくら、ほとんどの男性より背が高いとはいえ、若い女性である香[image: 蓮]が、見知らぬ男性を警戒するのは当然です。

　最初に見つけた路地からここまで何回か複雑に曲がっていますので、偶ぐう然ぜん同じ方向に向かっているというより、〝後をつけられている〟と考える方が自然です。

　もし今が夜だったら、間ま違ちがいなく対処する行動に出ていたでしょう。例えばタクシーに飛び乗ったり、携けい帯たい電話で誰だれかにかけて喋しやべりながら歩いたり。もっとも、夜だったらこんな場所を歩くことは決してしませんが。

　昼間であり、人通りがそれなりにある大通りであり、なおかつマンションが近いことで、香[image: 蓮]は気持ちを落ち着かせて、信号が青になった横断歩道を渡り始めました。

　渡りきると左に向かうので、香[image: 蓮]は少し進んだ後に、顔ではなく視線だけを向けてチラリ。

　男は横断歩道を渡りきると──、

　ううっ、ついてきた……。

　同じく左に曲がりました。もう間違いありません。この男、香[image: 蓮]の後をつけているのです。

　一体どこからでしょう？　まさかスーパー？　その前の公園からずっと？

　今となっては分かりませんが、ずっとだとしたら気持ちが悪いことこの上ありません。外見がいいというプラス評価が、大きくマイナスに振ふれて突つき抜ぬけていきました。

　早く帰ろう。

　マンションまでの１００メートルほどを、香[image: 蓮]は逃にげるように歩きました。走り出したい気持ちを抑おさえて、努つとめて冷静を装って。

　大通りには車もたくさん走っていますし、すれ違う人や自転車もいるので、ここで襲おそわれるなんてことはないでしょうけど、それでも背筋が寒くなります。

　これがＧＧＯ内だったら、振り向いてナイフを抜いてやりたいところでしょうけど、リアルでそれをやったら即そく逮たい捕ほです。

　マンションのエントランスは、住人しか持てないＩＣカードキーです。最初のドアさえ入ってしまえばフロントロビーで、常じよう駐ちゆうのコンシェルジュの女性と、警備員の男性がいます。

　男が香[image: 蓮]を追つい跡せきしてドアをくぐって入ってくるようなら、叫さけび声を上げればなんとかなるでしょう。

　と、そこまで考えてホッとしたところで、脳内の電気信号に余よ裕ゆうが生まれたのか、香か[image: 蓮]れんは別の可能性を思いつきました。とてもよくない可能性です。

　ひょっとしてこれ、このままマンションに入ったら、わたしの住所がバレない？

　男が香[image: 蓮]をどこかで見かけて後をつけてきているのだとしたら、キーをかざして入れば、このマンションの住人だということがバレバレではないですか。

　男の尾び行こうの目的が、香[image: 蓮]の住処すみかを探ることだったら？

　お、あの女、デカいけど可愛かわいいな。どこに住んでいるんだろう？　そうだ後をつけて見つけてやるぜ。そしたらこれから毎日、玄げん関かん前で待ち伏ぶせしてじっくりと後をつけてうへへ──。

　とそこまで考えたところで怖こわくなって想像力を強制シャットダウン。

　マンション入り口はすぐそこ。

　このまま歩き続けて入るべきか、それとも前を通り過ぎて住処を悟さとられないようにするべきか。これが問題だ。

　しかし、通り過ぎた後、どこに行けばいい？　別の店で時間を潰つぶせばいい？　しかしずっと見張られていたら？　相手がとことんしつこい、熱意溢あふれるストーカーだったら？

　うひゃあどうすればどうすればいいんだどうすればいいんだどうすれ──。

　混乱きわまる香[image: 蓮]に向けて、

「小こ比ひ類るい巻まき──、香[image: 蓮]さんですよね？」

　誰だれかが話しかけました。

「はい。そうですけど──」

　足を止め、バカ正直に肯こう定ていして振ふり向いた香[image: 蓮]の目の前に、その男が立っていました。

「…………。ひゃ──」

　一いつ瞬しゆんぽかんとして、それから叫さけびだしそうになる香[image: 蓮]を、

「叫ばないでください！　レン！　僕ぼくです！　エムです！」

　男の声が、すんでの所で留とどめました。







　いったいなにがどうなってこうなった？

　香[image: 蓮]は、まだ混乱していました。

　今香[image: 蓮]がいるのは、住んでいるマンションの展望室。

　高層マンションの三十階に、住人なら誰でも入れる共用スペースがあるのです。建物の角にある、窓まどが大きなロビーのような広い部屋で、テーブルとソファー、そして飲料の自じ販はん機きが置かれています。

　とはいえ、遠くに見える花火大会の日だけ満員になって、それ以外、つまり普ふ段だんはほとんど誰も使っていない、正直なんのために存在するのか疑問の空間です。

　ソファーとテーブルが規則正しく並ぶ空間にいるのは、香か[image: 蓮]れんと、男だけ。




　数分前、マンション一階のフロント前で、

「叫さけばないでください！　レン！　僕ぼくです！　エムです！」

　男の声を聞いて、

「はあ……？　まさかっ！」

　香[image: 蓮]は大声を上げていました。

　たまたま通りすがりの自転車のおばさんが、びくぅ！　と驚おどろいてハンドルをふらつかせました。転てん倒とうはしませんでしたが、かなり危なかったです。

　それでも、叫ばずにはいられませんでした。

　目の前にいる、この俳はい優ゆうみたいなストーカー男が、エム？

　あの、ＳＪを一いつ緒しよに戦った、ボディ・ビルダーばりのムキムキマッチョのアバター──、を動かしているプレイヤー？

　信じられません。

　いえ、別にアバターとプレイヤーの外見が違ちがっているのはいいのです。

　なにせ自分は１８３センチのスカイツリー女。アバターは１５０以下のチビ女ですから。

　問題はそんなことではなく、

「あなたがエムさんのプレイヤーとして……、どうしてわたしがレンだって分かったの？　どうやって知ったの？」

　香[image: 蓮]は質問をぶつけていました。

　レンが小こ比ひ類るい巻まき香[image: 蓮]であることなど、あるいはその逆など、知っている人は美み優ゆと咲さき達しかいません。ＧＧＯ内で二回しか会ったことがないエムが、知っているはずがないのです。

　質問した時点で、自分がレンであることを認めてしまっている大失態なのですが、香[image: 蓮]はそこまで頭が回りませんでした。

「後で説明します。とても重要な話があって、レンのリアルである香[image: 蓮]さんに会いにきました。ここではまずいので、どこでもいい、人目につかず、誰だれにも聞かれず、落ち着いて話ができる場所に行きたいんです」

　自じ称しようエムの男は、真しん剣けんそのもののイケメンで、そう言ってきました。

　香[image: 蓮]は、詐さ欺ぎ師しを見る顔で質問します。

「もし断ったら？」

　男が即そく答とうします。

「来月４日の、第二回スクワッド・ジャムの夜に、人が死にます」




　かなり信用できないのですが、まったく無視するわけにもいかず、

「何かあったら大声出すから！」

　香か[image: 蓮]れんはそう念ねん押おししたうえで、男を展望室に連れてきました。

　まさか自分の部屋に連れていくわけにはいかず、ひとまずここなら誰だれもいないでしょうし、事実いませんでした。

　この近くでは一番背の高いマンションなので、三十階ともなれば、よほど窓まど際ぎわにでも立たない限りは、隣となりのビルから覗のぞかれる心配もありません。

　いったいなにがどうなってこうなった？

　香[image: 蓮]は、まだ混乱していました。

　部屋に入った直後、少しでも落ち着くようにと自じ販はん機きで温かい紅こう茶ちやを買おうとすると、男が横入りして携けい帯たい電話を押しつけて、お金を払ってしまいました。

「話を聞いてくれるお礼です。おごります」

「それは……、どうも」

　そして飲んでみましたが、味が分かりません。あまり、効果はありませんでした。

　一方、自じ称しようエムの男は、続けて買ったブラックの缶コーヒーを、とても美味おいしそうに飲んでいました。

　ひとまず話を聞いてもらえることになったので、達成感でも感じているのでしょうか？

　ふう、と大きく息をついてから、香[image: 蓮]は胡う乱ろんな目つきで訊たずねます。

「本当に……、本当に、エムさんのリアルなの？」

　相手は丁てい寧ねいな口調ですが、怪あやしい男に敬語を使う気にもならないので、かなりつっけんどんな口調でした。

「はい」

　男は、ハンサムな、そして真しん剣けんそのものの顔でしっかりと香[image: 蓮]を見み据すえて、頷うなずきました。

　もちろんそれだけでは信用できないので、香[image: 蓮]は失礼かどうかなど気にせずに訊ねます。

「その証しよう拠こは？」

「ありません」

　即そく答とうされました。

「はあ？　それで、どうやって信じろと……」

「ないものは、ないのです。噓うそはつけません」

　あまりに呆あきれたので、

「何か、わたしとエムさんがＳＪ中に喋しやべったことでも言えばいいのに……」

　香[image: 蓮]は、そんな助け船的な言葉まで口に出してしまいました。

　ＳＪ中の戦せん闘とうは中ちゆう継けいされましたが、意図的にカメラに顔を寄せて叫さけびでもしない限り、音声が拾われることはありません。だから、あのときエムが言った言葉は、レンしか聞いていないことになります。

　すると男は、

「そんなのは、なんら証しよう拠こにはなりません」

　バッサリと否ひ定ていしてきました。

「例えば僕ぼくが、〝ＳＪ中にレンは僕にこう言った〟とここで伝えても、〝本当のエムのプレイヤー〟に詳くわしく聞いていただけかもしれません」

「…………」

　それは確かにそうですが、証明すべき人間の言うことではありませんよねそれは。

　香か[image: 蓮]れんは呆あきれました。

「だからもう、香[image: 蓮]さんが僕の言葉を信じてくれるしかないのです」

「酷ひどい話だ！」

「そうですね」

「…………」

　コイツをほっぽらかして今すぐ部屋に帰りたい。

　香[image: 蓮]は思いましたが、どうにか踏ふみとどまりました。『ＳＪ２の日に人が死ぬ』という物ぶつ騒そうな言葉が心に引っかかっているからです。

　そしてもう一つの疑問が。

「じゃあ、百歩譲ゆずって仮にあなたがエムさんだとして……、一つ質問していい？　いや、する」

「どうぞ」

「どうして、わたしが小こ比ひ類るい巻まき香[image: 蓮]という名前で、そしてレンであるって、分かったの？　そして、この住所がなんで分かったの？　いくつもあり得ないでしょう！」




　オンラインゲームの中では──、

　会話や態度などで与えたヒントが多すぎて〝リアルが割れる〟、つまり実世界での個人情報に気付かれてしまうことがあります。

　ピトフーイも、

「会話には気をつけろ！　それ、本当に言っていいコトかな？　かな？」

　口を酸すっぱくして教えてくれました。

　それを実体験したのが、まさに先月のこと。

　咲さきは、香[image: 蓮]がレンだと気付きました。香[image: 蓮]も、最初はまさかと思いましたが、咲がエヴァだと気付きました。たくさんのヒントを、お互たがい与え合ったからです。

　香[image: 蓮]が与えたヒントは、ＳＪがあった日に必死になって何かをやって吹ふっ切れたことや、まず普ふ通つうの女子大生がやりそうもない、〝ピンクのＰ９０のキーホルダー〟をカバンにつけて歩いていたこと。

　咲さきが与えたヒントは、投げてパスするのが得意な六人組の新体操部であるということと、〝ボス〟というあだ名。

　では、香か[image: 蓮]れんはこの男に、どんなヒントを与えたというのでしょう？

　キャラクターネームに似た香[image: 蓮]という名前はさておき（それでも簡単ではないでしょうが）、苗みよう字じ、容姿、そして住所までピンポイントで分かるヒントを。

　まったく記き憶おくにありません。

「まさか……、あなた、ザスカーの人？」

　香[image: 蓮]は思いついて、そのまま口にしました。

　それなら、わずかながら可能性があります。運営団体なら、ゲームＩＤやメールアドレスから、住所氏名を割り出すことが可能かもしれません。

　事実香[image: 蓮]は、ＳＪの優勝賞品を受け取るために、個人情報をザスカーに伝えてありますから。

　男は、あっさりと首を横に振ふりました。

「違ちがいます」

「じゃあなんで？　どうやって、わたしの住所氏名を知ったの？」

「…………」

　男は数秒黙だまり、そして、

「今は言えません」

　後で説明します、と言っておいてこれです。

　香[image: 蓮]は、ポケットに自白剤が入っていればいいのにと思いました。または喉のどに突つきつけることができる銃じゆうが。

「でも、これから僕ぼくの話は聞いてください。重要なことです。とても、重要なことです」

「耳は開けておくので、ご自由にどうぞ」

　呆あきれ果て、かなり投げやりに返した香[image: 蓮]です。

「と、その前に──、あなたは、誰だれさん？　エムさんが戸こ籍せき上の名前？」

　自分だけフルネームを知られているのが嫌いやで、つっけんどんにそう訊たずねていました。

「ああ、すみません申し遅おくれました。僕の名前は、阿あ僧そう祇ぎ豪ごう志しです。あそうぎ、は数の単位の〝阿僧祇〟──阿あ蘇そ山さんの〝阿〟に、僧そう侶りよの〝僧〟に、祇ぎ園おんの〝祇〟です。ごうし、は豪快な志こころざし、です」

　慣れた様子の説明から、香[image: 蓮]はそれが偽ぎ名めいではない感じがしましたが──、単に偽名を使い慣れているだけかもしれません。

「阿僧祇豪志さん、ですね。では、どっちのお名前でお呼びすれば？」

　皮肉っぽく敬語で聞いた香[image: 蓮]に、

「どっちでもいいです」

　その男、豪志はすんなりと答えました。

　香か[image: 蓮]れんは呆あきれつつ、

「じゃあ……、リアルではリアルの名前を呼ぶのがマナーだから、豪ごう志しさんって呼ぶけど……」

　ひとまず、何かあったら、またはこの部屋を出たら、警察には〝阿あ僧そう祇ぎ豪志〟で通報しようと思いました。

　珍めずらしい苗みよう字じですから、そうそういないでしょう。しっかり覚えました。おまわりさん、この人です。まあ、偽ぎ名めいという可能性はやっぱり残りますが。

　その豪志は、整った顔を真まっ直すぐ向けてきました。そして、

「香[image: 蓮]さん。どうか、助けてください」

「…………」

　香[image: 蓮]は、反応しませんでした。素っ気ない顔をしながら、しっかりと豪志の言葉を聞き続けました。

「世界中で、香[image: 蓮]さんにしかできないことが、あります」

　なんだそりゃ！　口く説どき文句か！

　香[image: 蓮]は思いました。言いませんでした。

「もし、香[image: 蓮]さんの助けがない場合……」

　どうなるというんだね？

「二人の人間が、死ぬことになります」

　なんで？　誰だれが？　どうやって？

「一人は、僕ぼく。もう一人は、ピトフーイのリアルです」

「何それ！」

　ピトフーイの名前を出されて、香[image: 蓮]は反応してしまいました。

「前回のＳＪ中に、豪志さん言ったよね、〝ピトフーイのリアルに殺される〟とかどーとか！　あの話の流れ？」

「そうです。あのとき僕は言いましたよね？　ピトがイカレていると」

「……ひっどい泣なき顔でね」

　嫌いやなものを思い出してしまいました。ゴツいマッチョマンの滂ぼう沱だ顔がおを。

「今度のＳＪ２に、ピトは参加します。僕と、今集めているメンバーとで」

「わたしに、そのチームに入れと？」

　なるほど！　やっと話が繫つながった！

　つまりはこういうことか。

　ＳＪ２への参加表明を、レンはまだしていない。もしピトフーイのチームに加われば、シード権で予選は免めん除じよになる。それを、この人はわたしに依い頼らいしにきた。

　いや、そんな簡単なことのワケはないか……。

　香か[image: 蓮]れんは、自分で自分にダメ出しをしました。

　そんな単純な理由で、こんなストーカーじみたことをするわけがありません。普ふ通つうにメッセージを一つ送れば十分です。予選も楽勝でしょう。さらに、豪ごう志しとピトフーイ（のリアル）が死ぬ云うん々ぬんが分かりません。

「って、違ちがうか。──先を続けて」

「はい。今回、チームにレンを呼ぶつもりはありません。また、手て前まえ味み噌そになりますが、僕ぼく達は、予選など特に問題にはしていません」

「でしょうね。エムさんとピトさんが組んでチームを作れば、そりゃ強いよ。多分優勝──、狙ねらえるよ」

　優勝だよ、と言いかけて言い切らなかったのは、咲さき達のことを思ってです。

　前回準優勝のチーム《ＳＨＩＮＣ》は、決意十分です。今回も大暴れするでしょうし、間違いなく優勝候補でしょう。余談ですが、ＳＨＩＮＣが新体操クラブの略だとは、咲が教えてくれました。

　ピトフーイチームと咲チーム、果たしてどちらが勝つのやら。

　ＳＪ２の参加は考えていない香[image: 蓮]ですが、その日ダイブして酒場で実じつ況きよう中ちゆう継けいを見るくらいはしてもいいかな、と思いました。

　それはさておき、豪志の話を聞かねば。

「ピトは、もちろん優勝を狙ってＳＪ２に出るつもりです。優勝以外など、何位だろうと全部意味がないと思っています」

「ピトさんらしいね」

「だから──、こう言い張っています。もし優勝できなかったら死ぬ、と」

「はあ？」

「ピトは、いや、〝ピトのリアル〟は言っています。『ＳＪ２で優勝できなかったら、またはゲーム中に殺されたら、私、自殺するからね』と」

「…………」

「そして、僕も、死にます。自殺しなければ、殺されます」

「…………」

「そして、あの女は、やると言ったら本当に、やります」

「……かつて、豪志さんを殺すよ、って脅おどしたときみたいに？」

「はい」

　こくりと頷うなずいた豪志を見て、香[image: 蓮]は呆あきれました。

　あのＳＪ中に悩なやんだことで、再びここで頭を悩ますことになるとは！

　いきなり目の前に突つきつけられた拳けん銃じゆう、《ＨＫ４５》の大きな銃口が頭に浮うかびました。そしてそれが光る様も。今でもハッキリと思い出せます。

　あれを避よけなければ──、今いま頃ごろ香か[image: 蓮]れんの髪かみは、長いままだったかもしれません。

　どうにか攻こう撃げきを避けて、そしてＰ９０を突つきつけて尋じん問もんすると、エムはピトフーイの異常さを語ってくれました。

　正直理解ができませんでしたし、今もできていません。

　あのときは、呆あきれたレンが取った単独行動により、結果的にエムは死なず、事なきを得ました。今、こうして目の前にエムを動かしている男がいますので。

　もちろん本人なら、という条件付きですが──、ここまでの話を聞いた香[image: 蓮]は、もう偽にせ者ものである可能性はほとんど捨てていました。

　殺すだの死ぬだのといった単語が増えてきて、香[image: 蓮]は一度周囲を見回しました。

　誰だれかが来ればドアの開閉音で分かりますが、それでも気になったからです。確かにこれは、人がいる場所でできる話ではありません。とはいえ、豪ごう志しを自分の部屋に上げるつもりは毛頭ありません。

「豪志さん……」

「はい」

「ピトさんは……、どうしてそんなに変なことを課すの？　ゲームの中で死んだら自分や他人を殺すとか、どうしてそんな──」

　頭がおかしいの？

　そう言おうとして踏ふみとどまった香[image: 蓮]に、

「ＳＪ中に言ったでしょう？　彼女は頭がおかしいんです。イカレているんです。〝死〟というものに心を囚とらわれていて、命を賭かける勝負というものにいつも憧あこがれているんです」

「…………」

　その理由を、聞いていいのか、聞いてはいけないのか、香[image: 蓮]は悩なやみました。

　しかし、聞かなければ話が進みません。豪志が理由を知らないでいてくれたらいいのにと思いながら、

「それは、どうして？」

　香[image: 蓮]は訊たずねました。

　豪志が、質問に質問で答えてきました。

「〝ソードアート・オンライン〟を、知っていますか？」
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　第三章　「ＳＡＯ失敗者ルーザー」







「〝ソードアート・オンライン〟を、知っていますか？」

　豪ごう志しの質問に、

「もちろん」

　香か[image: 蓮]れんは即そく座ざに答えました。知らないわけがありません。

　ソードアート・オンライン。略りやく称しようＳＡＯ。

　４年前、２０２２年11月６日に正式サービスを開始した、世界最初のＶＲ・ＭＭＯＲＰＧ（大規模多人数同時参加型オンラインロールプレイングゲーム）です。

　そして、その日のうちに、ダイブして遊んでいた約一万人のプレイヤーをゲーム世界の虜りよ囚しゆうにした、悪あく魔まのゲームです。

　ＳＡＯには、天才開発者である茅かや場ば晶あき彦ひこによって、恐おそろしい罠わながしかけられていました。

　プレイヤーの自発的ログアウトは封ふうじられ、ゲーム内でキャラクターが死んだら、または外部の人間が強引にフルダイブを中断しようとしたら──、

　プレイヤーは、頭につけた初代家庭用ＶＲゲームマシン《ナーヴギア》からの強きよう電でん磁じパルスで脳を焼き切られて死亡するという、文字通りのデスゲームだったのです。

　茅場晶彦から提示された助かる手段は、ただ一つ。このゲームをクリアすること。

　香[image: 蓮]は詳しよう細さいは知りませんが、２年という長い歳さい月げつを経てＳＡＯはクリアされて、囚とらわれていた人々は現実世界に戻もどってきました。

　しかし、全員ではありませんでした。結果として、四千人近くものプレイヤーが命を落としたと聞いています。

　生き残った人達は、まるで巨きよ大だい事故や大規模災害のそれのように〝生せい還かん者しや〟──、つまり《ＳＡＯ生還者サバイバー》と呼ばれているとのこと。

　ゲームでキャラクターが死んだら、プレイヤーである自分も死ぬ、本物のデスゲーム。それがＳＡＯ。

　豪志がどうして、突とつ然ぜんそんなことを聞いてきたのか、

「あっ！」

　香[image: 蓮]の頭の中に、一つの仮説が浮うかびました。

　死に心を奪うばわれて、必要のない命がけの勝負をしたがっているピトフーイは──、

　まさか、ひょっとして……。

　しかし、それならば、彼女があんなに強い理由も、死に囚われる理由も、全すべて合点がいきます。

　前にピトフーイは、〝ＳＡＯ事件が解決する前からＶＲゲームをやっていた〟と言っていましたが、それが、ズバリＳＡＯだったのではないでしょうか？

「ねえ……、正直に教えて……。ピトさんって、ひょっとして……、ＳＡＯ生還者サバイバーなの……？　２年間、あのゲームの中で苛か烈れつな経験をして……、心のどこかが病んでしまって……、今でもまだ、本当の命を賭かける行こう為いが忘れられずに……、いるの？」

　恐おそる恐る訊たずねた香か[image: 蓮]れんは、

「いいえ」

　豪ごう志しが首を、しっかりと横に振ふるのを見ました。

「違ちがいます。ピトは、ＳＡＯ生還者ではありません」

　なんだあ。背負わされた過か酷こくな運命などなかったのかあ。

　心から安あん堵どした香[image: 蓮]でしたが、次の豪志の言葉で、また気を引き締しめざるを得なくなりました。

「その逆です。まったくの」

「は──？」

　意味が分かりませんでした。訊ねるしかありません。

「〝逆〟って、何？　どういうこと？」

「ピトは、ＳＡＯ生還者の逆──、こんな言葉があるかは知りませんが、言うなれば、〝ＳＡＯ失敗者ルーザー〟です」

「ＳＡＯ失敗者……？」

「そうです」

　豪志は真顔で頷うなずきました。そして、そのままファッション雑誌の表紙を飾れるほどの端たん整せいな顔で、香[image: 蓮]に質問を投げかけてきます。

「少々話が飛びますが、香[image: 蓮]さんは、〝ベータ版〟や〝ベータテスター〟という言葉をご存じですか？」

「えっと……、どこかで聞いたことがある、くらいしか」

「では先に説明します。ベータ版というのは、乱暴に言えば、〝開発中だが、ある程度できあがったソフト〟のことです。それを試すことをベータテスト、試す人のことをベータテスターと呼びます。ベータテストによって、ソフトの問題点がチェックされて、正式版に反映されるんです」

「なるほど……」

「ＳＡＯにも、正式サービス前のベータテスターがいました。抽ちゆう選せんで選ばれた、わずか千人のプレイヤーが、誰だれよりも先に世界初のＶＲＭＭＯをプレイできたのです。さらに彼かれ等らは、正式版の初期出荷分の優先購こう入にゆうが可能だったので、一万人の中にも楽に入れました」

　テスト版を申し込むくらいの熱意のあるプレイヤーなら、絶対に正式版も、サービス開始のその日その瞬しゆん間かんにプレイするだろうなと、香か[image: 蓮]れんは思いました。

　以前美み優ゆが、

「もし私がＳＡＯを事前に知ってたら？　そりゃあ、なんとしてもゲットして、絶対にサービス開始時に遊んでいたと思うよ。怖こわいよね」

　そう言っていたのも、思い出しました。

　豪ごう志しが続けます。

「でも、その正式版を手に入れた一万人の中には、リアルでの重要な用事が重なって、どうしても２０２２年11月６日のスタート日に遊べなかった人もいました。彼かれ等らは、泣なく泣く、その日のプレイを諦あきらめました」

「じゃ、じゃあ……」

　ここまでの話と、ＳＡＯ失敗者ルーザーという言葉を聞いて、香[image: 蓮]の頭に答えが浮うかびました。確認するように、豪志に訊たずねます。

「ピトさんもそんな、ベータテスターであり、正式版を手に入れたけど、当日遊べなかった一人だったと……」

　今度は、豪志はしっかりと頷うなずきました。

「そうです。ピトは、ＳＡＯのベータテスターでした。幸運な千人の一人として、ナーヴギアを頭につけて、狂くるったようにＳＡＯを遊び続けました。当然、正式版も開始直後に遊ぶつもりでいました」

「でも、それができなかった……」

「はい。どんな運命のイタズラか、どうしても絶対に外せない用事が、その日に入ってしまったんです。それこそ、一生に一度の、彼女のその後の人生を決めるほど重要な用事が。ピトはさんざん泣きはらした末に、賢けん明めいにも、これからの人生を取る決断をしました。ＳＡＯは、翌日から遊ぶことにしました」

　初日に遊べないだけで泣きはらすというのが、ゲーム廃はい人じんとしてのすごさを感じさせますが、正直、香[image: 蓮]に理解はできません。

　さらに、そんなピトフーイの様子を詳くわしく知っているということは、その当時から豪志はピトフーイと一いつ緒しよにいたのかと、香[image: 蓮]は余計なことを考えてしまいました。

　それらを頑がん張ばって意識の外に追い出して、

「でも、おかげでピトさんは……、ＳＡＯに囚とらわれずにすんだんだよね？」

　香[image: 蓮]は本心から訊ねました。

「そうです。事件が起きたその瞬間から、もう誰もＳＡＯにはログインできなくなりましたから」

「とても……、ラッキーだったんじゃない……？」

「普ふ通つうは、そう考えますよね。でも、ピトは違ちがう。彼女は昔から、隠かくしきれないほど死への憧あこがれがあった。そんな人間が、実際に生きるか死ぬかのゲームを強しいられたら、どう思うと考えますか？」

「…………」

　答えが分かっているのに、香か[image: 蓮]れんは何も言えませんでした。

「普ふ通つうの人のように、怖こわくてたまらないと思うでしょうか？」

「…………」

「違ちがいます。逆です。〝人生最高のゲームを遊べる！〟と、心から喜ぶでしょう。──そして、おそらくは一生に一度きりの、そのチャンスを逃のがしたと知ったら？」

「…………」

「その日の夜。大切な用事を済ませて帰ってきた後のこと。ＳＡＯが本物のデスゲームになったとニュースで知った瞬しゆん間かん、ピトは怒いかり狂くるいました。それに参加できなかった自分の運命を呪のろい、叫さけび、嘆なげき、泣なき、暴れました。自傷行こう為いにも走り、止めようとした僕ぼくは吹ふっ飛ばされて、肋ろつ骨こつと指の骨を三本ずつ折りました」

「…………」

　こんな会話に相あい槌づちを打てる能力を、香[image: 蓮]は持っていませんでした。

　ピトフーイの行動も恐おそろしいですが、相当痛い記き憶おくのはずなのに、先ほどまでと変わらずに淡たん々たんと語る豪ごう志しも怖いです。

「でも、もうどうしようもありません。後からＳＡＯに参加するなど不可能でしたから。ひとしきり泣き叫んで暴れまくって気分が少しでも晴れたのか、その後のピトは、仕事に邁まい進しんしました。ＳＡＯ失敗者ルーザーになった怒りを昇しよう華かしたんでしょう。始めた仕事はすぐに軌き道どうに乗って、今はかなりの成功を収めました」

「ピトさんって、会社の社長さんか何か……？」

　リアルを探るのはルール違い反はんですが、香[image: 蓮]はつい聞いてしまいました。豪志は少し驚おどろきを顔に出して、

「ええ、そうです。女社長です。そして僕は、その会社の役員です」

　ついでに愛人、とか言わないでお願い。

　香[image: 蓮]のテレパシーが伝わったのか、豪志はそれ以上のプライベート情報を口にしませんでした。代わりに、

「ＳＡＯ事件が解決する前からＶＲゲームは再開しましたから、ピトは、そして有無を言わせずにつきあわされた僕も、仕事以外の時間を全部つぎ込んで遊びまくりました。ＳＡＯ失敗者になった怒りをぶつけたピトは、すぐにどんなゲームでも鬼おにのように強くなりましたが、〝本当に死なないゲーム〟は、彼女の血を、心の奥おく底そこからは滾たぎらせてはくれませんでした」

　いや、滾らなくていいじゃない普通でいいじゃない死んだらダメじゃない。そもそも、死んだらそれ以上ゲームが遊べないじゃない！

　香か[image: 蓮]れんは激しくそう思いましたが、黙だまっていました。

「そして、仕事とＶＲゲームに生きた２年が過ぎて、ＳＡＯ事件が解決して──」

　豪ごう志しは、報告するように言葉を続けます。

「ＳＡＯ生還者サバイバーの口から語られるゲーム内での様子が漏もれ伝わってきて、ピトは再び爆ばく発はつしました。これは公式には一切認められていない噂うわさなのですが、〝ほぼ真実で間ま違ちがいない〟とされる情報です。ＳＡＯ内では、キャラクターを意図的に殺すプレイヤー・キラーがいたと。そして、そんなギルドがあったと」

「──え？」

　豪志の言葉の意味を瞬しゆん時じに理解できず、香[image: 蓮]の頭が固まりました。

　ほぐすように、ゆっくりと思考を再開させます。

　ソードアート・オンラインの内。

　ゲーム内でキャラクターが死んだら、そのプレイヤーが本当に死ぬのに、ＰＫ。

　それはすなわち──、

「本物の殺人じゃないっ！」

「そうです」

　否ひ定ていしてほしくて叫さけんだ言葉をすんなり肯こう定ていされて、

「…………」

　香[image: 蓮]は絶句するしかありませんでした。

　豪志の耳に心地よい声が、淡たん々たんと恐おそろしいことを語ります。

「ＳＡＯでは、全員が一いつ致ち団結してなんとしてでも生き残ろうと、またはできるだけ早くクリアしてここから脱だつ出しゆつしようと思ったわけではなく──、中には、他のキャラクターを殺すことに生き甲斐がいを見いだしたプレイヤーもいたそうです。彼かれ等らに殺された、そして彼等を殺した〝正せい当とう防ぼう衛えい〟も含ふくめると、かなりの数のプレイヤーが、別のプレイヤーに殺されていたことになります」

「信じ、られ……、ない……」

　香[image: 蓮]は今まで、ＳＡＯ事件での死者は全すべて、ゲーム内のモンスターなどに殺されたと思っていました。いわば、この事件を仕組んだ開発者が殺したのだと。

　それが、人間同士の殺し合いがあったとは。

　正当防衛とはいえ自みずからの手で人を殺したＳＡＯ生還者は、いったいどんな気持ちでいるのか。

　香[image: 蓮]は考えてしまいそうになり、思考を強引に止めました。

「僕ぼくも、〝人殺しプレイヤーの〟正気を疑いましたが、ピトはまったく違ちがいました。このニュースを知って、２年前のように大爆発です。僕を含め、家中のものをぶち壊こわしながら怒いかり狂くるいました」

「それは……、どっちの意味で？　聞きたくないけど聞く」

「だいぶ、慣れてきましたね。香か[image: 蓮]れんさん」

「止やめて。で？」

「両方ですよ。〝ＳＡＯをやっていれば、そんな人殺しプレイヤーになれたのに！〟という悔くやしさと、〝そいつらを正義の名の下にぶち殺すことができたのに！〟という悔しさと」

「どうかしてる……」

　本音を漏もらした香[image: 蓮]に、

「そう言ったでしょ？」

　豪ごう志しが、初めて笑顔らしい笑顔を見せました。町で見せれば、異性は見た目で選ぶ女性がホイホイついてきそうな笑顔でした。

「それ以後、しばらくピトの精神状態はおかしかったんですが──、とても皮肉なことに、仕事が猛もう烈れつに忙いそがしくなったおかげで、少なくとも他人に迷めい惑わくをかけることはなかったんです。頭がおかしいとはいえ、一応の常識や社会性は持っています。リアルで他人を傷つけるような犯はん罪ざい者しやにはなれない人なのです。まあ、近くにいる僕ぼくは、毎日ボコられていましたけどね」

　豪志はやっぱり笑顔で言うので、

「…………」

　香[image: 蓮]は受け答えを放ほう棄きしました。

「ＳＪ中に言った通り、あの女は今でも、ＳＡＯという狂くるったゲームに心を囚とらわれているんですよ。それでも、ここ何ヶ月かは、収まってきたと思っていたんですけどね……。ＧＧＯを始めてからは、銃じゆうやナイフで他のキャラクターを殺せるので、いいガス抜ぬきになっていたはずなのに……。それが、ＳＪに参加できなかったことで不意に再発したというか……」

「そう……、だったの」

　正直理解できないし、理解したくないですが、経けい緯いは大変によく分かったので香[image: 蓮]はそう言いました。もちろん、証しよう拠このない話ですので、豪志が噓うそ八はつ百ぴやくを言っている可能性もゼロではないのですが、香[image: 蓮]はこれまでの経験から、その考えを放棄しました。

　そして鮮せん明めいに思い出しました。ＳＪに自分を誘さそったピトは、こう言いました。

「ねえレンちゃん。私が思うに、レンちゃんはリアルでいろいろ抱かかえているでしょ？　リアルで、何かこう、鬱うつ屈くつした感情を抱えているでしょ？　だから、ＧＧＯに、よく言えば鬱うつ憤ぷん晴ばらしに来た。悪く言えば、逃にげてきた。〝なんで分かるの？〟って顔してるけど、簡単に分かるよ。──だって、私がそうだもん！　私は現実で憤いきどおることやどうしようもないことが多すぎるから、ここで暴れてるの。ここで、思う存分、銃を撃うちまくって、モンスターや人を殺してるの」

　なるほど。なるほど。

　あのときの、ピトフーイの柔やわらかい笑顔を思い出して、香[image: 蓮]は思いました。

　身長が高すぎるのが辛つらい？

　正直、たいした悩なやみじゃないな、と。




　香か[image: 蓮]れんは、目の前に座る男に向け、身を乗り出すようにして訊たずねます。

「ピトさんは、ＳＪ２には参加できるから、自分の命を賭かけたデスゲームをプレイしようと目もく論ろんでいる、と」

「そうです」

「それを、豪ごう志しさんは、阻そ止ししたい、と」

「そうです」

「じゃあ質問。──どうして、警察なり心しん療りよう内ない科かなり、誰だれか別の人のところに話を持っていって止めようとしないの？　わたしなんかを頼たよるより、ずっとずっとピトさんのためになりそうなのに？」

　言いたくはない言葉でしたが、言うしかありませんでした。

　ピトフーイ（のリアル）が狂きよう気きを宿しているのは分かりましたが、それを一番よく分かっている豪志が、どうしてそれをほったらかしにしておくのか。香[image: 蓮]には理解ができません。

「そんなのは、簡単です」

　豪志が、先ほどまでと変わらない口調で答えます。

「どんなにピトのためになるとはいえ、ピトが望まないことを、僕ぼくは望みません」

　その言葉の意味を理解するのに、香[image: 蓮]は数秒を要しました。

　一応理解したのですが、本当にそれでいいのか、確認がしたくなりました。

「はい……？　それは、その、結局は、〝本人の意思を尊重〟する、ってこと？」

「そうです」

「それが、正気の沙さ汰たでなくても？　最悪──、自殺でも？」

「そうです」

「…………。全然、理解できない」

　これはダメだ。

　香[image: 蓮]は結論づけました。

　ピトフーイが変なのは分かったが、この豪志という男も、実際相当おかしい。

　香[image: 蓮]は、テーブルの上の、すっかり冷めた紅こう茶ちやを飲み干しました。

　その空き缶をさっさと捨てたくなって、香[image: 蓮]はすっくと立ち上がりました。

　このまま、この場から逃にげ出したいなあ。

　そう思いながら、壁かべ際ぎわにある自じ販はん機き、その脇わきにあるゴミ箱へと歩を進めて、そこにカランと放り込みました。

　振ふり向くと、香[image: 蓮]が逃げるとでも思ったのでしょうか、目の前に豪志がいました。

　そして、太い右みぎ腕うでが、香[image: 蓮]の頭を掠かすめて壁に伸のびて、手が打ち付けられるドン、という音が聞こえました。

「あ、え？　えっと……。あの……、あの、えっと……、その……」

　眼光鋭するどい豪ごう志しの顔を見ながら──、

　ああ……、これが……、世に言う……、《壁かべドン》というやつか……。

　混乱している頭で、香か[image: 蓮]れんはどうにかひとまず、それだけを理解しました。

　豪志が睨にらみながら叫さけびます。

「今まで一度でも、本気で誰だれかを愛したことがあるかっ？　自分の命を全すべて捧ささげてもいいと思えるほどの相手と、愛し合ったことがあるか？」

　頭が混乱していると、噓うそなどつく余よ裕ゆうもありません。

　香[image: 蓮]は自白剤でも盛られたかのように、素直に思ったことを答えます。

「な、ないですけど……」

　すると男は、悲しそうで辛つらそうで怒おこっていそうな、感情が幾いく重えにも籠こもった顔で、再び叫びました。

「じゃあ、今の僕ぼくの気持ちは絶対に分からないっ！」

「つまり……」

　壁際に押おしつけられたまま、香[image: 蓮]は目の前の男を見下ろしました。

「豪志さんは……、ピトさんのことが、好き……、だと？」

[image: ]

「愛してる！」

　壁かべドンされるのも人生初ですが、まさかその状じよう況きようで他人への愛のメッセージを聞くことになるとは。

　人生いろいろあるなあ。

　香か[image: 蓮]れんは思いました。

「ひとまず……、座って。話はまだ聞くから。そして、わたしからの質問も聞いてもらうから」

　そう言ってから、こう付け足すのです。

「何か、もう一杯飲む？　おごるよ」







　香[image: 蓮]は、気付けになるかと炭酸の強い飲み物を選んでから、豪ごう志しには、彼が所望した同じブラックコーヒーを買いました。

「はい、どうぞ」

「ありがとうございます。僕ぼく、コーヒー苦手なんです。特にブラックは。飲むと胃が荒あれるんです」

「日本語、おかしくない？」

「まだ続きがあるんです。でもピトは、コーヒーが大好きなんです。特にブラックが。だから、僕も飲みます」

「…………」

　愛って怖こわい。

　香[image: 蓮]は思いましたが、黙だまっていました。

　二人がさっきと同じ位置に座ってから、

「豪志さん」

　香[image: 蓮]は、気になっていたことをずけずけと聞くことにしました。

「豪志さんは、ＳＪ中にあれほどリアルでの死を怖がった。それは、普ふ通つうの反応だと思うし、今なら理解できる。でも、そんなあなたが、同じように〝リアルの死〟をもたらすかもしれないＳＪ２への参加は怖がらないんだ。変じゃない？」

「変じゃないですよ。ピトが死んだ後に死ぬのは、とりたて怖くないですから。自分一人が、ピトを残して先に死ぬのだけが、とても怖いので」

　あ、二人とも本当に変だ。これがあれか、割われ鍋なべに綴とじ蓋ぶたか。

　香[image: 蓮]は思いましたが、黙っていました。

　それでも、まだ解決策を求める豪志の方が、少しはマトモなんでしょうか？　よく分かりません。

「豪志さん、さっき言ったよね？　わたしが、ピトさんを助けることができるって。それをしてほしいって」

「はい。それが本題です。今、僕ぼくがここにいる理由です」

「じゃあ聞く。──どうやれば、わたしに、そんなことができるの？」

「レンとして、ＳＪ２に参加してください。そして、その中で、本気の真っ向勝負をして、ピトを倒たおしてください」

「は？」

「ピトを倒すんです。レンの手によって、容よう赦しやなく殺してしまってください。そうすれば、ピトは救われます。自殺は、絶対にしないでしょう。僕も、殺されずにすむでしょう」

「ど、どーして？」

　ＳＪ２中に死んだら自殺すると言い張っている人間を、ＳＪ２中に容赦なく殺すのが解決策？

　豪ごう志しさん、コーヒーの飲み過ぎで頭がおかしくなった？

　香か[image: 蓮]れんは思いましたが、

「豪志さん、コーヒーの飲み過ぎで頭がおかしくなった？」

　隠かくすことができませんでした。言ってしまいました。

「僕の頭がマトモではないのは、分かっています。ただしそれは、コーヒーのせいでは、ないでしょう。コーヒーに、そのような物質は入っていないと思います」

　いや、そこは真面目まじめに答えてくれなくてもいい。

　香[image: 蓮]は思いました。豪志が言葉を続けます。

「でも、これが唯ゆい一いつ無む二にの解決策なんです。だから、レンはＳＪ２に出て、とにかく僕達のチームを見つけて、ピトを倒してください。当然、ピトも僕もチームメンバーも、それを本気で阻そ止しすべく、戦います」

　その言葉を聞いて、香[image: 蓮]は慌あわてました。

「え？　ええ？　──それって、ずっと敵になるってこと？　エムさんは、チーム内で油断を誘さそって、わたしがピトさんを倒す支し援えんとかお膳ぜん立だてとかしてくれるんじゃ、ないの？　違ちがうの？」

　てっきりそうしてくれると思っていたので、卑ひ怯きようとかズルいとかまったく考えずに香[image: 蓮]は訊たずねましたが、

「それでは、〝真っ向勝負〟にはならないでしょう。卑怯です。ズルです。それではいけません。僕もまた、全力で戦います」

　解決策を提示しておいてこれです。

　豪志というこの男、忠犬なのかそうでないのか。いろいろと、愛の持っていき方が間違っている気がします。

　その呆あきれが顔に出たのか、

「そんな顔をしないでください」

　ハンサムな顔で言われました。

「申し訳ございません。いろいろ理解が及およびませんで」

　皮肉の敬語で答えると、

「じゃあ、豪ごう志しさん、わたしを説得して。どうして、なぜ、いかなる理由で、わたしがピトさんを倒たおすと、ピトさんは自殺をしないのか、その理由を教えなさい！」

　香か[image: 蓮]れんは命令しました。




　豪志は、30秒ほど喋しやべって、その質問に答えました。または命令に応こたえました。

　聞いた香[image: 蓮]は、思いました。

　あ、それだ。

　そして、口にしました。

「分かった……。ＳＪ２、出るよ！　そして──、わたしがピトさんを倒す！」







　豪志が、優しい笑顔と、

「ありがとう。あなたが唯ゆい一いつの希望だ」

　そんな歯の浮うくような言葉と、ピトフーイに気付かれない連れん絡らく先さきメールアドレスを残して展望室を出ると、

「あ、かれんおねーちゃんだ！　やほー！」

「ほんとだ。香[image: 蓮]もここ使うんだね」

　四歳さいの姪めいっ子と、その母親である姉が入ってきました。

　豪志とは、エレベーター前ですれ違ちがったくらいのタイミングでしょう。あと20秒到とう着ちやくが早ければ、香[image: 蓮]が豪志と二人っきりでここにいるのを、バッチリ見られたでしょう。

　香[image: 蓮]は、

「や……、やほー！」

　返事を返しながら、心底肝きもを冷やしていました。そして、自分の飲んだコーヒーの空き缶をきっちりとゴミ箱に捨てた豪志の性格に、感謝しました。

　姉の部屋はここより階が上ですから、わざわざこの場所に来る理由が分かりませんでしたが、

「じゅーす！」

　自じ販はん機きの前にテクテクと進んだ姪を見て、理解しました。一番近いのが、ここなのです。

　自販機に携けい帯たい電話をタッチさせながら、姉が香[image: 蓮]に訊たずねてきます。

「ねえ、春休みの残りはどうするの？　今度、うちで春スキーに行こうって計画があるんだけど、一いつ緒しよに行かない？」

「いっしょにいこーよ！」

　姉達の誘さそいは本当に嬉うれしいのですが、今の香か[image: 蓮]れんには、４月４日までにやるべきことがたくさんできてしまいました。そのためには、１日たりとも無む駄だにはできません。

「あー、ゴメン。春休みにたくさん本を読もうって、決意しちゃって……」

　ヘタな噓うそを返した香[image: 蓮]ですが、どうにか見み抜ぬかれなかったようです。
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　第四章　「ＳＪ２準備」







　自分の部屋に戻もどった香か[image: 蓮]れんは、パソコン画面に出したカレンダーを睨にらみました。

　本日は３月16日。４月４日のＳＪ２までは、２週間と半分ほど。

　香[image: 蓮]は、ピトフーイを倒たおすための計画を立てました。そのためにやるべきことを、思いつくまま、スケジュールアプリの行動予定欄らんに打ち込んでいきます。

　まずは、

「もっと強くならなくちゃ……」

　ＧＧＯで自みずからを、つまりレンを鍛きたえること。

　レンは俊しゆん敏びんなキャラクターですが、正直いって特とく徴ちようはそれだけです。

　前回ＳＪで優勝したとはいえ、何度も何度も、幸運に助けられました。次回もそんなに恵まれる保証はありません。

　だから、これから時間の許す限り戦せん闘とうをして、経験値とクレジットを稼かせぎ、能力と武器をパワーアップさせ、戦闘に有利なスキル（特とく殊しゆ能力）を足したいところ。

　ＳＪで最後にナイフで闘たたかったレンですが、確かにＰ９０の弾たま切ぎれや故障に備えてサイドアームは必要だと実感しました。

　あのナイフはエムに返したので、同じナイフを買おうと決意しました。結構高そうなナイフだったので、またクレジットが必要です。

　しかし、ここまではそれほど問題ではありません。春休みを活いかして毎日ダイブすれば、かなり鍛えられるでしょう。お金も貯まるでしょう。

　それより、絶対に解決が必要な課題がありました。それも、４月１日の、ＳＪ２参加締しめ切りまでに。

「今回……、誰だれと出ればいいんだ……」

　そうです、ＳＪはチーム・バトルロイヤルです。レンが前回優勝者としてのシード権を持っているとはいえ、たった一人では、絶対にエントリーができないのです。

　誰でもいい。誰か、一いつ緒しよに闘ってくれる知り合いはいないか？

「…………」

　いませんでした。

　ＳＪ前、ＧＧＯでの知り合いは、ピトフーイだけでした。

　ＳＪ中にエムと知り合いましたが、エムがチームを組んでくれるわけがありません。今回は敵です。

「咲さきちゃん達……、も無理か……」

　ＳＪ後に知り合ったのは、エヴァこと咲さきが率いる新体操部チーム。

　しかし、彼女たちは六人の仲良しチームです。お互たがいの動きを理解し、サポートし合う、一つのチームとして闘たたかうからこそ強いのです。

　誰だれか一人を追い出してそこに自分が入るなど、または誰か一人に抜ぬけてもらって自分と組んでもらうなど、頼たのみたくありません。

　事情を説明して理解してもらえればあるいは──、とも思いましたが、それも止やめました。こんなことに、女子高生の彼女達を巻き込みたくはありません。

　すると、

「ＧＧＯ内で、強そうな誰かを見つけて口く説どき落とすしかないか……」

　これが一番、実現の可能性が高いでしょう。

　前回のＳＪ優勝者であることを明言して、

「そこのお兄さん、いいカラダしているね。どう？　ちょっとＳＪ２に出てみないか？」

　そんなことを言って、ＧＧＯの首都《ＳＢＣグロッケン》のストリートでナンパをする。

　しかし、果たして上手うまくいくでしょうか？

　それに、誘さそいに乗ってきた人が、信しん頼らいするに足る腕うでを持っているでしょうか？　一いつ緒しよに行動してくれるでしょうか？

　または、〝チーム参加するためだけのメンツなので、ＳＪ２が始まったら好きにしていいよ〟なんてことを告げて放置して、納得してくれるでしょうか？

「無理だろうな……」

　香[image: 蓮]は頭を抱かかえました。

　メンバー登録だけしておいて、当日になって〝やっぱやーめた〟などと言い出されても困ります。

　また、本気でチームで闘たたかうことを了りよう承しようしてくれた場合、ピトフーイだけを狙ねらうレンの行動をどう思うか。

　レンのＳＪ２参加目的は優勝ではなく、ピトフーイの殺害です。これが上手くいけば、降参してＳＪ２を終えてもいいくらいですし、相打ちだって構いません。

　ある程度の内情を伝えても構わないほど信頼ができて、香か[image: 蓮]れんの意図を理解してくれて、絶対に参加してくれるプレイヤーさん。動かすキャラクターが強いと、なおさら素晴らしい。

　そんな都合のよすぎる人が、この世界にいるのでしょうか？

　いや、いない。知らない。レンは友達が少ない。

「ううう──」

　香[image: 蓮]のうなり声を、神かん崎ざきエルザの澄すんだ歌声が止めました。

　それは、机の脇わきの充じゆう電でんベースに置かれた携けい帯たい電話から。通話着信音です。

　長い手を伸のばし、携帯電話を持ち上げて、香[image: 蓮]が見た画面には、

「いたあっ！　そんな人！」

　篠しの原はら美み優ゆの名前が、表示されていました。




　４月中なか頃ごろに都内で行われる神かん崎ざきエルザのミニライブについて話したくて電話をしてきた美優に、香か[image: 蓮]れんは一方的に喋しやべりました。

　どんな人なのかまったく知らない、頭のおかしい女社長の命を救うために、彼女が動かすキャラクターをＳＪ２で殺す。

　そのための手伝いをしてほしい。ＧＧＯにコンバートして、ＳＪ２に出てほしい。

　思いの丈たけをぶつけて、

「無茶な頼たのみだって分かってる。でも、他に頼たよれる人はいないの。ど、どうか──、お願いっ！」

　そして嘆たん願がんした香[image: 蓮]に、美優は答えました。

「ふっ……、フカ次じ郎ろうはこの春、ＧＧＯで大暴れか……。勢い余って、そのピトフーイってヤツを私が殺しちゃわないように手加減しないとな……」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　香[image: 蓮]と美優の、そしてレンとフカ次郎の修行の日々が始まりました。

　まずは、美優がフカ次郎を、ＡＬＯからＧＧＯへコンバートしなければなりません。

　これ自体は簡単にできますが、フカ次郎とギルドを組んでいる、そして留守中にアイテムを預かってくれるＡＬＯのシルフ仲間に予定を伝えると、当然のように理由を聞いてきました。

「ＧＧＯのミニ戦せん闘とう大会に、前回優勝者の友達と参加するためだよー」

　とだけ美優が伝えると、

「何それ面白そう！　ねえ、私達も参加させてよ！」

「いいね！　みんなでＧＧＯに殴なぐり込みだ！」

「妖よう精せいの力を見せてやろうぜ！」

　そう盛り上がってしまって大おお騒さわぎ。

　さすがにそんな大所帯に、人の生き死にがかかっている複雑な事情や、どうしてそこに香[image: 蓮]が巻き込まれたかなどの情報は開示できません。美優は、仲間達の参加を断るのに苦労しました。







　フカ次郎のコンバートの瞬しゆん間かん、レンはＧＧＯのスタートポイントで待っていました。

　このゲームのスタートポイントは、首都グロッケンの一角です。

　大気組成が狂くるっていつでも赤く見える空の下、天空までそびえるビルと、ピカピカの金属の床ゆかと、ケバケバしいネオンが光り輝かがやく、荘そう厳ごんなんだか乱雑なんだかよく分からない世界。

　一つのＩＤで、別のＶＲゲームに移い籍せきできるのがコンバート・システムですが、この場合、アバターの外見は〝そのゲームだけのもの〟として固定されます。

　かつて、チビアバターを求めて幾いく多たものゲームを渡わたり歩いて、香か[image: 蓮]れんは今のレンを手に入れました。ＡＬＯでは長い髪かみをたなびかせた妖よう精せいの美女だったフカ次じ郎ろうが、果たしてＧＧＯではどんな姿になるのか？

　茶色のローブに身を包んだレンがドキドキワクワクしながら待っていると、光の粒りゆう子しが発生して、それがゆっくりと人の形を作り始めました。

「おおー！」

　新キャラクターがこの世界に生まれていく様を、レンは初めて見ました。粒子はやがて色を持ち形を固定させて、

「お──、お？　おおお！」

　目を輝かせるレンの前で、一人のキャラクターが誕たん生じようしました。

　顔を上げて目を瞬しばたたいたそのキャラクターは、

「よっ！　コヒー！　──じゃなかった、レン！」

　間ま違ちがいなくフカ次じ郎ろうでした。

　ＧＧＯ世界での彼女は、

「どしたの？　私の顔、ヘン？」

　レンにも負けないほど小こ柄がらの──、

「ううん！　可愛かわいいっ！」

　金きん髪ぱつ美少女でした。




「うひーっ！　これが──、わ、た、し？」

　ＧＧＯフカ次郎は、身長はレンよりちょっと高いくらいで、１５０センチあるかないか。マッチョとノッポが闊かつ歩ぽするこの世界では、スケール感が狂くるう体格です。

　髪かみはキラキラと光る美しい金髪で、背中までのストレート。目の色は赤みがかった茶色。顔立ちは整っていますが、あちこちのパーツがシャープで、触ふれたら切れそうです。

　金髪美少女といえば、新体操部のミラナちゃんがそうですが、二人の雰ふん囲い気きはだいぶ違います。

　ミラナちゃんが〝見ると頰ほおが緩ゆるむお人形〟みたいな可愛さだとしたら──、

　フカ次郎は〝見ると警けい戒かい感かんが湧わく悪あく魔まの使い〟のような雰囲気です。〝魔女見習い〟と言ってもいいかもしれません。

「いいねいいねー！　ちょっと胸むねがないのが気になるけどさ！」

　初期装備の戦せん闘とう服ふくの上から自分の胸を両手で揉もんでいるフカ次郎に、

「おおっと！　お姉さん、Ｆ８０００番系だね！　始めたばっかりだから、まだ愛着もないよね？　アカウントごと、そのアバター売ってくれないかな？　結構なお金になっちゃうよ？」

　珍めずらしいアバターの売り買いをしているらしいブローカー男が、中年オヤジ丸出しの顔を突つきつけてきました。

「うーん、どーしよーかなー？　おじさーん、いくらくれるー？」

　援えん助じよ交際のような商談を始めそうなフカ次じ郎ろうを引っ張って、レンはその場から走り出しました。







　寂さびれた酒場の個室に入って、レンとフカ次郎は作戦会議を始めました。

　ＳＪ２で闘たたかうために、そして強敵ピトフーイを倒たおすために、準備しなければいけないことが多すぎます。

　まずは、ＧＧＯにおけるフカ次郎のステータスのチェックです。

　コンバートでは、鍛きたえたキャラクターの強さは、〝相対的に〟引き継つがれます。

　つまり、前のゲームで筋力を重点的に鍛えたキャラクターは、新ゲームでも筋力値が高い新キャラクターとして登場するのです。

　仮にレンが別ゲームにコンバートしたら、やっぱり俊しゆん敏びん性せいの高いキャラクターになるでしょう。たとえ外見が、相撲すもう取とりであっても。

　ＧＧＯでは、またほとんどのＶＲゲームでは、左手の特定の操作で、空中に操作ウィンドウが出ます。基本的には自分しか見ることができないのですが、相手に向けて〝送る〟操作をすることで、見せることができます。

　フカ次郎が出したキャラクターステータス画面を見て、

「なっ──、何……、これ……？」

　レンはぶったまげました。

　筋力、敏びん捷しよう性せい、耐たい久きゆう力りよく（体力）、器用さ、知力、運。

　ＧＧＯのキャラクターが持つこの六つのステータスのうち、レンが勝っているのは敏捷性と器用さだけ。他は、遙はるかにフカ次郎の方が上だったのです。

　特に、筋力値と耐久力が高いです。これなら、かなり重い銃じゆうや大量の装備を持ち歩くことができますし、撃うたれ強いタフな体をしています。

　華きや奢しやに見える少女のカラダなのに、筋力と耐久力は、ひょっとしたらエム並み。まるでサイボーグです。

「まー、こんなもんかねえ」

　長い金きん髪ぱつを顔の前でいじくりながら、フカ次郎はさも当然そうに言いました。まったく驚おどろいていません。

　美み優ゆはどんだけＶＲゲームを遊び込んだのか。何時間、何十時間──、いえ、何百時間をつぎ込んだのか。

　レンは空そら恐おそろしくなりました。同時に、

「頼たよりに！　なるっ！」

　心の声が漏もれました。







　次にやるべきは、ＧＧＯでの武器、装備を調ととのえること。

　フカ次じ郎ろうはＡＬＯから身一つで来ていますので、装備は最初に着ている服だけ。アイテムはゼロ。所持金は──、

「えっと、千クレジット」

「……ばりばり初期金額だね」

　これでは、安い拳けん銃じゆうを一つ買ったらお終しまいです。そんな装備では、

「大だい丈じよう夫ぶだ、問題ない」

「あるよ！」

　とうていＳＪ２を生き残ることなどできません。一番いいのが必要です。

　しかし、レンもそれほどお金があるわけではありません。なにせＰ９０を買い直したばかりですから。貸し与える装備の余よ裕ゆうも、ありません。前に持っていた光学銃や《スコーピオン》サブマシンガンは、売ってしまいましたし。

　すると、とにかくモンスターなどと闘たたかってクレジットを稼かせぐしかないのですが、果たして２週間でなんとかなるかというと、かなり厳しいです。キャラはこんなに強いのに、お金がないのは辛つらいところ。

「すると……、もう、しょうがないか……。貯金から……」

　レンが呟つぶやきました。

　ＧＧＯはリアルマネートレードができますから、現実世界での電子マネーをつぎ込む、という方法。

　しかし、フカ次郎はすぐに反応しました。

「そりゃ悪いよ！　確かにコヒー、じゃなくてレンは、いや、この場合リアルのお金の話をしているからコヒーでいいのか？　仕送りたっぷりの金持ちだけどさ！　それは、今度私が神かん崎ざきエルザのライブで東京に行ったときに銀ぎん座ざで高級寿司すしをシコタマおごってくれるためのお金だったでしょ？」

「そんな約束してない！　まあ、ＳＪ２が上手うまくいったらおごるけど……」

「よっしゃあっ！　聞いたからね！　証人は私！」

「じゃあ、どうする美優──、じゃなかった、フカ次郎──、って呼びにくいね」

「〝フカ〟でいいよみんなそう呼ぶ。それなら、命を救ってくれって言ってきた人に援えん助じよを頼たのむしかないんじゃないかな？」

「う──」

　その発想は、ありませんでした。

　レンは、しばらく悩なやみましたが、

「それしかないか……」

　他に思いつきませんでした。遊び込んでいるエムさんなら、クレジットや余っている装備もあるかもと思い、打診してみることにしました。

　そのためには、一度ログアウトしなければなりません。

　豪ごう志しは、リアルでのメールアドレスを渡わたしていきました。ＧＧＯ内の会話では、またはＧＧＯでのメッセージのやりとりでは、ピトフーイに気付かれる恐おそれがあるからだと。

「じゃ、今日はこの色のない世界を探たん索さくしてるね！　何人にナンパされるか記録にチャレンジだ！」

　カラフルなＡＬＯから来ているのでそう言ったフカ次じ郎ろうを残して、香か[image: 蓮]れんは一度現実世界に戻もどってきました。すぐさま、豪志にメールを送りました。

　これこれこういうわけで、どうか、ＳＪ２の仲間の装備やクレジットの援助をしてはくれませんかと。ただし、リアルマネーまでは出さないでほしいと。

　１分足らずで、答えが返ってきました。

　頼んだのは自分だから、是ぜ非ひとも協力させてほしいと。町のとある場所に、何時までにアイテムボックスを置いておくと。

　もちろん実際には箱があるのではなく、そこに行って触ふれると、データがもらえるだけです。開くためのパスワードも届きました。直接振ふり込まないのは、記録が残ることを避さけてでしょう。

　再びＧＧＯにダイブしたレンは、

「この短時間に四十三人に声をかけられたぜ！　中々だぜ！　しかし女性キャラが本当に少ないねこのゲームは！　逆ハーレム可能だよこれ！」

　美少女過ぎて目立つのでローブを着せたフカ次郎と一いつ緒しよに、指定の場所に行きました。裏路地のゴミ箱の裏で、確かに、エムからの贈おくり物を見つけました。

　フカ次郎が触れてパスワードを打ち込むと、すっからかんだった彼女の財布に、クレジットが入りました。

　それを見たレンは、

「えーっ！」

　そしてフカ次郎も、

「おおうっ！」

　そこに出た数値に、跳とび上がるほど驚おどろきました。

「レン……、これ、間ま違ちがいじゃないよね……？」

「たぶん……」

「あとから、内臓を売れとか、マグロ漁船に乗れとか、言われないよね……？」

「たぶん……」

　莫ばく大だいな援えん助じよ金きんと一いつ緒しよに、エムからのメッセージが一文入っていました。

『ひとまずこれくらいで。また入り用になったら言ってくれ』

　読んだフカ次じ郎ろうが、レンに真しん剣けんそのものの顔を向けて言いました。

「今すぐコイツと結けつ婚こんしたい。メアドを教えろ」







　お金の問題は解決しました。

　次は、フカ次郎の装備です。攻こう撃げきのための武器が、主しゆ軸じくになるメインウェポンが、まず必要です。

「筋力体力あるから、どんなヘビーな武器でも持てるよ？　両手剣けんとか、戦せん斧ぷとかいいね。長いランスも結構好き」

　そんな物はＧＧＯにはないし、よしんばあってもかなり役に立たないでしょう。レンはフカ次郎と一緒に、大型ショッピングモールの武器屋に向かいました。

　果たして、フカ次郎にはどんな銃じゆうを持たせればいいのでしょう？

　レンは考えて、フカ次郎とも相談して、俊しゆん敏びんな自分をサポートしてくれる火力の強い銃を持たせるのがいいとの結論に至りました。

　光学銃──、いわゆるレイガン、ビームガン、ブラスターのたぐいは、《対たい光こう弾だん防ぼう御ぎよフィールド》に威い力りよくを減げん衰すいされるので、対人戦せん闘とうでは実弾銃を使うのがセオリーです。実際、ＢｏＢもＳＪも、ほぼ全員が実弾銃を使います。

　モールの武器屋で、レンはいろいろな実弾銃をフカ次郎に見せました。

　連射による火力で、広い範はん囲いに網あみを張るように攻こう撃げきできる機関銃、攻撃力とサイズのバランスが取れたアサルト・ライフル（自動小銃）あたりを紹しよう介かいしましたが、しかしどれも、

「ピンと来ぬなあ」

　フカ次郎のお眼鏡めがねにはかないません。

「なんか、どれも強そうだけどさ、どれも、全然美しくないね」

　そんなことを言いました。

　いや、美的印象はどうでもいいから！

　そう言おうとして言わなかったのは、もちろんレン自身がＰ９０を外見だけで買ったからです。

　フカ次じ郎ろうの武器選びは難航して、

「困った……」

　レンは頭を抱かかえました。こんなとき、銃じゆう知識の豊富なピトさんかエムさんがいてくれればと思いましたが、それは思っても詮せん無なきこと。

　しょうがないので、

「フカ。別の店に行こう」

「おっけー」

　こうなれば見つかるまで探すまで。二人は大きなモールから、レンがＰ９０を手に入れたような裏路地の店へと移動しました。

　ＧＧＯ世界では、光学銃は人が乗って戻もどってきた移民宇宙船で使われていた武器。実じつ弾だん銃は地球で使われていて、設計図や本物が残っていた武器、とされています。

　中級以上の威い力りよくの武器は、誰だれにも作ることができません。危険な遺い跡せきの探検で、またはそこにいるボスを倒たおして、キャラクターが発はつ掘くつ、発見してくるのです。

　ゲームが進むにつれて新たな武器が実装されていくので〝今度はどんな武器が発見できるのか？〟と、プレイヤー達を盛り上げます。

　裏路地の店は、そういったレアで高威力で高価な武器を扱あつかっている場所でした。

　すると、最初に入った店で、すぐさまフカ次郎が目を輝かがやかせました。

「レン！　これ！　この銃、何？　超かっこいい！　綺き麗れい！　美しい！　ビューティホー！」

「え！　どれ？」

　フカ次郎がそこまで歓かん声せいを上げるのはどんな銃だ？

　かつての自分を見るようで楽しくなって、レンはフカ次郎に駆かけ寄りました。そして、

「これ！」

　棚たなにかかっている、フカ次郎の指差す銃を見たのです。

「なに……、これ……？」

　レンの顔が、引きつりました。

　不細工！

　口に出すのを、レンの友情が押おしとどめました。




　それは、ひどく不格好な代しろ物ものでした。

　全長は70センチほど。長めのサブマシンガンと同じくらい。グリップと引き金、肩かたに当てるストックがついているのだから、銃は銃なのでしょう。色は、ほとんどがデザートタンという土のような茶色。グリップなど、ところどころが、黒。

　それにしても、実に格好の悪い銃でした。

　何よりも醜みにくくしているのは、中央部にある膨ふくらみでした。

　リボルバーのような回転式弾だん倉そうが、肥満中年のお腹なかのようにポッコリと膨ふくらんでいるのです。銃じゆう身しんはやたらに太くて短く、これもまた見た目の悪いこと、この上ありません。

　リボルバーとサブマシンガンを掛かけ合わせて、サイズ調整を失敗してお腹を太らせたような銃。

　レンはそんな印象を持ちました。

「レンも知らない？　でもこれ、いいね！　これに決めたよ！　どんな銃なの？」

「えっと……」

　どんな銃と言われても、なにせ初めて見る銃なので、〝酷ひどく醜みにくい〟以外は分かりません。

　レンは、表示してあるタグを読みます。《ＭＧＬ─１４０》とありました。これが名前でしょう。

　名前を知っても、レンには分かりません。これがどんな弾たまを使うどんな銃なのか。

　そのとき、別の客の接待を終えた店員が、二人の目の前にやって来ました。

　ジーンズにＴシャツ、その上からアメリカ海兵隊の迷めい彩さい柄がらのエプロンを着けた若い男です。

　大きなモールで働いている店員のような、コンピューターが動かしているＮＰＣ（ノンプレイヤー・キャラクター）ではありません。ＧＧＯ内で商売をしてお金を稼かせいでいる、プレイヤーのキャラクターでした。

「お客さん、それは連発式グレネード・ランチャーなんですよ！　僕ぼくも初めて見ました！　つい最近実装されたそうで、どこかの遺い跡せきで発はつ掘くつされて、先日、２丁も店に入ったんです！」

　店員は、商売人らしい快活な口調と爽さわやかな笑顔を送ってきました。

「グレネード・ランチャー。ああ、これがそうか……」

　レンは納得しました。知識は持っていても、現物を見るのは初めてでした。

「ぐれねーど……、何？」

　知識もないフカ次じ郎ろうが聞いてきたので、店員が丁てい寧ねいに答えます。

「グレネードは、日本語だと榴りゆう弾だん。これは〝火薬が詰つまっていて爆ばく発はつする弾〟くらいに思ってくれれば大丈夫です。ハンド・グレネードで手榴弾。それは文字通り、手で投げる爆弾です」

「ふむふむ」

　店員の説明が丁寧なので、そして自分より詳くわしいに違ちがいないので、レンは黙だまっていました。

「グレネード・ランチャーは、グレネードを手で投げるより遠くに撃うち出すための銃なんです。40ミリ直径のグレネードを、火薬の力で最大４００メートルくらいまで飛ばせるんです」

「ほう！　可愛かわいいだけじゃなくて豪ごう快かいな銃なんだね！」

「そうですね！　放物線を描えがいて飛んでいく様は、面白いですよ！　通常は単発──、つまり１発ずつグレネードを込めて、撃ったら撃ち殻がらを抜ぬいてまた込める必要があるんですが、その銃は違う。筒つつを束ねた回転弾倉があるでしょう。そこに６発詰めて、引き金を引くだけで、１秒間に２発まで。つまり６発を３秒で撃てるんです！」

「ほうほう。爆ばく弾だんの雨あめ霰あられだね！」

「ですね！　１発の炸さく裂れつで半径５メートルくらいには破片をぶちまけますから、それが６倍です。間ま違ちがいなく、現時点でＧＧＯ最強のグレネード・ランチャーの一つですよ！」

「いいねいいね！」

「40ミリグレネードにはたくさん種類があってですね、爆発するだけじゃなくて、煙えん幕まくを出す弾たまとか、超高温で焼き尽つくすテルミット焼しよう夷い弾だんとか、空中で光ってパラシュートで下りてくる照明弾とか、いろいろ楽しめますよ！」

「ますますいいね！」

「しかもＧＧＯには、リアルには存在しない《プラズマ・グレネード》がありますから！　そいつを撃うち出して、超ちよう高こう威い力りよくで相手をまとめて吹ふき飛ばす快感といったらもう！」

「ひゃっはー！」

　駅前の路上販はん売ばいのようなノリノリのトークを繰くり広げた末に、

「おにーさん！　これ買う！　売って！」

　フカ次じ郎ろうはぴょんぴょん跳とび上がって叫さけびましたが、店員はちょっとトーンダウン。

「でも、お高いですよ？　値段……、ご覧になりました？」

　そういえばまだ見てない。

　レンがそのプライスタグを見て、

「ぐっ──、はっ！」

　吐と血けつしそうになりました。

　強力な武器のご多分に漏もれず、値段まで破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐんです。決して安くない愛あい銃じゆうＰ９０が、果たして何丁買えるでしょうか？　計算したくありません。

　だが、しかし、今のフカ次郎は──、

「買える買える！」

　誰だれかさんのおかげで超お金持ちです。ウィンドウを操作して、支払い可能な金額を店員に見せつけると同時に、

「２丁買う！　両手に持ってバカスカ撃ちたい！　弾も、あるだけ買う！」

「…………」

　絶句して、信じられないアホを見る目をした店員が、

「ま、まいどありーっ！」

　すぐに満面の笑みで叫びました。そして、

「ああ……、これで、来月も生活できる……」

　どうやら、この人、リアルで結構苦労しているようです。

　もし就職活動に失敗しても、ゲームで生活するのは止やめよう。

　レンは心に刻みました。







　こうして、２丁のＭＧＬ─１４０と大量のグレネードを手に入れたフカ次じ郎ろうは、

「撃うちたい撃ちたい！」

　当然ですがそう言ってきました。図体のでかい銃じゆうなので、ストレージと呼ばれるアイテム格納庫にしまっています。

　ストレージは、いわば透とう明めいなリュックサック。

　中にアイテムを入れてしまえば、手に持つ必要はありません。そのキャラクターの許容重量以上は入れられませんが、フカ次郎は筋力値が高いので、その許容重量もかなりのものです。

「でも、装備品とかの買い物は？」

「そんなのは後でいいっしょ！」

「分かった。わたしも威い力りよくが見たい。したっけ、射しや撃げき練習場に行こっか？」

　レンがそう提案すると、いきなり怒ど鳴なられました。

「なあにを言っとるんだね！　バトルができるフィールドに決まっとろうが！」







　フカ次郎がＧＧＯにやって来てから、１週間が過ぎました。

　エムからの資金、通つう称しよう〝Ｍ資金〟のおかげで、今や装備もバッチリ揃そろっています。もはやコンバートしたばかりの新米の面おも影かげなど、微み塵じんもありません。

　いろいろ悩なやんだ末、最終的にフカ次郎の装備になったのは──、

　上半身は、迷めい彩さいの長なが袖そでコンバットシャツ。《マルチカム》と呼ばれる、米軍が使っている、濃のう淡たんの違ちがう茶色や緑色を合わせた模様です。体の前には、防ぼう弾だんプレートを入れた、スッキリしたシルエットの緑色ベスト。これには、グレネードを入れるポーチがいくつも付いています。両手には、茶色の手て袋ぶくろ。

　下半身は、同じ迷彩の、スカートのような形に見えるショートパンツ。足は黒いタイツで覆おおわれ、足下は茶色のショートブーツ。

　長い金きん髪ぱつをうなじの上で結い上げてお団子にして、かんざしを挿さしていました。そんなアイテムがどこにあったのかとレンが疑問に思ったら、小型ナイフを買って、店で細くなるまで削けずってもらったとのこと。

　そして頭には、やや不似合いなほど大きな、緑色のヘルメット。

　格好だけ見れば、登山女子のような出いで立たちです。さすが、香か[image: 蓮]れんより遙はるかに女子力の高い美み優ゆだけあって、着るものにこだわります。ただし、色は迷彩です。

　武装は、凶きよう悪あく６連発グレネード・ランチャーのＭＧＬ─１４０を２丁、スリングで右と左にたすき掛がけ。色は、このままでいくようです。

　いつの間に購こう入にゆうしたのやら、右みぎ腿ももの位置にプラスチック製ホルスターがあって、収まっているのは《スミス＆ウェッソン　Ｍ＆Ｐ》という９ミリ口径自動拳けん銃じゆう。

　モンスター退治で12発のグレネードでも勝負がつかない場合、これを撃うちまくりながら突とつ撃げきするのだとか。レンが、拳銃射撃の練習はと訊たずねると、

「近づけばなんとかなる！」

　そんな力強いお言葉をもらいました。

　背中には、緑色のバックパック。中身は、グレネードがたっぷりです。

　ストレージの中にも、彼女のステータスが許す重量制限ぎりぎりまで、予備グレネードが保管されています。その数、実に１００発以上。

「銃を撃うつのも楽しいね！　レン！　さあ行こうぜ！」

　買ったその日からフィールドに出て、強敵を求めて戦いまくったフカ次じ郎ろうは、もうすっかりＧＧＯの子でした。

　ピトフーイを倒たおさねばならぬというプレッシャーと闘たたかっているレンですが、フカ次郎はそんなの忘れたかのように浮うかれまくっています。

　とはいえ、彼女が強くなってくれるのは、レンにとっては頼たのもしいことこの上ありません。自分を鍛きたえ上げる目的も兼かねて、レンはフカ次郎と戦い続けました。

　赤い空の下、フカ次郎はあちこちに目を光らせ、闊かつ歩ぽするモンスターを素早く見つけると、

「ヒャッハー！　汚お物ぶつは消毒だーっ！」

[image: ]

　ポンポンポンと、高価なグレネードを容よう赦しやなく発はつ砲ぽうするのです。

　撃うち出された40ミリグレネードは放物線を描えがいて、斜ななめ上から着ちやく弾だん。そして信管が作動して炸さく裂れつします。

　大型モンスターでも、体に直ちよく撃げきを食らったら跡あと形かたもなく消し飛びますし、近くでも破片によって大ダメージ。動けなくなっている場所に、レンが人間離ばなれした速度で近づいていってＰ９０でトドメ。

　弾たまを使うまでもなければ、手に入れたナイフを腰こしの後ろから抜ぬいて、ぐさり。

　元々気が合う長年の親友同士。二人のコンビネーションは、まさに阿あ吽うんの呼吸でした。







「《バレット・サークル》って、楽でいいね！」

　フカ次じ郎ろうは、ＧＧＯならではのシステム・アシストも、すぐにマスターしました。

　バレット・サークル、日本語にすれば《着弾予測円》は、撃つキャラクターにだけ見える、緑色の円です。

　銃じゆうを構えて引き金に指を触ふれると、コンマ何秒か遅おくれて、円が射手の視界に現れます。

　この円の大きさは、銃や弾たまの種類や性能、命中推定目標までの距きよ離り、キャラクターの持つ能力などで変わります。そして、プレイヤーの心しん拍ぱくに合わせて小さくなったり大きくなったりします。

　撃つと弾はこの円のどこかにランダムで命中しますから、一番小さいタイミングで撃つのが鉄則。当然ですが、緊きん張ちようで心拍が跳はね上がっていると、そのタイミングを摑つかむのがひどく難しくなります。

　レンのＰ９０のように、または普ふ通つうの銃のように、基本的に目標に向けてほぼ真まっ直すぐ狙ねらいをつける銃は、ほぼ真っ直ぐ先にサークルが出ます。

　では、超至近距離以外はボールを投げるように、大きな放物線で攻こう撃げきするグレネード・ランチャーのバレット・サークルは、一体どうなるのか？

　レンが疑問に思うと、

「論より証しよう拠こ。百聞は一見にしかず。馬の耳に念仏」

　フカ次郎が、そう言って１発撃てとばかりに、レンに愛銃を差し出しました。

「重い……」

　レンには、まるで鉛なまりの塊かたまりのように感じるＭＧＬ─１４０です。片手で持って撃つなど到とう底てい不可能。

　実銃データによると銃だけで６キログラム近くあって、そこに３００グラム以上はあるグレネードが６発入るわけですから、射撃時は８キログラム以上。

　弾たまを込めても３キログラムしかないＰ９０とは、まるで違ちがいます。

　これを２丁提さげて動き回れるフカ次じ郎ろうの強さを、レンは思い知りました。

「じゃあ、１発だけ」

　バレルの下についているグリップを握にぎって、肩かたではなく腰こしで保持して、レンはＭＧＬ─１４０の引き金に指を触ふれてみます。

　すると、２００メートルほど離はなれた荒こう野やの地面に、緑のサークルが、斜ななめ四十五度くらいに傾かたむいて、くっきりと浮うかび上がりました。銃じゆう口こうの向きを少し上に上げてみると、より遠くへとサークルが移動。

　引き金を絞しぼりきると、ぽん！　という可愛かわいらしい音と、本体が重いせいか思ったより強くない反動と共に黒い塊かたまりが飛び出していき、同時に回転弾だん倉そうが１発分右に回りました。

　発はつ砲ぽうから３秒ちょっとくらいで、そのサークルのあった場所でグレネードが炸さく裂れつしました。土つち煙けむりが大きく舞まい上がって、爆ばく発はつ音おんが、ワンテンポ遅おくれて聞こえてきました。

　フカ次郎にＭＧＬ─１４０を返しながら、

「なるほど……」

　これは確かに、狙ねらうのが楽です。あの店員が、

「リアルのＭＧＬ─１４０には、角度の変えられるストックを肩付けしてしっかり狙ねらえるように光学照準器がついているんですけどね、バレット・サークルがあるＧＧＯではかえって邪じや魔まですから要らないですよ」

　そう言っていたのも、よく分かりました。現にフカ次郎のＭＧＬ─１４０には、光学照準器はついていません。

　バレット・サークルについては分かりました。

「ラインの方はどうなるの？」

　レンは疑問をぶつけました。ＧＧＯには、バレット・サークルに対応して、《バレット・ライン》というシステムがあります。

　こちらは防ぼう御ぎよ側のアシストで、狙われているキャラクター達に見える、〝今からここに弾たまが飛んできますよ〟という現実にはあり得ない赤い線。

　ただし例外として、〝射手の位置が分かっていない狙そ撃げきの初弾〟では発生しません。

　ＧＧＯのプレイヤー達はこれを見ることで、リアルではほとんど不可能な〝飛んでくる銃弾を避よける〟という行動ができるのです。

　グレネード・ランチャーのバレット・ラインをこの目で確かめるため、レンは２００メートルほど離れて、フカ次郎に狙ってもらいました。

「あ、なるほど」

　予想通り、それは大きく放物線を描えがいていました。遠くの斜め上から、ラインが山なりに降ってくるイメージ。

　フカ次じ郎ろうに買ってもらった、電話のように会話ができる通信アイテムで、

「うん、分かったよー。想像通りだった」

　そう伝えたレンですが、

「じゃあ、ちょっと避よける練習してみてね。３発撃うつよ」

　そんなことを突とつ然ぜん言われて、直後にポンポンポン、という発はつ砲ぽう音おんを聞いてもう吃驚びつくり。

「うひゃああああ！」

　慌あわてて猛もうダッシュして逃にげて、背中で三連続で爆ばく発はつ音おんを聞きました。足下が揺ゆれるのを感じました。爆風が、背中から吹ふき付けてきました。

　振ふり向くと、さっきまでいた場所の大地が、その岩場が、ごっそりと欠けています。恐おそろしい威い力りよくです。

「あっぶない……」

　グレネードは放物線を描えがいて飛んでくるので、発砲してから着ちやく弾だんまでは数秒あります。そういう意味では通常の銃弾よりずっと避けやすいのですが──、なにせ炸さく裂れつして金属片をまき散らすグレネード、数センチから数十センチ避ければもう当たらない弾とは、わけが違ちがいます。

　容よう赦しやなくぶっ放したフカ次郎が、

「うんうん。足速いね。見事だね」

「〝見事〟じゃない！　怖こわいよ！」

「なあに、ＳＪ２はもっと怖いんでしょ？」

「…………。確かに」

　脇わきに戻もどってきたレンに、

「いやあ、強力で楽しい武器だねえ！　買ってよかったよ！　売っていてよかったよ！」

　フカ次郎は、実にご満まん悦えつ。

　しかし、こう言い足します。

「でもこれ、ピーキーすぎるね。これだけじゃ戦えないね」

　さすがは筋金入りのＶＲゲーマー。レンが思ったことを、言う前に分かってくれました。

　連発式グレネード・ランチャーは、確かに強力な打だ撃げき力りよくを持っています。しかし、同時に欠点も多い武器なのです。

　レア武器であり、値段が高い、というのがまず一つ。おいそれと買えません。

　重量が重く、要求筋力値が高い、というのも一つ。鍛きたえたキャラしか扱あつかえませんし、これを持つと他の武器は簡単には持てなくなります。フカ次郎のようなマッチョは例外なのです。

　そして何より、〝６発撃ったら再さい装そう塡てんに時間がかかる〟という大きな欠点があります。

　ＭＧＬ─１４０の再装塡は、ロックを外して銃を捻ひねって、回転弾だん倉そうを露ろ出しゆつさせて行います。

　撃ち殻がらを落として、回転弾倉を手でぐるりと回してバネをチャージ、最後に新しいグレネードを入れて銃を戻す。このプロセスに、どんなに急いでもフカ次郎は10秒近くかかります。

　一人で闘たたかっていたら、こんな隙すきに蜂はちの巣にされるのは自明の理。

「これは、サポート任務に当たれるパーティー・プレイでのみ輝かがやく銃じゆうだね！　詠えい唱しようが長い高こう威い力りよくの攻こう撃げき魔ま法ほうみたいなもんか」

「ＡＬＯの魔法はよく分からないけど……、そうかも」

「これで空が飛べたら、もっと楽なんだけどなあ……」

　ＡＬＯではみんな空を飛べるので、フカ次じ郎ろうがしみじみと言って、

「これ、妖よう精せいさんや。ここは人間の世界なのじゃよ」

　レンが、老人のような口調で返しました。

「ま、しゃーないか！　うっし、じゃあ、私が後こう衛えいで火を噴ふくから、前ぜん衛えいのアタッカーは、レンに任せた！」

「分かった！　フカが強くなってくれて、心強いよ！　あと、せっかくだから一つ試してみたい戦法があるんだけど──」

「おっ、なに？」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　春休みの香か[image: 蓮]れんと美み優ゆは、ＧＧＯにダイブし続けました。

　４月４日のＳＪ２までに、できるだけ自分を、そして自分のチームを鍛きたえ上げなければなりません。幸いにも、大学生の春休みはずっとフリータイム。

　それでも、香[image: 蓮]は１日に合計６時間くらいが限界でした。

　それ以上だと、どうしても精神的にひどく疲つかれてしまうのです。今まで、そんなに長い時間遊んだことはありませんでした。おかげで夜眠ねむれなくなったり、ときに頭痛がしたり。

　アミュスフィアには、ＳＡＯ事件のナーヴギアを想像させないように、そして恐おそろしい事件を絶対に繰くり返さないように、過か剰じようなまでの安全装置が内蔵されています。

　感覚を常にモニターして、体の調子が悪くなると強制シャットダウン機能が働いて、プレイヤーは現実世界に戻もどされるのです。

　大会中にそんなことになったらたまらないので、香[image: 蓮]は体調管理にも気を遣つかいました。

　ＳＪ２にて、ピトフーイを倒たおす。これは、ゲームであっても、遊びではないのです。二人の人間の、命がかかっているのです。

　それでも、時間と体調が許す限りＧＧＯ世界にいた香[image: 蓮]ですが、おかげで上の階に住む姉からは、

「いつ電話してもなかなか出ないけど、どうしたの？　部屋には、いるんでしょ？　そんなに集中して本を読んでいるの？　ひょっとして……、香[image: 蓮]、あなた友達ができなくて鬱うつにでもなってるの？　急に髪かみを切ったりして、何かあったの？　悩なやみがあるのなら、お父さん達には内ない緒しよで、相談に乗るけど？」

　などと言われる始末。ごまかすのにとても苦労しました。

　一方の美み優ゆは、実に対照的でした。

　さすがは、どうしようもないネトゲ廃はい人じん──、いえ、筋金入りのＶＲＭＭＯゲーマー。

　レンがＧＧＯにダイブして、フカ次じ郎ろうがその世界にいないときがありません。レンがグロッケンに降り立つと、スコードロンの仲間ですので、その告知がフカ次郎に飛びます。そして、すぐにどこそこで会おうと、彼女からメッセージが来ます。

　そして合流したフカ次郎が、白い歯を見せながら親指を立てるのです。

「よっしゃ！　狩かりに行こうぜ！　または誰だれかを殺しに！」







　そして向かったフィールドは、本来はフカ次郎のような初心者が来るような難なん易い度どではありませんが、レンの見立て通り、まったく心配ありませんでした。

　フカ次郎は無茶はせず、突とつ撃げき担当のレンの役割を完かん璧ぺきに理解し、モンスターの攻こう撃げきパターンを素早く見切り、強力なグレネードで遠方からサポートしてくれます。

　これは、負けてられない！

　レンの闘とう争そう心しんに火がついて、より自分を鍛きたえるために、今まで以上に、リスクを承しよう知ちで大だい胆たんな突とつ撃げきを重ねました。

　今まで挑ちよう戦せんしたこともない動きを試し、結果頭から落ちても気にしません。とにかく動いて動いて撃うってマガジンを交こう換かんしてまた撃つ練習。

　速度こそ我が楯たて！　突撃こそ我が防ぼう御ぎよ！

　止まるな！　止まると死ぬぞ！　撃ちまくれ！

　二代目ピーちゃんが、レンの闘志を代弁するかのように、快調な射撃音を響ひびかせていきました。

　レンの目的はただ一つ。ピトフーイを倒たおす。

　彼女を殺して──、

　そして救う。







　レンとフカ次郎が、少年漫まん画がの主人公のような修行に明け暮れる中で、

「もう一回やるよ！　ローザはもっと長めに射撃して、相手をその場にがっちりと抑おさえて！　アンナは、弾だん薬やく交換をなるべく早くね！　狙そ撃げきの腕うではバッチリだから、自信を持って！　私とターニャは、突撃タイミングをもっと合わせられるようにする！　撃つときは、バレット・サークルに頼たより切るな！　サークル表示までの時間が惜おしい！　狙ねらえたと思ったら撃て！　私達ならできる！」

　同じように、己おのれを鍛きたえる努力を惜おしまないプレイヤー達がいました。

　咲さき、いえ、ボスことエヴァが率いる、新体操部チームです。高校の学年末テストも無事に終わり、授業も午前中だけという日も増えました。

　彼女たちは、毎日最低２時間、たいていはそれ以上ダイブしています。

　もちろん部活動があるのですが、〝皆みなの一体感を高めるために必要なので〟という建前で、ゲームの世界へ。

　ＧＧＯでは弾だん薬やくは配給されず、全すべて自分で拾うか買うかしなければなりません。経験値やアイテム、クレジットの見返りがあるモンスター狩がりならさておき、単なる射しや撃げき練習では、やればやるほどお金が減ることに。しかし、彼女たちはお構いなしで、実弾射撃特訓を続けます。

　経験値やスキルを上げることで〝キャラクターの性能〟を上げることも重要ですが、プレイヤーの、つまり本人の能力──、とっさの判断や反応の速度を上げることも絶対に必要だと、スポーツをやりこんできた彼女達はよく分かっているのです。

　スナイパーのアンナとトーマは数百メートル先、遙はるか彼方かなたの的を睨にらみ、そいつを撃うち倒たおす、そしてその距きよ離りを増やす訓練を重ねます。

　そして、突とつ然ぜん現れた近くの敵を素早く倒す訓練も。

　スナイパーの役目は、必ずしも長距離の敵を倒すことだけではありません。中近距離であっても、他の兵士ができない一いち撃げき必ひつ殺さつの急所攻こう撃げきも大切な仕事。

　対照的に、サブマシンガンのビゾンを持つターニャは、レンと同じく敏びん捷しよう性せいを生かした戦い方を磨みがきます。迷路のような障害物だらけのフィールドで、ひたすらに速く走り、見かけた敵を一いつ瞬しゆんでも早く撃つ練習を、失敗して激突するのを厭いとわずに繰くり返しました。

　それらが終わると、さらに過激な練習です。

　広いフィールドで、ターニャの後ろに２メートルほどのヒモをつけて、鯉こいのぼりのような〝吹ふき流し〟を引っ張って走らせました。

　離はなれた場所から、仲間達が、その吹き流しへと射撃をします。レンのような、高速で移動できるキャラクターへ、命中弾を送り込むための練習です。もちろんターニャに当たれば、容よう赦しやのない大ダメージです。集中力が要求されます。

　ボスとターニャは、《ストリージ》９ミリ拳けん銃じゆうで別の練習を。

　まず、残りの仲間四人に木製の的、ちょうど人の頭と同じくらいのものを持たせて立たせます。

「レディ──、撃て！」

　そしてヴィントレスやビゾンを構えた体勢から、それを放り投げて素早い抜ぬき撃ちです。これは、メインウェポンの故障や弾たま切ぎれを想定した訓練。もし狙ねらいを外せば、仲間の顔面を９ミリ弾が襲おそいます。




　荒こう野やで行われている荒あら行ぎようを偶ぐう然ぜん見かけた別のプレイヤー達は、その様子を遠くから双そう眼がん鏡きようでしばし覗のぞいたあと、

「なんか怖こわそうな女達だな……。こっちには気付いていないようだけど、目をつけられたら嫌いやだから、関わるのはよそう」

「了解。せっかくの狩かりの帰りに、こっちが怪け我がしたらたまらない」

「しっかしゴツい女達だな……。中身もきっと、オンラインゲーム歴30年のおばさんとかなんだろうな……」

　襲しゆう撃げきのチャンスを、謹つつしんで辞退しました。




　現実時間とリンクしているＧＧＯ世界にも、日が沈しずもうとしています。

　体を張った訓練の後、リアルに戻もどる時間になって、

「みんな、話がある。重要な話だ」

　ボスが言いました。

　別に命じられていないのに横一列で並び、直立不動で話を聞く五人の仲間達へ、

「私達は、だいぶ強くなった。ＳＪ２でも、実力を存分に発はつ揮きすれば、十分に優勝を狙ねらえると思う。でも──」

　そう告げるボスの顔つきが、一段と鋭するどくなりました。それでなくても、ひどく迫はく力りよくのある顔なのに。子供が見たら、すぐに泣なき出しそうです。

「強敵がいる。前回レンと組んで闘たたかった、エムという大男だ。確定ではないが、ほぼ間ま違ちがいなく出てくる。恐おそろしいほどの名スナイパーであり、なおかつ、映像で見た通り、強力な楯たてがある」

　全員が、しっかりと頷うなずきました。

　エムの楯。

　それは、宇宙船の外がい壁へき板ばんで作られた、広げると扇おうぎ状じようになる防ぼう循じゆんです。至近距きよ離りから７．６２ミリ弾だんを、つまり自分達の持っている最大威い力りよくの弾丸を弾はじく脅きよう威いのシールド。

　開けた場所であれを使われて、なおかつエムの持つＭえむ１じゆう４よん・ＥいーＢびーＲあーるの狙そ撃げき連射を食らえば、仲間の全ぜん滅めつもあり得ます。

　なぜならエムは、〝位置が分かっているのに、バレット・ラインを表示させずに狙撃することができる〟というハイテクニックを持っているから。

　これは別にズルをしているわけではなく、ただ単に彼が、引き金に発はつ砲ぽうぎりぎりまで指を触ふれずに撃うっているだけ。当然システム・アシストであるバレット・サークルも発生しませんので、スコープの中でどこを狙ねらうか、射手が自みずから判断して撃たなければなりません。

　狙撃において、距離が遠ければその分弾丸は下に落ちて、風が吹ふけばその分流されます。移動目標に当てる場合は、その移動分の先読みが必要になります。

　狙そ撃げきとは、精せい密みつな計算と経験が必要な技であり、バレット・サークルなしでは、誰だれにでも簡単にできることではないのです。

　しかし、エムはやってきます。海外での実じつ弾だん射撃の経験と、やりこんだＧＧＯの実力で。

　優勝するためには、避よける余よ裕ゆうもない狙撃を鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよの中から放ってくる相手を、なんとしても倒たおさねばなりません。Ｍ１４・ＥＢＲの有効射程は、８００メートルほど。これは、グレネード・ランチャーをもってしても、届かない距きよ離りです。

「あの楯たてを、正面からぶち破る方法が必要だ！　より強力な武器だ！　だから──」

　だから？

　仲間達が固唾かたずを飲んで見守る中、ボスは高らかに宣言しました。

「明日、それを取りに行く！」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　２０２６年の３月という時が、粛しゆく々しゆくと過ぎていきました。

　そうして締しめ切りが迫せまるにつれて、ＳＪ２の参加表明チームもまた、ポツポツと増えていきました。リストの三十の枠わくをはみ出せば、前日の予選開かい催さいが決まります。

　そのリストには、トップの位置に二つの名前がありました。

《ＳＨＩＮＣ》──前回準優勝の、咲さき率いる新体操部チームです。

《ＭＭＴＭ》──前回三位に入った、ドクロエンブレムの男達のチームです。

　この二つだけは、チーム名の表示色が違ちがっていました。他がみな白なのに、彼かれ等らだけは金色です。誰だれにでも分かるように、シード枠わくを示していました。

　そして、３月25日の水曜日。12時頃ごろのこと。

　ぴったり三十でリストが埋うまっていたところに、新しいチーム名が一つ加わりました。

　通常なら三十一番目に加わるはずの《ＬＦ》という名前は──、

　金色に鮮あざやかに光って、一番上に表示されました。







　その４分後、東京のどこかで、電話が鳴りました。

『何？　豪ごう志し君。もうすぐ向こうの社長さんと打ち合わせ。手短に』

『では、用件だけ伝えます。例のチーム、エントリーしました。ついさっき、です』

『…………』

『社長？』

『報告ありがとう。楽しみね』

『はい。でも──』

『分かってるって。ちゃんと４月４日以降の仕事も入れてるわよ。じゃあね』







　その40分後、ＧＧＯ世界で、狭せまくて暗い谷間の道で、五人の男達がウィンドウ画面を見ながら喋しやべりました。

「おいこれ見ろよ！　来た来た来やがった！　あのピンクのチビ！」

「どれ？　──おお、ホントだ……。俺おれ達の銃じゆう弾だんを全すべて避よけたアイツか！」

「とうとう来たか。後ろから僕ぼく等らを殺してくれた凄すご腕うで連中は、まだエントリーしてないようだけど」

「出ないのかもな。映像を見ると、本職ぽかったぜ？　動きやハンドサインからして、空くう自じの〝基地警備隊〟だって噂うわさもある。遊びで出て、上司に怒おこられたとか？」

「どっちだっていい！　誰だれだっていい！　見つけた敵は全て、俺達《全日本マシンガンラバーズ》が、倒たおす！」

　おう！　と気合いを入れた機関銃持ちの五人は──、

　それから３秒後、盛り上がっている間に忍しのび寄ってきた豹ひようのようなモンスターにボコボコにされました。







　その１時間後、

「ボスっ！　香か[image: 蓮]れんさん──、じゃなくてレンがエントリーしてるっ！」

「なんだってえっ！」

　ＧＧＯの、とあるダンジョンの入り口で、とある六人パーティーが驚きよう愕がくしました。

「ほんと、だ……。こりゃあ……、ますます楽しみになってきたね！」

「香[image: 蓮]さん、どんな心変わりがあったんだろう……？」

「さあね！　それは聞かないのが、戦士の粋いきってもんよ！　今後一切リアルでも、連れん絡らくは取り合わないようにするよ！　決着がつくまでは──、敵だからね！」

「りょうかーい」

「終わってから、お菓か子しをごちそうになりながら、お話を聞きましょう」

「マシュマロ食べたい。北海道のお菓子も食べたい」

「紅こう茶ちやも美味おいしかった！　あの茶葉、すっごく高いよたぶん！」

「ようしお嬢じようさん方！　お喋りはそこまでだ！　さあ、今日も挑ちよう戦せんするよ！　昨日より先に進むよ！　我に続け！」

　ボスの言葉に、

「ウラアァ！」

　雄叫おたけびを上げた五人が、地下へ続くトンネルへ進んでいきました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　４月１日、正午。

　第二回スクワッド・ジャムのエントリーが締しめ切られました。

　参加表明チーム数は、締め切り直前にぐっと増えて四十九。内三つがシード枠わくです。

　これには、28日というぎりぎりになってようやく発表された優勝賞品も影えい響きようしました。思いの外ほか、豪ごう華かだったからです。

　優勝チームには、アサルト・ライフル20丁の詰つめ合わせセット。準優勝は、サブマシンガン10丁セット。三位には、拳けん銃じゆうの10丁セット。全すべてに、数百発の弾だん丸がんと予備弾だん倉そうが数個つきます。

　これらは、使ってもいいですし、売ったとしても、かなりの儲もうけになります。今回のスポンサー、例の作家と違ちがってかなりのお金持ちのようです。

　なにせ前回の優勝賞品は、《スポンサーの作家の著作二十冊セットサイン入り》という、実に〝しょっぱい〟ものでしたから。

　ＢｏＢのように、〝カタログが送られてきて選ぶ〟などという洒落しやれたことは一切なく、まずは住所を教えろとメッセージが来て、仕方なく答えた香か[image: 蓮]れんの部屋には、重い段ボール箱が届きました。

『優勝おめでとう！　素晴らしい闘たたかいっぷりでした！』──、なんて書かれたメッセージカードと共に、多分読むことはないだろうガンアクション小説が二十冊入っていて、

「どーしよう。これ……」

　香[image: 蓮]は途と方ほうに暮れたものです。

　古本屋に売るのも悪いので、結局そのままにしていますが。




　がっかり賞品ではなくなったＳＪ２ですが──、

　シード以外の四十六チームの内、本戦に出場できるのは当然二十七チームだけです。

　よって、大会前日、４月３日の20時に予選が行われます。そのルールが、メッセージで送られました。

　予選は、ランダムで選び出したチーム同士の対決です。

　一勝負だけであり、制限時間は20分。この時間に仕事などでダイブできないメンバーがいることも考えられるので、登録メンバーの内、最低二人いれば参加は可能です。

　会場は、すぐに敵と接せつ触しよくできるよう、そして逃にげ回ることができないように、１キロ×３００メートルの長方形の平へい坦たんな土地に、いくつものバリケードを点在させた特設フィールド。全バトルが同じ条件で、一いつ斉せいに行われます。

　チーム数が何人であろうと、一いつ瞬しゆんでも早く相手を全ぜん滅めつさせれば、もちろん勝ちです。

　時間切れの場合は、死者数が少ない方が勝ち。

　それも同じなら、食らったダメージの少ない方が勝ち。

　それすら同じなら（例えば、誰だれもダメージを食らわなかった場合）、放った銃じゆう弾だんが少ない方が勝ち。

　それすらも同じなら（例えば、両方とも１発も撃うたずに勝負から逃にげた場合）、運営がコインを投げて決めます。

　勝った方は当然、本戦に出場が決定です。二十三チームはこれで決まりますが、四チーム分の敗者復活枠わくがあります。

　これは、死者数が少ない順。同じなら、より長い時間生き残った順。また、ダメージ、発はつ砲ぽう数と続きます。ちなみに、コイントスで負けたチームの敗者復活はありません。

　この予選の様子は、一切中ちゆう継けいされません。よって、敵となるのがどんなチームか、敗者復活組以外は、本戦でぶつかるまでは分からないのです。




　そんなエントリー表とルールブックを見ながら、

「まあ、私達は楽だあね」

「シード枠は、本当に助かる。二人だけなのは、ＳＪ中は有利に働くこともあるんだけど、予選のバトルでは超不利だから」

　フカ次じ郎ろうとレンが、ＧＧＯ内のレストランの個室で密みつ談だんしていました。

　泣ないても笑ってもＳＪ２は３日後。二人はルールの再確認のため、今までのフィールドではなく、安全なレストランの、それも他人の目や耳が届かない個室を選んで入っているのです。

　北海道にいる美み優ゆと普ふ通つうにテレビ電話で話してもよかったのですが、そこは雰ふん囲い気きを盛り上げるために。

「ルールは、読んだ？」

「一応ね。でも、再確認がしたいんでしょ？　レン」

　若じやつ干かんすちゃらかなところがある美優ですので、念には念を入れたかったレンです。大きく頷うなずくと、

「慎しん重ちようなのはいいことだ」

　そうフカ次郎は返して、左手のウィンドウ操作で飲み物を注文しました。ＧＧＯでは必ずこれを飲む、自分用のレモンスカッシュと、レンの好みのアイスティーです。

　すぐにテーブル中央の穴から、跳とび上がるように出てきました。ついでに、酒のつまみとして提供されている揚あげ菓が子しとビーフ・ジャーキーも。レンの顔がほころびました。

「相変わらず、つまみが好きだねえ、レン。たーんと食え」

「まーねー。頂きます、ありがとー！　さて──」

　おやつとストローを時折咥くわえながら、二人はルールの再確認です。

　大まかなことは、前回と一いつ緒しよです。

　最大六人の三十チームが、一辺10キロの正方形をした特設フィールドでバトルロイヤル。別チームは全すべて敵ですが、もちろん共きよう闘とうしても構いません。

「フィールドの様子は、飛ばされてみないと分からないんだよね？」

　フカ次じ郎ろうの質問に、レンは頷うなずきました。

　特設フィールドの地形は、不自然なほどバラエティに富んでいることでしょう。

　せせこましい町があり、鬱うつ蒼そうとした森があり、開けた荒こう野やがあるのでしょう。しかも、スタート地点も完全にランダムですから、どんな場所でも戦える準備が必要です。

「私は地味だけど、レンはピンクっしょ？　荒野とか砂さ漠ばく以外は、超目立つよね？」

「うん。だから、迷めい彩さいポンチョを用意した。それも、ＳＪの戦訓」

　前回、不利な森からスタートさせられて、レンはエムに借りた迷彩ポンチョで身を隠かくしました。あれがなかったら、マシンガンチームにスキャン前に見つかっていたかもしれません。

　レンは、同じように緑の迷彩ポンチョを、そして雪原も想定して、白一色のポンチョも用意しました。こちらは、フカ次郎の分もあります。

「おお、準備がいいね！　助かるわー」

　ゲームスタート時は、各チームは最低１キロ以上離はなれています。そこから移動し、敵を見つけ、攻こう撃げきします。

　ただし、ずっと隠れているチームを出さないために《サテライト・スキャン》が行われます。人工衛星からの探査という触ふれ込みで、10分おきに居場所を教えるシステム。

「《サテライト・スキャン端たん末まつ》ってアイテムが、開始直前にもらえるから。これで地図を、スマホみたいに画面に出したり、空中に立体映像で出したりできるんだよ」

　スキャン中は、ここにチームリーダーの位置が表示されます。生きている場合は眩まぶしく白で。チーム全ぜん滅めつの場合は、濃こい灰色で。

　説明を聞いたフカ次郎は、

「なるほど。同じ場所に隠れていられるのは最大10分か。そして、チームリーダーしか表示しないから、前回のレン達みたいに、相手を呼び寄せる囮おとりに使うこともできる、と。まあ、六人しかいないパーティーで戦力を分けるのは、あまり賢かしこい方法ではないけどね。チームリーダーは、やられたら繰くり下がるんだよね。最初はレンでいいんだよね？」

　レンは頷きました。そして、

「ここからが、ＳＪ２でのルール変へん更こうなんだけど──」

　そう前置きしてから、ルールブックの一部をウィンドウ画面に出して拡大しました。

『第一回大会ではマップにチーム名を一切表示しなかったが、第二回大会では点に指を触れると、チーム名が表示されることとする』

　今回から、ＢｏＢと同じシステムになりました。

「つまり、どのチームがどこにいるか、開始10分から知れるってことね」

　フカ次じ郎ろうの声に、レンは人差し指をぴん、と立てました。

「そう！　そして、この変へん更こうはとっても助かる！　おかげで、どこにピトさん達がいるか分かるの！《ＰＭ４》ってチーム名だから、覚えておいて！」

　レンは、豪ごう志しからこっそりメールで送られてきたピトフーイチームの名前を、フカ次郎に伝えました。

　これこそ、ＳＪ２で真っ先に襲しゆう撃げきすべき相手。

　真面目まじめに参加している他のチームの皆みなさんには申し訳ありませんが、彼かれ等らは全すべて無視で構いません。むしろ、できるだけ戦せん闘とうを避さけるため、見つからないように逃にげ回らねばなりません。

「ＰＭ４ね。がってん。〝ピトフーイとエムの死〟か。凄すごい名前だね」

「わたしも、気付いたときには啞あ然ぜんとした……」

「ま、ひょっとしたら〝午後４時〟かもねー。ちょっと遅おそいおやつタイム」

「だったらいいのに……。あとは、ＳＨＩＮＣっていうのが、前回のラストに闘たたかった附ふ属ぞく高新体操部の子達。かなり強いから、かち合わないようにする。全力で逃げる。『次があったら勝負する』って言っちゃったけど、今回ばかりはね。もちろん、ピトさんを倒たおした後であれば、彼女達とだけは、本気で闘うけど」

「えー、彼女達だけと言わず、残った全チームをぶっ殺そうよ？　二大会連続の優勝を狙ねらおうぜ？」

「あはは、頼たのもしい。ＭＭＴＭってチームも強いから、要注意ね。あとは、前回も出ていたチーム名がちらほらあるけど……、中ちゆう継けい映像にも名前は出なかったから、鉢はち合あわせるまで武器も実力も分からない。だから……、全て警けい戒かい」

　そこまで言って、レンの表情が曇くもりました。

　ふう、とため息を吐ついたレンに、

「どったの？　トイレ行きたくなった？　一人で行ける？　ついてこか？」

「違ちがうよ！」

　ＶＲ世界では、排はい泄せつの必要は一切ありません。もちろんフカ次郎も分かって聞いたことが分かっています。

「いや、本当に、わたしにピトさんを倒せるのかな？　って……。もし、失敗したら、人が死んじゃうんだよ……？」

　今にも泣なきそうな顔のレンに、金きん髪ぱつの魔ま女じよ見習いはニタリと笑顔を見せました。

「そんなん、今ここで悩なやんでも仕方がないぜ？　当日ダメだったら悩め当日に。どうやら、酒が足りないようだな？」

　フカ次じ郎ろうが左手を動かし、すぐにテーブルの中央に跳とび上がってきたのは、アイスティーのおかわり。

「ほら飲め。おごりだ」

「ありがとう……。ねえ、フカ。いいえ、美み優ゆ。本当にありがとう」

「どした？　そんなにアイスティーが嬉うれしい？」

「そうじゃなくて！　今まで、わたしにつきあってくれて、あれほど楽しんでいたＡＬＯを休んでまでしてＧＧＯに来てくれて、ＳＪ２に参加してくれて、ありがとう」

　深々と頭を下げたレンに、

「おいおい。女の友情に言葉は要らねえよ？　こっぱずかしいっしょ」

　フカ次郎はぶっきらぼうに言いました。そして、

「なあに、この借りは、返してもらうよ」

「分かった！　できることならなんでもする！」

「じゃあ、神かん崎ざきエルザのライブの、それも一番いい特等席に連れて行ってくれることで返してもらおっかなあ」

「うっ！　それが一番難しいかも……」
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　第五章　「大会開始」







　２０２６年４月４日。土曜日。

　ちょうど12時を迎むかえる頃ころから、日本中のあちこちで、ＧＧＯの日本サーバーにダイブする人が増えていきました。







　よく晴れて、暖かい空気に包まれた東京の、とあるタワーマンションの一室では、

「準備……、よし！」

　澄すんだ空の光を遮しや蔽へいするために部屋のカーテンを閉め、ペールイエローのパジャマに着き替がえて、エアコンと加か湿しつ器きを調整し、

「さあ──、勝負だ！　そして──、わたしは、あの人を、救う！」

　アミュスフィアを丁てい寧ねいに被かぶった小こ比ひ類るい巻まき香か[image: 蓮]れんが、ベッドに横たわりました。




　雪が舞まう北海道の、とある一いつ軒けん家やのダイニングでは、

「おおっと、もうこんな時間かー。いかんいかん」

　インスタント焼きそばをズルズルと食べていた美み優ゆが、慌あわてて残りを口にかっ込むと、カップに入ったスープを飲みきりました。さらにペットボトルのお茶をごくごくと、勢いよく喉のどに流し込みます。

　美優はドタバタとトイレに行って、それから自分の部屋に入って、そしてそのままの室内着で、ベッドの上にごろんと横になりました。

「さあて、暴れてくるかあ」

　そして、手を伸のばした場所にある、年季の入ったアミュスフィアをむんずと摑つかみました。

「と、その前に、デザートにアイス食べようかなあ！」

　美優はアミュスフィアを手放すと、部屋を出て、冷蔵庫に向かいました。




　都内のそれぞれの家庭で、女子高生達が、アミュスフィアを被りました。

　日本中のあちこちで、男達が、そして少しの女達が、アミュスフィアを被りました。




　そして──、

　都内某ぼう所しよの、カーテンが閉められた高級マンションの一室には、

「ああ、ドキドキするね！」

　そう声を弾はずませる若い女がいました。

　彼女は全ぜん裸らで、薄うす暗くら闇やみに立っていました。その脇わきには、長さが３メートル近い、巨きよ大だいな繭まゆのような塊かたまりが置いてありました。

「さあて」

　女が手をかざすと、その巨大な繭の一部が、ぱっくりと口を開けました。赤いＬＥＤで照らされる内部には、どろりとした液体が40センチほどの深さで入っています。

　これこそ、《アイソレーション・タンク》──、または《フローティング・タンク》と呼ばれる機械。

　塩分濃のう度どの高い、そして体温と同温度の液体に体を浮うかべ、タンクを閉じ明かりを消すと、そこは音も光も臭においも触しよつ覚かくも、そして重力さえも感じなくなる世界です。

　人間の五感の全すべてを遮しや断だんすることで究極のリラクゼーションを感じ、疲つかれた体や精神を整えるために使われる機械なのですが、当然のようにフルダイブ技術にも利用されています。

　通常のアミュスフィアでも、ほとんど完全に感覚は遮断しますが、ほんのわずかなノイズ漏もれが伝わってくるとされています。

　それがアイソレーション・タンクに入ることで、限りなく完かん璧ぺきな遮断へと近づけるのです。ゲームに本気と究極を求めるプレイヤーが所有を熱望するのも、無理はありません。

　このアイソレーション・タンクは、リラクゼーション施し設せつや高級ネットカフェなどにはレンタルとして置いてあるのですが、安くても軽自動車、高ければ高級車が買える値段がします。

　よほど裕ゆう福ふくなプレイヤーでなければ、自宅に置くことなど不可能です。

「さあて、ここから生きて出られるかな……？」

　今、楽しそうに呟つぶやいた全裸の女が、タンクの中に入っていきます。

　そのタンクの隣となりに、もう一つ、まったく同じタンクがありました。

　そして、その蓋ふたには後付けのフックが溶よう接せつされていて──、

　中からは絶対に開かないように、分厚い南なん京きん錠じようがかけられていました。







　ＳＪ２の大会本部は、前回に引き続き、ＳＢＣグロッケンにある大きな酒場です。

　参加プレイヤーは12時40分をめどに集まって待機、12時50分に一いつ斉せいに待機エリアに飛ばされます。

　武装や装備を実体化するため、10分の準備時間が用意されます。そして、13時ジャストからＳＪ２スタート。全員が、一斉にフィールドのどこかに転送されます。

　そしてその瞬しゆん間かんから、最後の一チームになるまでの、容よう赦しやのない殺し合いが始まるのです。

　戦せん闘とうの映像は、運営が撮とって中ちゆう継けいします。空中にカメラ位置を示すマーカーがいくつも飛び交い、格好いいアングルで捉とらえ続けます。

　生なま中ちゆう継けいを見たい観客は、そして殺されて脱だつ落らくした参加者達は、酒場で飲み食いしながら、その戦せん闘とうの中継映像を、好き勝手なことを言いながら楽しみます。

　前回は１時間28分で決着がつきましたが、出場は予選なしで二十三チームでした。今回は枠わく一杯の三十チームが出ますから、果たしてもっとかかるのか、それとも激戦になって早く終わるのか。誰だれにも分かりません。

　12時20分を過ぎて、酒場にも、人がだいぶ増えてきました。

　出場するプレイヤー達も、三々五々集まってきました。頑がん張ばれよとか、お前達には負けないぜとか、みんなぶっ殺すとか、いろいろな言葉が投げ交わされました。

　ＳＪ２ですが、前回に引き続いて、ＢｏＢで行われるようなスポーツ賭と博ばくはありません。これは、運営力の問題でＢｏＢほどシビアにチート──、いわゆるズル行こう為いをチェックできないから。

　代わりに『大会決着まで何発の銃じゆう弾だんが放たれるか予想』が再び行われていて、再び盛り上がっていました。みんなが、前回より多い数字をバシバシと投票していきました。

　そんな中──、

　酒場に入ってきたとき、波が伝わるように喧けん噪そうが静まったチームが、少しだけありました。

　まず、前回の三位にしてシード権出場のチーム、ＭＭＴＭ。

　表示の関係で略りやく称しようになっていますが、彼かれ等らの正式チーム名は《メメント・モリ》。

　これはラテン語で〝自分がいつか死ぬことを忘れるな〟の意味。人はどうあがいても必ず死ぬのだから、今を楽しんで悔くいのない人生を送れ、との成句です。

　死をモチーフに、ナイフを咥くわえたドクロエンブレムを肩かたにつけた六人の男達が、酒場を進みます。

　前回は個人個人で好きなのを選び、バラバラの迷めい彩さい服ふくを着ていた彼等ですが、今回は気合いを入れ直すためか、バッチリと揃そろえてきました。

　服装は、北ほく欧おうはスウェーデンの軍隊が使っている迷彩服。濃のう淡たんの違ちがう緑を直線基調で組み合わせた、あまり他にはない、なかなかオシャレなデザインです。

　他のキャラクター達と同じく、ブーツに上下の迷彩服だけという姿。武装や装備は一切実体化せずにストレージにしまったままですが、前回の映像を見た人なら知っています。

　彼等の得物は、メイン火力として《ＨＫ２１》７．６２ミリマシンガンと、５丁の欧州製高性能アサルト・ライフル。もちろん、２ヶ月の間に変へん更こうがなければの話ですが。

　彼等が今回の優勝候補の一角であることは、間違いありません。

「賭かけがあったら、俺はこいつらに張るな」

「まあ、無難なセンだな。チーム総合力は一番高い」

　そんな声が、酒場で聞かれました。




　彼かれ等らに少し遅おくれて入ってきた六人の女達も、再び賑にぎわい始めた酒場を静まらせるに足る迫はく力りよくを持っていました。

　細かい緑の点を無数にあしらった迷めい彩さい服ふくを着た──、

　お下げのゴリラ、金きん髪ぱつサングラス美女、ずんぐりむっくりドワーフ、下町のおばさん、銀髪キツネ目、クールな黒くろ髪かみと、六人六様のアマゾネス集団。

　ＧＧＯでは珍めずらしい女キャラクターだからといって、

「よーよー、ねーちゃん達！」

　などと下げ卑びた囃はやし立てをする観客など、誰だれ一人として、いません。

　彼女達ＳＨＩＮＣこそ、前回二位であり、そして屠ほふったプレイヤー数では断トツだったチームですから。酒場にも、彼女達に殺されたキャラクターはたくさんいるでしょう。

　ＭＭＴＭのリーダーは、ＢｏＢにも出場した腕うでを持つ、そしてハンサムなキャラクターです。彼は乾かん杯ぱい直前の仲間達の輪からスッと離はなれて、プロレスラーのような体格のゴリラ女、ボスのもとへと歩み寄りました。

　そして、

「やあ、お嬢じようさん方。前回は当たらなかったが、今回は、戦場で相見あいまみえるのを楽しみにしているよ。それまで、死なないでくれよ？」

　ふてぶてしい笑顔と共に、そんな言葉を贈おくりました。

　ボスは、にっこりと笑って、しかし妖よう艶えんさより迫力が勝る顔で、

「もちろんですわ。あなた様方も、殺される前にちゃんと名乗ってくださいませね。気付かないかもしれませんから」

　挑ちよう発はつ以外の何物でもないお言葉を、女性らしい口調で返しました。

　これには酒場が一気に盛り上がって、リーダーをコケにされたはずのＭＭＴＭの仲間達までもが大ウケです。テーブルを囲む五人が、手を叩たたいて笑っています。

　リーダーも、それで怒おこるような器うつわの小さい男ではなく、

「こいつは楽しみだっ！　出場してくれて本当に嬉うれしいよ！」

　笑顔で二本指を振ふって、仲間の元へと戻もどっていきました。




　アマゾネス集団が酒場の個室に消えて、２分ほど経たった頃ころ──、

「おい。アイツだ……」

　山のような巨きよ漢かんが、ぬうっと、酒場に入ってきました。

　身長は２メートル近くあり、胸むな板いたは防ぼう波は堤ていのように分厚く、腕は土管のように太い、外国人ボディ・ビルダー体型をした茶髪ウェーブの男です。

　腿ももがはち切れそうな毒々しい緑の迷彩パンツに、筋肉の形がクッキリと分かる茶色のＴシャツ姿。

　前回のＳＪを見た人なら、彼が誰だれか、説明の必要はありません。

　名前はエム。

　ピンクのチビと組んでたった二人でエントリーし、戦せん闘とう数は少ないながら要所要所でしっかりと戦果を上げ、さっきのアマゾネス集団との最終決戦に臨んだ男。７ミリクラスの弾だん丸がんを弾はじく強力な楯たてを持った、凄すご腕うでのＭ１４・ＥＢＲ使い。

　途と中ちゆうで仲間のチビへと拳けん銃じゆうを向けて発はつ砲ぽうし、避よけられて逆に撃うたれ、しばらく別行動をした男でもあります。

　その突とつ然ぜんの仲間割れの理由は、観客からいろいろな憶おく測そくが飛びました。

　単純に今後の作戦について揉もめたという意見もあれば、観客経由でアマゾネス集団に情報が行っていて、その油断を誘さそうための凝こった作戦だったという陰いん謀ぼう論ろんまで。

　結局は謎なぞのままですが、本人に訊たずねる勇気のある者は、誰もいません。

　男は、最後の最後に戦闘に参加して、高精度の狙そ撃げきで、一人奮ふん戦せんしたチビをサポート。アマゾネス集団の三人を仕留め、見事に優勝しました。

　彼とチビに湖こ畔はんでの戦闘で全ぜん滅めつさせられたＭＭＴＭのメンバーが、遠目にエムを見つけて、

「やっぱり出てきたか……。ラインなし男……」

「リベンジだ。会敵したら、訓練通りやるぞ」

　そんな会話。

　彼かれ等らのうち五人は、エムの得意技、バレット・ラインなし狙撃で倒たおされています。それはそれは、恨うらみがあろうというもの。

　エムの後ろから、チームメンバーであろう人間が続いて入ってきました。

　それは四人の男達。

　全員が、同じ迷めい彩さい服ふく姿でした。

　爬は虫ちゆう類るいの皮ひ膚ふを連想させる不気味な模様で、茶色と緑をちりばめてグラデーションをかけた、荒こう野やでも緑の中でも効果の高そうな迷彩パターンでした。

「なんだ、ありゃ？」

　客を驚おどろかせたのは、四人が全員、顔と頭を迷彩覆ふく面めんですっぽりと覆おおっていることでした。しかも、色のついたゴーグルまで装着しています。これでは、誰なのかさっぱり分かりません。

　戦闘中なら迷彩覆面やゴーグルは分かるが、別に今つけてなくてもいいのではないか？

　酒場の人間全員が、同じことを思っていました。

　四人を見分けるのは、見事にバラエティに富んだ体型しかありません。

　一人は小こ柄がら──、ＧＧＯ内の男としては小柄、なので１６５センチはありますが。

　一人は大柄──、エムほどではありませんが、１８０センチ越ごえの筋肉質の巨きよ体たい。

　一人は細身──、背は１７０センチくらいですが、棒のような手足の、ひょろりとした体。

　一人は太っちょ──、でっぷりした太たい鼓こ腹ばらの、関取のようなシルエット。

　一言も喋しやべらず、そして前を向いたまま、四人の男達はエムに続きました。

　疑似感覚を得ているＶＲゲームの中とはいえ、その立ち居振ふる舞まいから醸かもし出す雰ふん囲い気きは伝わります。

　酒場にたむろするキャラクター達は、

「強そう、だな」

「ああ……。顔を隠かくしてるのは、ツラと名が知られているからかもな」

「ひょっとして、ＢｏＢに出るような連中かもしれない」

　この四人も、相当腕うでが立つのだろうと感じ取りました。

　前回優勝の片割れであるエムと、不気味な彼かれ等らがチームを組んで、果たしてどんな闘たたかいっぷりを見せてくれるのか。これは、このチームの動向がますます楽しみになってきました。

　そんな緊きん張ちよう感かんの中に、

「やっほーっ！　みなさんお待たせー！」

　気が緩ゆるむような女の声が飛び込んできました。

　エム達ご一行様を目で追っていた皆みなが入り口を見ると、そこには少し遅おくれて入ってきた一人の女性キャラクターがいました。

　身長は１７５センチほどの、黒くろ髪かみを高い位置でポニーテールにした女です。服装は濃のう紺こんのつなぎで、体のラインにぴったりです。

　肌はだの色は褐かつ色しよく。ふくよかさとか、豊満さといった言葉からはほど遠い、筋肉しかついていないような引き締しまった体つきをしていました。

　顔の各部のパーツが鋭するどく整った美女でしたが、両りよう頰ほおに刻まれた煉れん瓦が色いろで幾き何か学がく模様のタトゥーが、かなりの不気味さを醸し出していました。

「やーやーやー！　お待たせ諸君！　今日は私の活かつ躍やくを見に来たんだね！　いいね！　楽しみにしてね！」

　やたらハイテンションで、周囲に愛あい嬌きようを振りまく女ですが、

「…………」

　酒場の客達はどう反応していいのか分からず、ぽかんと口を開けています。

　エム達と続いて入ってきた六人目なので、間ま違ちがいなくこのチームの一員なのでしょう。

　しかし、それまでの五人に比べてこの緊張感のなさは、一体なんなのでしょう。

「どうもね！　お待たせね！　ご声せい援えん、ありがとね！」

　選挙運動か！　とツッコみたくなる愛想の良さで、女はきょろきょろと首と手を振りながら、酒場の中をずいずいと進みます。

　本人に聞こえても構わないとばかりに、皆は会話。

「なんだあ、ありゃ？　彼女も、エムのチームメンバーか？」

「そうなんだろうな。でも……、一人だけ空気がまったく違うぞ？」

「騎き士しが守るお姫様ってところか？」

「〝オタサーの姫〟って言葉が、10年以上前にあったな」

「知らねーよそんな死語。アラサーと関係あるのか？」

「ねーよ。〝オタクサークルの姫様〟ってことだ。女っ気のない場所にいる紅こう一いつ点てんってこと。ちやほやされるから、〝どんな子でも姫様〟って意味だ」

「ひょっとして、結構なお歳としですか？」

「いきなり敬語やめろコラ」

「今回あの男は……、残りの四人も、あの姫様の護ご衛えいなのか？　じゃあ、真面目まじめにやるつもりはないのか？　だとしたら残念だぜ……」

「おねーさん綺き麗れいだな。顔の入いれ墨ずみ消せば超タイプだ。始めたばかりかな？　撃うち方を手取り足取り教えてあげてえ……」

「この変態め」

「じゃあお前は、あんないい女が目の前にいても立ち上がらないというのか？　リアルではジジイか？」

「リアルのことを聞くのはガキだ」

「なんだと？」

「止やめろ、みっともない。あの女がリアルでもあの歳って確証はないだろうに……」

　男達が勝手なことを言っている間に、女は、エムが入った酒場の個室へと消えました。




「アイツ……、ピトフーイか……。あのアマ……、まだ、ＧＧＯにいやがったのか……」

　そう呟つぶやいた男に、

「知ってるの？　リーダー」

　ＨＫ２１マシンガン使いのジェイクが、意外そうな顔で訊たずねました。そして、ＭＭＴＭの残りのメンバー達が、同じように首を傾かしげました。

　ウチのリーダーが、女性キャラクターの名前を知っているとは珍めずらしい。

　彼かれ等らの考えることは一いつ緒しよでした。

　というのも、彼はストイックにゲームに没ぼつ頭とうするため、女のことなど意図的に無視しているからです。さっきのアマゾネス達は例外中の例外。

　リーダーは、実に嬉うれしそうでない顔で、仲間の質問に答えます。

「まだＧＧＯが始まってすぐの頃ころだから、もう１年も前になるのか……、ほんの短い間だけ、スコードロンを組んだことがある。当時はあんな入れ墨はなかったし、髪かみも闘たたかいやすいように短かったし、別の服装をしていた」

「へえ。初耳だわ」

　ジェイクが言いました。

「誰だれにも言ってないからな。まだプレイヤー全員がペーペーで、それでも誰よりも強くなろうと、安くて威い力りよくの弱い銃じゆうを握にぎりしめて頑がん張ばっていた頃ころだ。いい時代だった……」

「リーダー、じじむさい」

「でもさ、なんでその後も一いつ緒しよに闘たたかわなかったのさ？　女が、弱かったから？」

　違ちがう、と言ってリーダーは、コップの中のお酒──、ただし酔よえないもの、を飲み干しました。

「あの女は、強かったよ。なんといっても、体の動きがよかった。詳くわしくは知らないが、その前からフルダイブゲームを相当やりこんでいたはずだ」

「じゃ、仲良くやっていればよかったのに？」

「無理だよ」

「どして？」

「あの女が、仲間を仲間と思ってないからだ。自分が死にそうになれば平気で味方を楯たてにするし、モンスターと一緒にいるところに躊ちゆう躇ちよなく手しゆ榴りゆう弾だんを投げてくる。その結果味方が死ぬと、笑顔を浮うかべるような女だ。そして、自分が死ぬときもな。そんな〝死にたがり〟と一緒には遊べない。俺おれは、〝死を忘れるな〟と思って生きてるが、あの女は〝生きていることを忘れたい〟って生き方をしていた」

「アブねーな……。引くわ、そりゃ」

「やがて一つのスコードロンを辞めると、また次に入っては同じことを繰くり返したと聞いた。そのうち、どこも入れてくれなくなったし、入ろうともしなくなったってな。そのことを知ってる古参の中では、ピトフーイという名前は禁句だ」

　その言葉に、ＭＭＴＭのメンバーは驚おどろいたり、または呆あきれて肩かたをすくめたり。一人が、

「じゃあ、なんでエムと組んで今回は出たんだ？」

「分からん……。分からんが、油断するな。もちろんリベンジは果たすが、一層気を引き締しめろ。とことん何をしてくるか分からない連中だと思え」

　あまりに真しん剣けんなリーダーの顔つきに、五人は無言で頷うなずきました。

　最後にリーダーは、ふと思い出したように訊たずねます。

「誰か、〝ピトフーイ〟って名前の由来を知ってるか？」

「いや、想像もつかん」

「まったく」

「右に同じ」

「可愛かわいい響ひびきだけどな」

「妖よう精せいさんか？」

　五人の答えを聞いてから、リーダーは答えを言います。

「鳥の名前だよ。たしか、ニューギニアだけにいるって鳥だ」

「へえ。可愛かわいいじゃんか」

　ジェイクがそう感想を漏もらすと、リーダーの双そう眸ぼうが細くなりました。

「どこが可愛いもんか。ピトフーイは、触ふれた人間が死ぬほどの、神経性の猛もう毒どくを持った鳥なんだよ。アイツにはピッタリだ」

　しん、と静まりかえったテーブルに、

「油断するな」

　リーダーの短い言葉が響ひびきました。







　五人や六人で一いつ緒しよに入ってきたプレイヤー達はたいていが参加者なのですが、酒場の注目を集めるほどではありませんでした。簡単にスルーされました。

　そんな彼かれ等らが、

「へっ、終わった頃ころには俺おれ達を見る目も変わっているだろうよ！」

　そう思ったことは想像に難かたくありません。次のヒーロー、またはヒロインは俺だ私だと。

　そんな中に、四人の男と一人の女のチームがありました。酒場に入ってくる際の男達の楽しそうな笑顔と、

「…………」

　無言の女の、とても嫌いやそうな、不ふ機き嫌げんそうな顔が対照的でした。

　彼女のアバター外見は、年ねん齢れいは二十代半ばほど。顔は、清せい楚そそうな美女。

　綺き麗れいに揃そろったボブカットの髪かみの色は、若葉のような鮮あざやかな緑。リアルではあまり見ませんが、ＳＦ世界のＧＧＯではまったく不自然ではありませんでした。もっと凄すごい、アニメのキャラクターのような色の髪は、たくさんあります。

　服装は、他の四人とお揃いで、茶色のカーゴパンツに長なが靴ぐつのようなブーツ。そして上は、単なる黒いＴシャツ。豊満な胸むねの膨ふくらみが、嫌でも目につきます。

　彼女を見て、外見にそそられる男性キャラクターも幾いく人にんかいましたが、そのあまりの仏ぶつ頂ちよう面づらに、話しかける人は誰だれもいませんでした。







　こうして時間は過ぎていき、第二回スクワッド・ジャム開始まで、あとわずか。

　参加するであろう男達が、そしてわずかの女達が、ヴァーチャルの飲食を次々に切り上げていきます。自然と、ピリピリとした空気が漂ただよいます。

　そんな闘とう志し渦うず巻まく酒場で──、

　やがて一つの疑問が生まれ、それについて語る者達でざわつき始めました。

　彼等は口々に言います。

「まだか？　まだ来ないのか？」

「前回優勝者の、ピンクのチビは、まだか？」

　時間は12時45分。あと５分以内に酒場に入らなければ、遅ち刻こくで参加できません。

「おいおい、まだかよ……」

　個室のカーテンを割ってちょいと顔を出した銀ぎん髪ぱつベリーショートのターニャが、心配そうに呟つぶやいて、

「平常心だ」

　隣となりに座る肝きもっ玉たま母さんのローザにたしなめられました。

「…………」

　ボスは、ゴツい顔を微び動どうだにせず、巌いわおのようにそびえていました。

　やがて、２分が過ぎ、３分が過ぎ──、

　これは本当に遅刻か。前回王者がこんなことで脱だつ落らくかと思われた12時48分。

「間に合ったーっ！」

「いやー！　危なかったーっ！」

　甲かん高だかい叫さけび声を上げながら、二人のキャラクターが入ってきました。

　二人とも茶色のローブで体も頭も隠かくしていますが、その身長と女の声で誰だれにでも分かります。このチビで間ま違ちがいありません。前回、暴れに暴れ回った、優勝者のレンです。

　一いつ緒しよに入ってきたのも、なかなかのチビッコキャラクターであり、なおかつ女。こいつが、今回の相棒のようです。

　間ま抜ぬけな脱落は回かい避ひされ、酒場から、どよめきと歓かん声せいが上がりました。

「来たぜ！　前回王者！　レンちゃん！」

「また二人だけで参加するのか？　余よ裕ゆうだな……」

「無む駄だな六人より、凄すご腕うでの二人、ってところなのかな？」

「前回以上の殺さつ戮りく、期待してるぜ！」

「あのもう一人も、ローブの下は女の子っぽいな。匂においで分かる」

「そうかお前が変態か」

　またも勝手なことを言い合う男達です。

　当のレンとフカ次じ郎ろうは、酒場中の注目を浴びていることを気にする余裕もなく、

「なんか飲む暇ひまあるかな？　レン」

「まだ飲むのっ？　別に喉のどが渇かわくわけじゃないしいいじゃない！」

「気分よ気分。一杯やろうぜ！　優勝の前まえ祝いわいだ！」

「気分で……、またお腹なか下すかもよ？」

「もー、出すもん出したから大だい丈じよう夫ぶだって！」

　本当は、レンもフカ次郎も、20分前にはここに入っているはずでした。分かりやすい町中で合流して、レンの案内で酒場に行く計画でした。

　しかし、一いつ緒しよに歩き出すや否いなや、フカ次じ郎ろうのアミュスフィアの安全装置が働いて、強制シャットダウン。レンの目の前から、神かみ隠かくしのように忽こつ然ぜんと消えてしまったのです。

　そして何分待っても戻もどってこないフカ次郎に恐きよう怖ふしてメッセージを送ると、美み優ゆのスマートフォンから、こんな返事が。

『やっべー。アイス急いで食ってお腹なかゴロゴーロ』

「はあああああああっ？」

　あまりの衝しよう撃げきに、レンは自分もシャットダウンされるかと思いました。

　その後、

『まだ？』

『今、まだ唸うなってるー』

『まだああ？』

『今、お尻しり拭ふいてるー。うわ紙がきれたー！』

『いいからはやくしろおおおおおおおおおおおおお！』

　そしてどうにか再合流して、全力ダッシュで酒場に駆かけ込んで、なんとかギリギリセーフ。

「ああ……」

　レンはもう、一戦交えたような気分になりました。

　個室に入る気力もなく、入り口近くで空いていたテーブルを見つけると、それを囲むソファーに腰こしを落としました。

　フカ次郎が続いて、早速レモンスカッシュとアイスティーを頼たのみました。テーブルから飛び出てきました。

　残り時間は１分もありません。レンが、力なく空を仰あおいでいると、

「や！　レンちゃん！」

　聞き覚えのある声が自分を呼んで、

「…………」

　その声の主へと顔を動かしました。

　久しぶりに見るピトフーイは、相変わらずピトフーイでした。懐なつかしくもあり、恐おそろしくもありました。

「前回優勝おめでとう！」

　屈くつ託たくのない、見慣れた笑顔に、

「ありがと！」

　レンは一いつ瞬しゆんだけ全すべてを忘れて、そう答えました。

　その瞬間、ＳＪ２出場者が待機エリアに転送される30秒前のアナウンスが流れ出して、

「あちゃあ、のんびり話す暇ひまもなかったかあ」

　ピトフーイが、心底残念そうに、タトゥーの上にある目を細めました。

「ピトさん──」

　レンが、アイスティーのグラスを手に立ち上がりました。

「ん？」

「頑がん張ばりますから期待していてください。〝約束〟──、忘れないでくださいね」

　ピトフーイは、目を瞬しばたたきました。

「ん？　よく分かんないけど──、まあ分かった。あと、敬語はナシナシ！　時間ないけど、他に言いたいことは？」

　ピトフーイに訊たずねられて、

「絶対に、殺す」

　レンは即そく答とうしました。

「あは！」

　屈くつ託たくのない笑顔のピトフーイが去ってから、レンはアイスティーを一気にストローで啜すすると、座ったままのフカ次じ郎ろうにキッと顔を向けて、

「行くぜ、相棒」

「おうよ！」

　その瞬しゆん間かん、転送が始まりました。
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　険けわしい顔のままのレンと、

「ちょ、もうちょっと飲みた──」

　慌あわててストローを咥くわえたフカ次じ郎ろうが、光の粒りゆう子しになって消えました。







　薄うす暗ぐらい待機エリアでの10分間で、それぞれのキャラクターが、武器や装備を実体化していきます。

　レンはフカ次郎にサテライト・スキャン端たん末まつの使い方を教えて、飲み込みの早い彼女はすぐに理解しました。

　この、スマートフォンのような装置が、ＳＪ２の命いのち綱づなです。壊こわすことはありませんが、なくす可能性はゼロではないので、落とさないように注意しなければなりません。

　レンが予想した通り、今回は《破は壊かい不可能オブジェクト》としての性能はないと、ご丁てい寧ねいにアナウンスされました。物体として存在はするが、弾たまを含ふくめたありとあらゆる攻こう撃げきは通り抜ぬけると。

　二人がいる、何もない黒い空間の目の前には、

『待機時間　04:33』

　１秒ごとにカウントダウンしていく大きな数字。レンはフル装備を終え、ピンク色の戦士となって、そのときを待ちます。

　服装は、前回とまったく同じです。

　戦せん闘とう服ふくはもちろん、ブーツの先から、手て袋ぶくろの指先から、頭の先のニット帽ぼうまでピンク。首にはピンクのバンダナ。

　武装は、Ｐ９０。二代目ピーちゃんを、スリングで肩かたに提さげています。

　すぐに交こう換かんできるように身につけた予備マガジンは、腿ももの左右のポーチに計六本。これ以上は動きにくくなるので、慣れた状態を選せん択たくしました。

　ただし、ストレージには前回の三倍の九本をストックしました。１マガジンに50発を誇ほこるＰ９０ですから、合計十六本の、実に８００発。

　今回は、Ｐ９０用のオプションパーツを一つ手に入れているのですが、それはまだ、ストレージにしまったままにしました。

　投とう擲てき武器であるプラズマ・グレネードは、今回は潔いさぎよく、１発もなし。

　腰に提げている状態で撃うたれたら誘ゆう爆ばくし即そく死しする可能性があるのと、その重量を予備マガジンの増加分に回したからです。

　そして、本当に最後の最後の武器として、腰こしの後ろに右逆手で抜くように装着された、全長30センチはある、黒くろ塗ぬりのコンバットナイフ。

　ＳＪ２中に使える唯ゆい一いつのヒットポイント回復アイテムが、自動的にストレージに配られた筒つつ状じようの注射器、《救急治ち療りようキット》です。一本で、失ったヒットポイントを30パーセント回復してくれますが、完了までに１８０秒もかかるので戦せん闘とう中は使えません。

　それでも、前回のＳＪで、レンは三本フルに使いました。この力を借りなかったら、死んでいました。使わなくてすむことを願いながら、体の前、取り出しやすい位置にポーチで提さげました。

　持ち物はできるだけ軽く少なくしたいのですが、距きよ離り計けい付きの単たん眼がん鏡きようは絶対に必要だと判断して、腰こしの後ろにポーチをつけて装備しました。

　ナイフと同じく、前回はエムに借りたもの。今回は修行中に稼かせいだクレジットで、自分で買ったもの。どんな状じよう況きようで使うか分からないので、ピンクに塗ぬるのは止やめておきました。

　地形に応じた擬ぎ装そう用の迷めい彩さいポンチョ数枚も、もちろんストレージに忘れてはいません。それらは軽いので、持っておいて損はありません。

「まだかーなー？」

　レンの隣となりでカウントダウンを待つフカ次じ郎ろうも、殺さつ戮りくの準備は整いました。

　金きん髪ぱつを結い上げた頭には大きなヘルメット。体にはマルチカム迷彩のウェアを着込んで、防ぼう弾だんプレート入りの緑色のベスト。

　武器は、２丁のＭＧＬ─１４０を右みぎ肩かたと左肩に。

　ちなみにこの２丁、フカ次郎は右手で持つ方を《右太》、逆を《左子》と名付けています。

　右手用はスリングが銃じゆうの左側面に、左手用はその逆に取り付けられているのですが、スリングは、取り付け金具がワンタッチで交こう換かんできます。

「見た目がまったく同じだけど、スリング外しても、どっちが右太でどっちが左子なのか分かるの？」

　かつてそう問うたレンに、

「なまら簡単っしょ！　２丁のうち、右手で使う方が右太だよ？」

　フカ次郎はそう言い返しました。つまり、どっちでもいいようです。

　そんなフカ次郎が背負ったバックパックの中身は、全部グレネードです。

　中に仕切りを設もうけて、右みぎ脇わきでも左脇でも、後ろに手を伸のばせば１発ずつ抜ぬき取れるように細工がされています。

　ストレージにも、過重状態で移動ペナルティを食らわないギリギリまで詰つめ込んでいます。

　右みぎ腿ももにはＭ＆Ｐ拳けん銃じゆう。その予備マガジンは三つで、合計四本×17発。救急治療キットはもちろん装備。

　そんなフカ次郎が、レンに質問。

「他の人達って、どんな装備で来るのかな？」

「分からないね。エムさんは、多分前回と同じ銃に楯たてだろうけど」

「ピトさんは？」

「それこそまったく分からない。あの人、会うたんびに銃じゆうが違ちがっていたから。でも、筋力あるから、相当強力な銃をたくさん装備できると思う。かなりの火力があると思って臨むしかない」

「残りの四人は？」

「情報一切ナシ……」

　質問に答えていて、レンは今さらながら不安になってきました。

　これから始まるのはゲーム大会ですが、ピトフーイとエムにとっては、生死をかけた戦いになるのです。

　それを、実際には命がかかっていない自分が、止められるのだろうか？　熱意で負けるのではないか？

　レンの顔が、どんよりと暗くなります。

　ばしん、と背中を叩たたいたのはフカ次じ郎ろう。

「まあまあ。ピトさんチームが優勝しちゃう可能性もあるっしょ？　死ななかったら、死なないんでしょ？」

「そうだけど……」

　それを望んで何もしないわけにはいきません。

　なんといっても一番確実なのは、自分がさっさとピトフーイを倒たおすこと。それが、今ここにいる理由。

　もちろん、最後の二チームに自分とピトフーイが残れば、その時点で降参してもいいのですが、それでも殺すのがゲーマーとしてのマナーだと思っています。

「ええい！」

　レンは、自分の両りよう頰ほおをびしっと打ちました。

　もう迷うな！

　闘たたかえ！

　そして──、

　殺せ！

　待ち時間の分数がゼロになり、秒数だけが、43、42、41、40、39──、容よう赦しやなく減っていきます。

　レンは、Ｐ９０の装そう塡てんハンドルを引いて離はなして、乾かわいた金属音と共に、１発目を薬室に送り込みました。
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　第六章　「ブービートラップ」







　13時ちょうどに白い光に包まれて、再び視界を取り戻もどしたとき、

「ここは……。町か……」

　レンは、市街地の道の上にいました。

　すぐさま周囲を見み渡わたします。２メートルほど隣となりにフカ次じ郎ろうがいて、やはり同じようにキョロキョロしていました。

　スタート時点で他チームとは最低でも１キロ以上離はなれているので、すぐさま顔をつきあわす可能性はありません。

　しかし、３３８ラプアマグナム弾だんを使う強力な狙そ撃げき銃じゆうや、１２．７ミリ弾を使う対物ライフルの場合、１０００メートルは余よ裕ゆうで有効射程内です。もし見晴らしのいい場所にいるのなら、すぐにでも伏ふせなければなりません。

　自分達が家に囲まれていることを確認して、

「ひとまず大だい丈じよう夫ぶ！」

　レンはフカ次郎に指示を送りました。

「りょーかい」

　自動で音量を調整してくれる便利な通信アイテムのおかげで、ささやいても叫さけんでも、声はかすかでもなく大きすぎるでもなく、しっかりと相手の耳に届きます。

　どういう仕組みかは不明ですが、このアイテムの通話距きよ離りに限度はなく、ＳＪ中ならどこにいても、それこそ建物の中にいても、地下にいても通じます。

　周囲の安全を確保したら、次にやるべきは、自分の居場所の確認。

　レンがいるのは、外国の町でした。

　ほとんどが平屋、たまに二階建ての、見慣れぬ、そして簡素なデザインの低層住宅が素っ気なく並びます。以前見たハリウッド映画で、こんな感じの住宅街が出てきたことがありました。

　大通りに面した部分は個人商店のようで、軒のき並なみシャッターが閉まっていました。一つ道を入ると、そこからは住宅です。

　家々の庭はあまり広くなく、びっしりと建物が詰つまっています。

　もちろん、最終戦争後の地球が舞ぶ台たいなので、人ひと気けのまったくないゴーストタウンです。

　家の屋根や壁かべは傷いたみ、あちこちでガラスは割れています。電柱のいくつかは傾かたむいて電線は垂れ下がり、荒あれた舗ほ装そうでは、割れ目に生えた草が枯かれていました。

　レンが空を見上げると、曇くもっていました。

　鼠ねずみ色いろに、ＧＧＯ世界特有の赤い空を少しだけ足したような気味の悪い色です。

　レンのピンクは、よく晴れた日──、大気組成が狂くるって赤みがかった、いつでも夕日のような空の下で有効なので、

「うーん……」

　これでは迷めい彩さい効果が薄うすそうです。待ち伏ぶせ攻こう撃げきはできないかもしれません。

　そして今回は、風が吹ふいていました。地上では頰ほおに軽く、時折強く感じるほどですが、上空の雲は、けっこうな速度で流れていました。大会中に晴れてくれればいいのにと、レンは思いました。

　ＶＲゲーム中に感じる温度は、ある程度どんな格好でも楽しめるように感じ方が調整されています。そのために、凍こごえるような寒さは伝わりませんが、寒々しい空気や、枯かれている草木を見ると、今回の季節設定は冬のようです。今にも雪が降り出しそう。

「レン、こっち来て見てみ！」

　フカ次じ郎ろうの言葉に従って家の脇わきから出ると、

「お？　おお……」

　そこには、見慣れぬものがありました。

　壁かべです。

　自分のいる場所から数百メートル先、家々の屋根の隙すき間まから、垂直にそびえ立つ城じよう壁へきが見えるのです。

　それは、高さにして二十階建てのビルと同じくらい、60メートル強はあるでしょうか。幅はばは、ここからでは分かりません。

　素材はたぶんコンクリートで、素っ気ない灰色をしています。高さだけなら東京で見るビルの方がずっと上ですが、それが横に延々広がっているのは、かなりの威い圧あつ感かんがあります。

「ダムみたいだね」

　レンが言って、

「なるほどあの向こうは水があるのか。決けつ壊かいしたら溺でき死しだなあ」

　フカ次郎の感想。

　容よう赦しやなく押おし寄せる濁だく流りゆうを想像してしまって、レンは、

「フカ……、あれにグレネードを撃うつのは止やめてね」

「おっけ。でも、私ならパンチ１発でぶち破るぜ？」

　城壁は真まっ直すぐ延びて、手前に九十度曲がって、また真っ直ぐ延びています。その先は、霞かすんでしまって見えません。かなり遠くまで延々と続いているようです。

　少し不思議なのは、城壁の模様です。曲がった場所を境に、左側は縦たて縞じま。右側は横縞に、コンクリートに薄く模様がつけてあるのです。

「そっか……、あれがフィールドの境界なんだ」

　レンは理解しました。

　ＢｏＢもＳＪも、10キロ四方の空間が特設フィールドになりますが、その境界線を決めるために、運営側はいろいろと努力をしています。

　例えばＢｏＢ第三回大会では、フィールドは島でした。前回のＳＪでは、謎なぞの谷と山がプレイヤーの行動を阻はばんでいました。

「なるほどー。何なん人ぴとたりとも、あれを越こえることはできない、ってことかー。この世界の人間は飛べないもんなー」

　フカ次じ郎ろうも理解。

「城じよう壁へきは、正方形で囲っているんだと思う。あれは、その角の一つ」

「じゃあ……、私達はマップの一番隅すみっこにいるってことだね。でも、どこだろ？」

　ＧＧＯは今まで全すべてのマップが北半球でしたので、ここも恐おそらくそうでしょう。

　時間は13時だと分かっているので太陽が見えれば東西南北が大体分かるのですが、分厚い雲がそれを阻んでいます。

　見上げるあの角は、果たしてマップの北東でしょうか？　南東でしょうか？　それとも逆？

「それを今から確かめるよ」

　レンは、胸むねポケットからサテライト・スキャン端たん末まつを取り出して、二つあるスイッチの内の一つを押おしました。

　瞬しゆん時じに、地形や構造物がカラーの立体映像で再現されている地図が、二人の前に浮うかび上がりました。




　今回の特設フィールドは、やはり四角い城壁に囲まれた空間でした。

　地図のルールに則のつとって、北を上にして考えると──、

　まず、左側の幅はば３キロほどは、町になっています。北から南まで続く、縦たて長ながの広い町です。

　道路は、太いのも細いのも東西南北に規則的に延び、碁ご盤ばん目め状の区画になっていました。まるで、香か[image: 蓮]れん達の故こ郷きようの町のようです。

　町のほぼ中央には、南北に線路が走っています。町の中心部より少し北の位置には、屋根のないホームを二本持つ、小さい駅がありました。

　駅前には、そこそこ広いロータリーがありますが、ビルは一切ありません。建物はみな、ほとんどが平屋です。

　天空に伸のびる櫛くしのように高層ビルの廃はい墟きよが並んでいた前回とは、だいぶ雰ふん囲い気きが違ちがいました。どうもこの町、あまり栄えていなかったようです。

「ＧＧＯって乗り物アリだよね？　汽車ぽっぽ、動かせないかな？」

　フカ次郎の、冗じよう談だんなんだか本気なんだか分からない質問。

　トラックやホバークラフトが置いてあった前回のＳＪですので、今回もやってやれないことはないのかもしれませんが、レンは鉄道車両の動かし方など知りません。

　知っていたとしても、

「そしてどこへ行く？」

「もっと大きな町に……。そう、服を買いに……」

「それはピトさんを殺してからね」

　地図の、そして町の北西ぎりぎりの地点に、一つだけ光る点がありました。これこそ、地図を表示して最初の１分間だけは教えてくれる、自分達の居場所です。

　ＳＪは、スキャン中以外は自分の居場所を教えてくれない不親切設計。方向音おん痴ちには中々辛つらいシステムです。

「わたし達は、今ここ。つまり……、マップの北西の一番外れにいるんだ」

　レンが、立体映像に手を突つっ込んで言いました。フカ次じ郎ろうが頷うなずきます。

「ほーう、なーるほど。つまり──、縦たて縞じま模様が西の壁かべで、横縞模様が北の壁ってことか」

「そうだね。縦が西！　覚えた！　あと、今のわたし達より、北にも西にも敵はいない！」

「オッケーオッケー！　敵は南か東にいるってことね！　よっしゃ！　どっちに行く？」

「まてまてまて」

　まだ地図をしっかり見ていません。血気逸はやるフカ次郎をなだめつつ、レンは地図を睨にらみました。

　この先、戦せん闘とうが苛か烈れつになると、スキャン時間に端たん末まつを見る余よ裕ゆうすらなくなるかもしれません。今のうちに、大体の地形を把は握あくしなければ。




　地図の北部中央は、なだらかな丘きゆう陵りよう地帯でした。

　これもまた、地元北海道でよく見る、丘が幾いく重えにも連なる広々とした大地です。

　木のグラフィックがないので、ほとんどが草地なのでしょう。羊とかが似合いそうです。

　そして、さぞかし視界がいいことでしょう。

　丘のてっぺんに立てば、谷底や反対側の斜しや面めんはよく見えるでしょう。逆もまたしかり。敵を見つけやすい、そして敵から見つけられやすい場所です。

「スナイパー要注意エリアだ……。なるべく移動は避さけよう」

「がってんよ。数百メートル先から当ててくるんでしょ？　嫌いやだねえ」

　スナイパーほど、現実でもＧＧＯでも嫌きらわれている人はいません。

　遠く離はなれた場所から、普ふ通つうの兵士やプレイヤーが持つ銃じゆうでは届かない距きよ離りから、一いち撃げき必ひつ殺さつの銃じゆう弾だんを放ってくる死神です。しかも、相手の位置が分かっていない場合、バレット・ラインすら見えないという恐おそろしさ。

　前回、ドラグノフ狙そ撃げき銃じゆう使いの、そしてあのチーム一の凄すご腕うでスナイパー、トーマに狙撃され、その恐きよう怖ふはレンの体に染みついています。

　そしてエムは、そのトーマに競せり勝った腕の持ち主。

　ここにピトさん達がいませんようにいませんようにいませんように……。

　レンは心の中で唱えながら、視点を下げました。

　地図の丘きゆう陵りよう地帯の下、つまり南の位置には、

「なんだこれ？　レン、分かる？」

「分からない……」

　丸いドーム状の建物がありました。

「球場、かな？」

「球場、みたいだね」

　フカ次じ郎ろうとレンが意見を揃そろえました。見た目は、札さつ幌ぽろにもあるドーム球場によく似ています。しかし──、

「でも、野球場って、そんなに大きかったっけ？」

　レンが言う通り、それはあまりにも大きすぎました。フィールドのだいたい中央部に陣じん取どるその円は、直径が２キロはあります。高さも、数百メートルはあるのではないでしょうか。

「未来の地球だから、これくらいあっていいんじゃない？　野球もスケールアップしたんだよ」

　フカ次郎がまったく意味の分からない理由を言いましたが、まあ、それは今どうでもいいことなのでレンも悩なやむのは止やめました。

　実際にそこに行ってみなければ、中は分かりません。これだけ大きなエリアが、まるっと侵しん入にゆう禁止ということはないでしょう。

　ドームの下、地図の中央から南は、緑と土の色が広がっていました。荒あれ果てた畑や、林のようです。ほぼ平らなようなので、丘陵地帯よりは視界は利かないでしょうが、ここもスナイパー注意エリアです。

　そして最後は東側ですが、ここは北側にも南側にも、山が描えがかれていました。

　地図の右上、つまり北東部にある山は、グラフィックの様子からしてそれほど険けわしくはないのでしょう。白く描かれていることから、なだらかな雪山のようです。スキー場を思い起こさせます。

「ここ、多分滑すべれるね。レン、リフト券持ってる？」

「残念ながら、ない」

「じゃあ自力で登るしかないか……」

　フカ次郎はいつもの冗じよう談だんで言ったのかもしれませんが、ひょっとしたらここにはスキーが六人分隠かくしてあるかもしれないと、レンは真しん剣けんに思っていました。いや、スノーモービルかも。

　一方、地図の右下、つまり南東部にある山はずっと急きゆう峻しゆんです。

　ゴツゴツとした岩山のようで、木々も多く、岩の灰色と、木の緑が混じり合っていました。登山ができないほどではないのでしょうが、歩くのに苦労しそうなエリアです。

　山と山をつなぐように、つまり谷間の上を、高速道路が斜ななめに走っています。描かれているのは橋で、その長さは２キロほど。これはかなりの巨きよ大だい橋ばしです。谷底までの高さも、１００メートル以上はあるのではないでしょうか。

　見たところ吊つり橋ではなく、下側に弓のような構造をつけたアーチ橋のよう。橋きよう脚きやくもなしで２キロを支えているなど実現不可能に思える構造ですが、そこは未来の地球ですし、そもそもゲームの中ですし。

　高速道路自体は山にぶつかるとすぐにトンネルになっていて、反対側の出口は見えませんので、フィールドの外なのでしょう。当然このトンネルは、通り抜ぬけが不可能になっているはずです。入り口に蓋ふたがしてあるかもしれません。

「この橋は渡わたれるね。でも、止やめた方がいいね」

　レンが指差しながら言って、

「分かった。お金を取られるんだね」

　フカ次じ郎ろうは真顔で答えました。

　地図中央にあるドームの右みぎ脇わき、つまり東側なのですが、山と山に挟はさまれて、どんどん細くなる谷間になっています。

　ここには、一つだけ大きな建物がありました。地図からでは詳しよう細さいは分かりませんが、そこそこ大きな建物のようです。

　そしてその周囲には、緑色と青色がたくさん見えました。周囲が寒々しく荒あれた土地なのにここだけ緑が多い理由は、やはり地図では分かりません。

　さらに、草木の緑の合間に、ポツポツと青い模様と線もあります。青は水を示す色なので、ここには小川や沼ぬまや池が点在するようです。

　川や湿しつ地ち帯たいなどの水場は、浅ければ普ふ通つうに走り抜けられますが、深ければ、アイテムをストレージにしまって泳がなければなりません。

　しかも、この世界の水は全すべて毒でも含ふくんでいるのか、浸つかっているだけでヒットポイントはゆっくりですが継けい続ぞく的てきに減少します。よって、水に触ふれるのはできるだけ避さけるのが、ＧＧＯのセオリー。

「ここは、なんだろう……？　緑と水があるから、整理された公園みたいにも見えるけど……。ここに見えるちょっと大きな建物は……、学校かな？」

　レンがボソボソと感想を漏もらしました。




　ひとまず地図の全てを見終えて、

「よし」

　レンが顔を上げて。

「こんな複雑怪かい奇きな地形、全部覚えられないよ！　ＡＬＯじゃ空飛んで移動していたんだよ！　地図なんかいらなかったんだよ！」

　フカ次じ郎ろうは悲鳴を上げました。

「大だい丈じよう夫ぶ。わたし、覚えた」

　前回のＳＪでは居住区で迷子になりかけて、地理感覚の重要性がイヤと言うほど身にしみたレンです。地図を見て覚える修行は、ＧＧＯでもリアルでも怠おこたりませんでした。

　その結果、地図を見ないで全力ダッシュしても迷わない程度には、地形を把は握あくすることができるようになりました。

　今回、エムは味方ではありません。自分で、なんとかしなければならないのです。

　ＧＧＯを、そしてＳＪを遊んでいなければ、こんな能力を身につけることはなかったでしょう。しかしこれで、〝女は地図が読めない〟などとは言わせません。

「それに、地図自体は、いつでも見られるから大丈夫。自分が今どこにいるかだけ、見失わないようにして。もし一人で迷ったら、動かずにわたしを呼んで」

「うー、りょーかい」

　レンが左手首内側に巻いた腕うで時ど計けいを見ると、デジタルの数字は13:03を告げていました。

　まずやるべきは、13時10分に行われる最初のサテライト・スキャン、これを安全に確認できる場所を探すこと。

　それまでは、無理に長い距きよ離りを移動する必要はありません。そこでかち合ったチームがピトフーイ達だという可能性は、単純に二十九分の一ですから。いえ、エムの慎しん重ちようさを考えると、もっともっと低い確率のはず。

　最初のスキャンでピトフーイの位置を把握。それが近かったら、素晴らしい。隣となりだったら、最高。どちらにせよ、全力で殺しにいく。

　もし遠かったら、それからはなんとしてもその場所を目指す。

　なるべく敵との接せつ触しよくを避さけたいが、その結果裏を取られたら本ほん末まつ転てん倒とうなので、倒たおせる敵は倒しながら。

「よし！　ひとまず大きな家の脇わきに隠かくれる。ついてきて」







　レン達と同じように、フィールドのあちらこちらで、参加プレイヤー達が最初のスキャンを安全に見られる場所を探していました。

　前回のＳＪで、開始直後にむやみやたらに全力ダッシュしてしまい、お互たがいにかち合った二チームがいたのを、みんなよく覚えています。

　それは、レンのスタートポイントでもあった北部の森の中でのこと。

　二チームはすぐに戦せん闘とうになりメンバーを半分減らしてしまい、それ以後は半ば意地になって睨にらみ合いを続けた結果、側面からＭＭＴＭに襲しゆう撃げきされてあっさり壊かい滅めつしました。

〝最初の10分は絶対に無理をしない〟──、これがＳＪの定石です。

　そんな参加プレイヤーの中に一人だけ、あることに気付いた男がいました。

　彼は仲間を呼び止めて、

「なあ！　ひょっとしてだけど……、あれ、どっかから登れるんじゃないか？」

　そう言って指差す先に、斜め模様の城じよう壁へきがありました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　13時09分30秒。

　レンとフカ次じ郎ろうの左手首で、小さな腕うで時ど計けいが震ふるえました。毎回のスキャン30秒前に設定してあるアラーム機能が働いたのです。

　今、二人がいるのは、太い通りに面した家の脇わき。

　タイヤが全すべて外れて腹はら這ばいなっているトラックの陰かげにレンが、10メートルほど離はなれた家の壁かべ際ぎわに、道の反対側を警けい戒かいしながらフカ次郎が伏ふせていました。

　もし誰だれかが、太い道をのこのことやって来れば簡単に視界に収められる場所ですが、さすがにそんなボンクラなチームはありませんでした。

　レンは周囲の警戒に使っていた単たん眼がん鏡きようを目から離すと、

「こっちは敵てき影えいなし」

「こっちも全然。ヒマー」

「じゃあ、スキャンを端たん末まつ画面で見て。予定通り、すぐ近くにいたら一度全力で逃にげる」

「りょーうかい。とにかく片かたっ端ぱしから点を触さわって、名前を見てけばいいんだね。任せろ。アルファベットくらい読めらあ」

　サテライト・スキャンは、文字通り人工衛星からの地表の走査。

　上空を飛び去るまでの間、残っているチームリーダーの位置を白、全ぜん滅めつや降参したチームの最終位置を灰色で地図上に表示してくれます。

　やっかいなのは、この衛星の飛んでくる方角と、軌き道どう高度、つまり飛び去るまでの時間がまちまちということ。

　ゆっくりしたスキャンが自分達の反対方向から来ると、先に相手を見つけられるので有利であり、当然その逆は不利です。これはもう完全に運なので、果たしてどうなるか、始まってみるまで分かりません。

　今回は、光点に触れて名前を確かめる必要もあるので、早いスキャンだとさぞかし忙いそがしくなるでしょう。

　レンとフカ次郎が、端末のスイッチをオン。画面に地図が出ました。

　そして13時10分が訪れて、一回目のサテライト・スキャンが始まりました。

　それは真北から始まりました。地図の上から下、左から右へと、舐なめるようにゆっくりとしたスキャンでした。最初の一回だから、プレイヤーを焦あせらせない配はい慮りよでしょうか？

　よーし……。

　レンが、光った点を片かたっ端ぱしから触さわっていきました。ＰＭ４という表示を求めて。

　地図左上にあるのは、間ま違ちがいなく自分達でした。ＬＦでした。そして、すぐ近くに別の点はありませんでした。

　レンは安あん堵どの息を吐はきます。これなら、少なくともスキャン中に襲おそわれる可能性は低いでしょう。

　名前を覚えているチームとしては、右上、つまり北東方向にＭＭＴＭがありました。ちょうどレン達とは東に向かった反対側、北東の城じよう壁へき角の近くの雪山に。

　そしてスキャンはどんどん南下し、点は次々に増えていくのですが、触ふれても触れてもＰＭ４がありません。見つかりません。

　とうとう、30個の点を光らせました。

　どこだ？　どこだどこだどこだ？

　レンは、逸はやる気持ちを抑おさえながら点に触れていき、南西の角に、ＳＨＩＮＣを見つけました。自分達の真南です。

　そこから右へと点を片っ端から触れていくと──、

「いたっ！」

　最後の最後にとうとう見つけましたＰＭ４。ほぼ同時にフカ次じ郎ろうも認識したようで、

「〝午後４時〟めっけたよー！　いっちばん右下！」

　そんな声が耳に届きました。

「な……、なんてこった……」

　レンがそう呟つぶやいたのも、無理はありません。

　ピトフーイ達は、地図の南東の角にいたのです。

　つまり、レン達から、最も遠い場所に。

「くっそーおおおおおおおおおおっ！」




　レンが、フィールド中に聞こえるのではないかと思えるほどの大声で叫さけんだ瞬しゆん間かん、

「あらやだ。レンちゃん達はいっちばん遠くだわ」

　斜しや面めんに点在する岩の上に座っていたピトフーイは、のんびりと呟きました。

　その斜ななめ後ろで、

「…………」

　エムが、無言のまま端たん末まつを睨にらんでいました。




　同じ瞬間に、

「レン達は、北西の外れ。８キロ以上北だ」

　ボスが、複雑そうな顔で言いました。彼女たちは、住宅地の一角で警けい戒かい態勢を敷しいていました。

「どうします？」

　太い道の先を警戒しているのでスキャンを見ていないローザが、ＰＫＭを伏ふせて構えたまま訊たずねて、

「残念だが、闘たたかえるのは少し先になりそうだな。ひとまず、北東にいる直近のチームを叩たたく」

　ボスは、レンとの勝負を先送りにする決断を、瞬しゆん時じに下しました。




　同じ瞬間に、

「これは、優勝候補を意図的に四よ隅すみに散らしたな」

　端たん末まつ画面を見ていたＭＭＴＭのリーダーは、主しゆ催さい者しやの意図を理解しました。

　彼はスキー場のような雪山の緩かん斜しや面めんで、まばらに生える太い木を遮しや蔽へい物ぶつにして端末を見ていました。

　彼の後ろには、まるで万ばん里りの長ちよう城じようのように山の斜面を駆かけ上っている、クロス模様の城じよう壁へきが見えました。







　13時11分。

「どうして……。ああああ！」

　ＧＧＯ世界には、神も仏もいないのか。最終戦争で、美しい蒼あおい空と一いつ緒しよに、全すべて滅ほろぼされてしまったのか。それとも、こんな世界を見捨てて、引っ越こしたのか。

　曇くもり空を見上げて嘆なげくレンに、

「お嬢じようさん……、人生は、そう思い通りには、いかんのじゃよ」

　フカ次じ郎ろうが、訥とつ々とつと語りかけました。

「それでもおぬしは、ここまで来たじゃないか……？　儂わしは見ていたぞ？　違ちがうかの？」

「そうだね……。そうだよ」

　ならばやることは一つ！

　レンは強引に気持ちを切り替かえると、端末を胸むねポケットにしまって、人間離ばなれした素早さでフカ次郎の元へと駆け寄りました。

「移動方向は南東！　進しん撃げきの邪じや魔まになる奴やつらは一つずつ潰つぶすよ！」







　レンとフカ次郎が、町中を駆け抜ぬけていきます。

　スキャンで判明した最寄りチームは、大通りを南下したおよそ１５００メートル先。

　幸運にも、それ以外のチームはスタート地点からマップ中央に寄ったようで、ひとまず自分達の進しん撃げきルート上にいるのはこれだけです。

　こいつら邪じや魔ま！　次のスキャンまでには全ぜん滅めつさせる！　そして、一気に町を抜ぬけてドームへ！

　レンは駆かけました。

　荒あれているとはいえ舗ほ装そう道路。レンの俊しゆん足そくを生かせる最高の足場です。

　まずはレンが２００メートルほど猛もうダッシュして町中を進み、やがて掩えん蔽ぺい物ぶつを見つけてしゃがみます。

「よし、クリア」

　そして後ろにいるフカ次じ郎ろうに指示。

　彼女は構えていたＭＧＬ─１４０を下ろして、両りよう脇わきに挟はさんで暴れないようにしながら、レンの後を追いかけます。

　そして追いつかれたレンは、再び猛ダッシュ。

　途と中ちゆうにレンが敵を見かけたら、即そく座ざに攻こう撃げきは──、しません。

　そんな必要はないのです。すぐに身を伏ふせたり、回転したり、遮しや蔽へい物ぶつの陰かげに転がり込んだりして、とにかく撃うたれることを避さけます。

　その際、相手に発見されていなければこっちのもの。こっそりとフカ次郎を呼び寄せ、先手を打って一いつ斉せい攻撃です。

　もし見つかっていても、被ひ弾だんさえしなければ同じこと。素早く撤てつ退たいして、一度状態を仕切り直して、やはりフカ次郎とコンビを組んでの攻撃。

　とにかく、〝相手がどこにいるか分からない〟ということが恐きよう怖ふであり、戦せん闘とう中以上の緊きん張ちようなのです。

　それはもちろん、向こうにとっても同じ。

　会敵するまでの緊きん迫ぱく感かんは、銃じゆう撃げき戦せん中のそれとはまったく違ちがいます。戦闘中なら相手に向けて銃をぶっ放していられるので、かえって気持ちがいいくらいです。

　おまけに今いる場所は、隠れる場所ならいくらでもある町中。

　その家の陰にいるのではないか？　あの家の窓まどから狙ねらわれているのではないか？

　疑い始めたらキリがありません。そして、体が動けなくなります。

　ほらほらどこだ？　見つけてやるぜ！

　恐怖を大だい胆たんさで押おし隠して、自分の目と移動速度を頼たよりに、レンは進み続けました。

　針山の上の綱つな渡わたりのような時間が過ぎて、目標までの半分ほどの距きよ離り、８００メートルほどを移動したときでした。

「いたっ！」

　幸運は、レンの味方をしました。

　ちょうど足を止めて警けい戒かいに当たった四つ角、その曲がった先をちらりと覗のぞいたとき、１５０メートルほど向こうに、敵チームを見つけたのです。

　彼かれ等らは、十字路に陣じん取どっていました。見える範はん囲いで四人が、廃はい車しややゴミ箱の後ろでべったりと伏ふせてアサルト・ライフルを構え、その路地にやってくる人間を待ち伏せていたのです。

　まだチーム残数が多い今では、こうして防ぼう御ぎよ的てきな行動をするのは理にかなっています。うかつに動き回るより、網あみにかかった敵を仕留める方が。

　実際、レンがもしこの通りを渡わたっていたら、発見されて撃うたれていたことでしょう。当てられたかはさておき。

「見つけたよ。ゆっくりと来て」

　レンは報告しながら、ゆっくりと後退しました。もちろん、何か動くものを見つけたら即そく座ざにＰ９０を発はつ砲ぽうできる体勢で。

　やって来たフカ次じ郎ろうと合流すると──、しかし、グレネードやフルオート連射で全ぜん滅めつしないように10メートルは距きよ離りを開けて、敵の待ち伏せ位置から見えないように、じんわりと近づきます。

　時間は13時16分になろうとしています。次のスキャンまでには全滅させたいところです。

　残り４分もありませんが、銃じゆう撃げき戦せんは突とつ然ぜん始まり突然終わるのが常ですから、計画通りにいけば間に合うでしょう。

　レンは、細い道を挟はさんだ場所にある一軒けんの平屋を指差して、

「あの家！　その向こうの道を左に曲がって、50メートルくらい先の太い道との交差点が敵陣地」

「りょーかい。ほっほー、興こう奮ふんしてきたね。待ち伏せ妖よう精せいめ、グレネード妖精がぶっ殺してあげる」

　フカ次郎の楽しそうな声。

　この先は、作戦を説明しなくても大だい丈じよう夫ぶです。

　レンがこっそりと家の反対側から近づいて、フカ次郎はやや安全な場所から射撃準備。レンからの指示で、グレネードをぶちかまします。モンスター相手に、何度もやったコンビネーションです。

　この距離なら大きく外しようがなく、６発のグレネードは彼等の周囲で次々に炸さく裂れつするはず。混乱に乗じて、数十メートルならレンでも十分狙ねらえる距離なので、Ｐ９０で狙そ撃げき。

　相手の数が少なくなったら、または逃にげ出したら、突撃しつつ仕留めていきます。

　もちろん、死にものぐるいの相手に撃たれる危険性はあります。たまたま撃たれた１発が脳のう幹かんや脊せき髄ずいに当たって、大ダメージの即死認定を食らうかもしれません。

　でも、それを危険だからと避さけていたら、銃撃戦の勝利などないのです。無む謀ぼうと大だい胆たんを混同してはいけませんが、攻こう撃げきなくして勝利はありません。

「おっけえ、まかせてー」

　フカ次じ郎ろうがゆっくりと家に近づいて、曲がり角の射撃ポジションに着くのを、レンは後方を警けい戒かいしながら待ちました。万が一、敵がチームを分割していたり、別チームが電光石火の速さで来ていたときのことを考えてです。

　しかしそんなことはなく、

「もうちょっと」

　フカ次郎は壁かべ際ぎわを抜ぬき足差し足で進んで、絶好の位置に今まさに着こうとして、

「ん？」

　怪け訝げんそうな声にレンが顔を向けた瞬しゆん間かん、フカ次郎の足下で手しゆ榴りゆう弾だんが炸さく裂れつしました。




　くぐもった爆ばく発はつ音おんと、

「へひゃっ？」

　素すっ頓とん狂きようなフカ次郎の声を聞きながら、レンは見ました。

　壁際を進んでいたフカ次郎が、足を掬すくわれるように後ろにひっくり返った様子を。

　その理由は、レンには一いち目もく瞭りよう然ぜんでした。

　罠わなです。

　家の角に細い糸が張られていて、誰だれかがうっかりと通ると、小型手榴弾が炸裂する仕し掛かけになっていたのです。自分もモンスター狩がりのときに何度も何度も使った、簡単で効果的なテクニック。

　防ぼう御ぎよ陣じん地ちを敷しいたチームは、自分達が建物の陰かげから撃うたれることもちゃんと考えて、近くの交差点の周囲に罠をしかけておいたのです。

「……ああっ！」

　レンは、己おのれのミスに気付き、そして自みずからを呪のろいました。

　かつてエムに言われたことを、自分はフカ次郎に言い忘れていたのです。

　グレネードを使ったブービートラップに気をつけろ、と。




「うひゃ！」

　背負ったバックパックから地面に落ちたフカ次郎には、両足の臑すねから先がありませんでした。

　黒いタイツの足の先では、赤い被ひ弾だんエフェクトがチラチラと煌きらめいています。爆発の威い力りよくによって、両足とも千切れてしまったのです。

　レンの視界の左上には、自分と、仲間のヒットポイントゲージが見えます。

　レンはもちろんフルに残っているグリーン状態ですが、フカ次郎のそれはぐーんと減っていって、四分の三ほどになって止まりました。

　両足欠損でもその程度のダメージですむフカ次じ郎ろうの頑がん丈じようさに感動しましたが、それに浸ひたっているヒマなど、レンにはありません。

「ごめーんっ！」

　謝るフカ次郎の声を聞きながら、レンは猛もうダッシュです。

　選せん択たく肢しは二つありました。

　一つは、動けないフカ次郎を置いて全力で逃にげて、ＳＪ２をたった一人で続ける。

　一つは、優ゆう秀しゆうな支し援えん火力を持っている彼女を、なんとしても助ける。

　レンは、後者を選択していました。迷いなどありませんでした。

　ＶＲゲームにおいて、キャラクターの指や四肢が千切れる欠損状態は、ずっとそのままではありません。おおよそ２分で、元に戻もどります。そうでないと、運悪く足をなくした時点で、まったく遊べなくなってしまいますから。

　しかし、50メートル向こうにいる敵チームが、

「わあい！　罠わなにかかったよ！」

　などと喜んで、２分以上待ち伏ぶせを続ける、などということは絶対にないでしょう。

　全員ではないかもしれませんが、ここぞとばかりに陣じん地ちから飛び出てきて、危険を覚かく悟ごで向かってきているはずです。もうすでに。

　レンは他のトラップに注意しながらフカ次郎に駆かけ寄ると、近くにあった、家の玄げん関かんドアを引っ張り開けました。

　室内が見えて、そこにトラップがないか確認して、

「ごめんよおおおお！」

　申し訳なさそうな顔をしたフカ次郎のバックパックを両手で摑つかむと、

「たーっ！」

　叫さけびながら渾こん身しんの力を込めて、彼女の体を家の中にずりずりと引っ張り込みました。そして、最大限の俊しゆん敏びんさでドアを閉めました。

　そのわずかな瞬しゆん間かんに、戦せん闘とうを探してうろつき回る中ちゆう継けいのカメラ、その位置を示す赤いマーカーが自分を見下ろしているのに気付きました。

　家の中はカーテンが閉められているので薄うす暗ぐらく、どうやらキッチンとリビングがあるらしい、としか分かりません。

　それでもレンはフカ次郎を強引に引っ張って、部屋の中央までやってきました。カメラは、室内までは追ってきませんでした。

　そして数秒後に、ドヤドヤと足音が聞こえてきました。それは家の外からで、それが誰だれのかは、悩なやむまでもありません。

　足音の賑にぎやかさから、最低でも三人、どうやらそれ以上のようです。

「ごめんよー！　私を置いて逃げろよー！」

　先のない両足を前に投げ出して座るフカ次じ郎ろうが、顔を捻ひねって言ってきましたが、

「死んだらね」

　レンはそれだけ答えました。

　やがて、

「いないっ！　死んでない！」

「逃にげたかっ？」

　緊きん迫ぱく感かんのある男達の声が、室内にまで聞こえてきました。どうやらこの家は相当の安やす普ぶ請しんのようです。おかげでレンは、かなり助かりました。

「いや、トラップには完全にひっかかったはずだ！　歩けるわけがない！」

　見えませんが分かります。男達は家をやや遠目から取り囲んでいるのでしょう。銃じゆうを構え、銃口と視線の向きを同じように動かしながら。

「仲間が背負って、通りの向こうに逃げたか？」

「いや、見えなかった！」

「そんなヒマあるか！」

「じゃあ──」

「ああ、他に考えられない！」

　そりゃあ、気付くよね。

　レンは、不思議と落ち着いたまま、思いました。

「この家の中だ！」




「レン、逃げろ逃げろ。ここは私がなんとかする」

　フカ次郎が小声で言いましたが、無理でしょう。立って歩けない状態では、なんとかするといっても、ここで撃うちまくるしかありません。

　しかしフカ次郎のグレネード・ランチャーは、射手や仲間を傷つけないために、発はつ砲ぽうしてから20メートル以上飛ばないと炸さく裂れつしないのです。この家の室内は、長い場所でも10メートルもありません。

　では外に向けて撃ったら？　窓まどガラスはぶち破るかもしれませんが、それでは狙ねらえません。

　じゃあサイドアームの拳けん銃じゆう１丁で闘たたかえるかというと、可能性はゼロではありませんが、動けない身ではそうとう無理な話。

「フカ……、ここにいて。できる限り、伏ふせていて」

　レンは、Ｐ９０を握にぎる手に力を込めながら言いました。

「今から、周りの連中殺してくるから」

「えー？」

　暗いのでよく分かりませんが、恐おそらくぽかんとしているフカ次郎に、レンは、

「ＳＪ優勝者の実力、ちょっと見せてくる」







　酒場では、開始早々に、かなりの盛り上がりが生まれていました。

　中ちゆう継けい映像を見ていた観客には、戦せん況きようが手に取るように分かります。

　前回優勝のレンを含ふくむチームが、簡単なブービートラップにまんまとひっかかって、狭せまい家の中に閉じ込められているのです。

　その家を、空中から俯ふ瞰かんするカメラが、二人の置かれた絶望的な状況を映しています。

　一軒けんのボロい家。それを取り囲む、待ち伏ぶせ陣じん地ちから飛び出してきた六人の男達。

　彼かれ等らの武装は、５．５６ミリの《Ｍ１６Ａ３》アサルト・ライフルがお揃そろいで４丁。

　９ミリ拳けん銃じゆう弾だんのサブマシンガンである《ＵＺＩ》。

　そして《イサカ　Ｍ３７》という、１２ゲージ口径、ポンプアクション式ショットガン。

「おいおい、優勝候補がここで負けるのか？　そりゃねーよ！」

　誰だれかが、中継画面に向けて叫さけびました。それは、観客全員の代弁でした。

　六人の男達が、それぞれ３メートルほどの間かん隔かくをあけて、家を扇おうぎ状じように囲みました。反対側には仲間を配置しません。ガラスや壁かべを貫つらぬいた弾丸が、味方に当たる可能性があるからです。

「連中、バカじゃないな。今回が初出場の敗者復活チームだっけか？　ここで勝ったら、大金星だな」

「勝負は非情だよ。二人じゃどだい限界があるんだ。六人チームなら、残りの四人が今いま頃ごろアイツらを撃うてた」

「もうダメか……」

「いや、俺おれのレンちゃんがこんなところで負けるわけがないだろ？」

「うん、いつからお前のになったんだ？」

　緊きん張ちよう感かんがあるのかないのか分からない観客の目の前で、大きなモニター画面の中で──、

　六人が銃を構え終えました。一いつ斉せい射撃の準備完了。

　リーダーらしきＵＺＩ使いの男が、左ひだり腕うでを大きく上げました。そしてそれを振ふり下ろした瞬しゆん間かんに、六つの銃口が火を噴ふいて、発はつ砲ぽう音おんがスピーカーから響ひびいて、

「ああっ！」

　観客の悲鳴にも似たどよめきが、それに被かぶさりました。

　彼等は見たのです。

　銃弾が家のガラスをぶち破る前に、それが中から弾はじけて、ピンク色の物体が飛び出してきたのを。
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　室内の奥おく行ゆきを全すべて使って助走をとったレンは、そのままの速度で跳ちよう躍やくしながら、カーテンへとぶち当たっていきました。顔だけはＰ９０でガードして。

　ガラスを破りぼろぼろのカーテンを引き裂さきながら、レンは明るい外の世界に出ました。まだ空中にいるうちから獲え物ものを探して、

「いた」

　左下でＵＺＩを撃うちまくっている男を、最初のターゲットにしました。




　画面の中で、ピンクの塊かたまりは人の形になりました。そして右手を伸のばして、その先に握にぎられていたピンクの物体が、火を噴ふきました。

　空中からの発はつ砲ぽうで、ＵＺＩを腰こしに構えて撃ちまくっていた男の頭に、赤い被ひ弾だんエフェクトがいくつも生まれました。

　男は顔と頭の左側に５発の５．７ミリ弾を食くらって、そのまま右へと倒たおれていきます。

　倒れながらも撃っていましたが、やがて弾たま切ぎれで射しや撃げきは止まって、その体の上に【Ｄｅａｄ】のマーカーがピコン、と点てん灯とうしました。




　次！

　着地したと同時にレンはくるりと前受け身をとって、その移動速度を一切落としませんでした。三回転してから起き上がると、目の前１メートルにＭ１６Ａ３を持った男がいて、今まさに自分へと振ふり向こうとしていました。

　その必要はない。

　レンはＰ９０を持った右みぎ腕うでをピンと伸ばして、振り向きつつあった男の横顔に、Ｐ９０の熱い銃じゆう口こうを押おしつけました。




「二人目！」

　酒場では、カウントが始まっていました。

　ピンクのチビ、いえ、前回優勝者のレンが、人間がどうにか目で追えるぎりぎりの速度で暴れ回っています。

　ほとんど刺し殺さつ同然の射撃で二人目を屠ほふった後、すぐさまその向こうにいた男へと狙ねらいを定め、なおかつ二人目の体を遮しや蔽へい物ぶつにして発砲。

　０．５秒ほどの射撃で、男の胸むねから顔から頭から、被弾エフェクトを煌きらめかせました。

「三人目！」




　四人目のターゲットは、今殺した三人目のすぐ後ろでした。

　背の高い男で、慌あわててＭ１６Ａ３の長い銃身をこっちに向けようとしていました。

　近いから撃うたなくていいか。

　レンは思いながら、３メートルの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで詰つめました。




　酒場のプレイヤー達には、

「あれ？」「え？」「おっ？」

　レンが撃たなかった様子が見えていました。

　ピンクのチビは神速とも言える早業で距離を詰めると、そのまま足からスライディングをしたのです。男の銃じゆう口こうの下を、そして両足の間をすり抜ぬけて反対側に。

　どうして撃たなかったのか？　これから撃つのか？

　観客の疑念は、すぐに晴れました。

　Ｍ１６Ａ３が、持ち主の手から離はなれて落ちたからです。

　背の高い男は、『ムンクの叫さけび』に描えがかれた人間のような顔をして、しかし両手は耳ではなく、股こ間かんに当てたのです。

「え？」「うっ」「げっ！」

　酒場の観客は、急にズームアップした映像で、ようやく理解しました。

　男の股間で、押おさえた手の下で、真っ赤な被ひ弾だんエフェクトが賑にぎやかに煌きらめいているではありませんか。

　そして、カメラが少し下がると、そこには左手でＰ９０を支え、右手には黒いナイフを逆手に持ったレンの姿が。

　レンがくぐり抜けざまにナイフを抜いて、その勢いで股間を縦たてにザックリと切り裂さいていった。

　早すぎて見えなかった行動が分かった瞬間、

「…………」

　観客の男達は全員、恐きよう怖ふで目を開き背筋を震ふるわせました。股間を押さえる者もいました。

　ＧＧＯはどこまでいってもＶＲゲームですから、いくら感覚があるとはいえそれは架か空くうのもの。当然ですが、その痛みは、現実のそれとはかけ離れています。

　たとえ撃たれても、その場所がじーんと痺しびれるように感じるくらい。鍼はりや指圧でツボを押された痛みに、よく例えられます。

　しかし──、

　どんな世界にも、男の最大の急所を指圧したり鍼を打ったりする施せ術じゆつ者しやはいないでしょう。

　画面の中の背の高い男が今何を感じているか、誰だれにも分かりません。

　アミュスフィアには安全装置があるので、耐たえられないほど痛い、ということはないはずですが、それにしても未知の世界のはず。

　あの顔を見るに、それまでの人生で経験したことのない感覚を味わっているのでしょう。いえ、味わわされているのでしょう。

　両手で光る股こ間かんを押おさえている男に、レンは後ろから飛びかかるように近づいて、その無防備な首筋にナイフを突つきつけました。

　刃は渡わたり20センチのナイフが、男の首に吸い込まれ、反対側にその先せん端たんを覗のぞかせました。

　すぐに引っこ抜ぬいて、それを腰こしの後ろに戻もどして、スリングで提さげていたＰ９０を右手に持ち替かえて──、

　映像の早回しのようにそれらを一いつ瞬しゆんで終えたレンが、次の目標へと走り出します。

　レンが画面の外に消えてから、男が前のめりに倒たおれました。棒のように倒れて顔面を強打しましたが、痛みなど感じなかったでしょう。【Ｄｅａｄ】のマーカーが点てん灯とうし、

「よにん、め」

　静まりかえった酒場で、誰だれかがどうにか漏もらしました。




　あと二人！

　レンは家の壁かべの脇わきを駆かけました。視界の左側を、ぼろぼろの壁が恐おそろしい速度で流れていきます。

　もう、見える範はん囲いに敵はいません。すると、この先の角を曲がった向こう側にいるはず。

　飛び出すか止まるか悩なやんでいる瞬間に──、

　あ、嬉うれしい。

　向こうから来てくれました。

　レンが進む家の角から、Ｍ１６Ａ３の銃じゆう口こうだけが見え始めて、

「どんな場所からも、銃口だけを出しちゃだめよ、レンちゃん」

　ピトフーイの声が脳内でフラッシュバックしました。

　レンは、急ブレーキをかけつつ、Ｐ９０を握にぎっていない左手を伸のばしました。




　わざわざ左ひだり肩かたに構え直すまでした男でしたが、家の角から銃口を出したのは完全にミスでした。俯ふ瞰かん視点で映像を見ている酒場の観客には、そのことがよく分かりました。

　まるで地じ獄ごくに引きずり込まれるように、その銃口が握られて引っ張られて体勢を崩くずされて、

「五人目か……」

　その目の前にはＰ９０の銃口。

　ぱららっ、と乾かわいた連射音が響ひびきました。男にその光が見えたのか、それとも恐きよう怖ふで目をつぶったかは、画面では分かりません。

　顔中を撃うたれて【Ｄｅａｄ】マーカーをつけた男を突き押して、ピンクの殺さつ戮りくマシーンが飛び出してきました。

　次の瞬間、重い発はつ砲ぽう音おんが響いて、家の前の舗ほ装そう路面でいくつもの弾たまがはじけました。

　最後の一人の武器は、Ｍ３７ショットガン。

　使った弾たまは《ダブルオーバック》と呼ばれる鹿しか猟りよう用の散さん弾だんで、直径８ミリほどの鉛なまり弾だまを、９発いっぺんに発射できます。これと、大おお粒つぶの１発弾である《スラッグ》が、ショットガンでの対人戦せん闘とうでの定石。

　散弾なので弾の群れは広がっていくのですが、男の一射目はレンの後ろで全部外れました。

　Ｍ３７を持った男は、じゃこん！　とポンプアクションをしてショットシェルの撃うち殻がらを下にはじき出し、次弾を装そう塡てん。横にすっ飛んでいくピンクのチビに向けて狙ねらいを定めて──、

　撃ったときには、もうそこにはいませんでした。

　５メートルほどの道を瞬しゆん時じに渡わたりきったレンは、そのまま向こう側の家の陰かげに隠かくれてしまったのです。ワープでもしたのかと思えるほどの速さでした。飛び出した散弾は、家の壁かべにいくつもの穴を穿うがちました。

　じゃこん！

　再びのポンプ音。

　こん、ころころころ。

　そして撃ち殻が地面に落ちて転がる、乾かわいた音。




「あの散弾銃男……、なかなかやるじゃんか」

　酒場で、観客の誰だれかが言いました。周囲で、同意して頷うなずく者がいました。

　ショットガンは、リアルでもＧＧＯでも、近きん距きよ離りではかなり強力な銃です。理由は言わずもがな、複数の弾が広がりながら飛んでいくから。

　散弾のバレット・サークルは、まるで魔ま方ほう陣じんのような、大きな円状に広がる小さな円の集まりになります。逆にバレット・ラインは、一いつ斉せいに襲おそってくる複数の線になります。

　一粒の散弾が与えるダメージは拳けん銃じゆう弾だんと同じでそれほど大きくないのですが、〝ほぼ一斉に命中する〟という特性が恐おそろしいところ。撃たれた者は、体中を同時に押おされて、体勢を大きく崩くずされます。

　仰のけ反ぞったところを次々に散弾の雨で撃たれ続ければ、何も反はん撃げきができないまま死亡ということだってあり得るのです。

　散弾の有効射程は短く、弾種にもよりますが概おおむね50メートルほどの近距離。しかし、今男とレンが対たい峙じしているのは、それよりもずっと短い距離。

　男のＭ３７は、銃身の下にあるチューブ式弾だん倉そうが銃口まで延長されたタイプ。フルに装塡すれば８発撃てるはず。家に１発撃っていますので、残りは５発。

　しかもこのＭ３７、〝引き金を引いたままポンプアクションを繰くり返す〟ことで連射ができます。容よう赦しやのない弾の雨あめ霰あられという意味では、レンのＰ９０にも負けていません。まだまだ勝機はあります。

　男にも、それが分かっているのでしょう。だからこそ身を隠さず、レンが隠れた場所へ、狙いを付け続けているのです。

　Ｍ３７のストックをべったりと頰ほおにつけて構えるその顔に、真しん剣けん勝負の恐きよう怖ふと緊きん張ちようと、そして嬉うれしさと楽しさが覗のぞいています。

「これは……、面白い」

「どっちだ？　どっちが勝つ？」

　先ほどまでの数秒の狂きよう乱らんが、一気に静かな対たい峙じに変わりました。酒場の観客達は、固唾かたずを飲んで見守りました。

　ピンクのチビが飛び出してきて、このチーム全員を、最後の一人を屠ほふるのか？

　それとも、このショットガン使いが一いつ矢し報むくいて、大おお番ばん狂くるわせを見せるのか？

　１秒１秒が何倍にも感じられる時間が過ぎて──、

　ぽごん。

　変な音が聞こえると同時に、男が突とつ然ぜん、首の角度を変えました。そして、空に向けてＭ３７をぶっ放すと、その銃は反動で、右手から離はなれていきました。

　男は、ふらふらとその場で蹈鞴たたらを踏ふむと、ぼてん、と横に倒たおれました。

　同時に家の陰かげからレンが現れて、小走りで男に近寄って──、

　ぶすり。

　しゃがみながら首筋にナイフを突つき立てて、その男を死体へと変化させました。お子様ランチに旗でも立てるかのような、気軽で身軽な動きでした。

　ナイフを腰こしの後ろにしまいながら、そして何かを喋しやべりながら、レンが笑顔を向けた先──、カメラもそこへと狙ねらいを動かしました。

　それは家の壁へき面めんで、そこにある窓まどが薄うすく開いていて、フカ次じ郎ろうの笑顔と、40ミリの凶きよう悪あくな銃じゆう口こうを覗かせていました。

「えっと……、つまり？」

　状じよう況きようがよく分かっていない観客のためにか、画面がリプレイになりました。

　別角度からの映像が流れ、皆みな、何が起きたのか、大変によく分かりました。

　窓際に這はい寄ってきたフカ次郎が、こっそりゆっくり窓を開けると同時に、グレネードをぶっ放したのです。

　その距きよ離り、わずか５メートルほど。

　近過ぎるので40ミリグレネードの弾だん頭とうは爆ばく発はつしませんでしたが、その重量がもたらす運動エネルギーが、ショットガン使いの頭を斜ななめ後ろからぶん殴なぐったのです。グレネードは彼の足下に落ちて、ころころと転がりました。

「えげつねえ……」

　誰だれかの漏もらした言葉が、観客の代弁となりました。

　銃で撃うったり刃は物もので刺さしたりする方が絶対に凶悪なはずなのに、〝重量物を頭にぶつける〟方が痛そうに見えてしまう不思議。

　レンが家の中に入ったので中ちゆう継けい画像は別の戦せん闘とうに切り替かわりましたが、酒場の興こう奮ふんはレン達に向いていました。

「すっげえ！　やっぱり優勝候補だな！　トトカルチョがあったら絶対に賭かけてたぜ！」

「あの相棒女……、ナイスガッツだな！　痺しびれたぜ！」

「レンの無造作に首を刺すあの動き、こえーよ。見た目が女の子だからなおさらだ！」

「お前ら見たか！　アレが俺おれのレンちゃんと、その相棒の力だっ！」

「ああ、すげーな。──でも、二人ともお前のじゃねえよな」
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　第七章　「キルド・イン・アクション」







　時間は、少し戻もどります。

　レンが待ち伏ぶせに気付いた頃ころ──、

　最初のスキャンでターゲットを決めたチーム達の戦せん闘とうが、フィールドのあちこちで同時多発的に起こりました。

　花火大会の始まりです。







　マップ中央北部の丘きゆう陵りよう地帯では、幅はば４００メートルほどのなだらかな谷を挟はさんで、戦闘が始まりました。

　しかし、銃じゆう撃げき戦せんにはなりませんでした。そこにあったのは、一方的な銃撃、でした。

　片や、黒ずくめの服装に、有効射程２００メートルほどしかないサブマシンガンだけのチーム。初期の警察特とく殊しゆ部隊ＳＷＡＴを思わせる、〝室内戦闘なら〟かなり強そうな男達。

　片や、有効射程８００メートルを誇ほこる７．６２ミリ口径マシンガンを、３丁も揃そろえたチーム。ちなみに残りの二人も、５．５６ミリ口径マシンガン。

「やっちまえええええ！」

「ひゃはああああああああ！」

　全日本マシンガンラバーズ、表示略りやく称しよう《ＺＥＭＡＬ》の三人は、斜しや面めんにどっかりと腰こしを下ろして、ここぞとばかりに撃うちまくっていました。

　得物は《ＦＮ・ＭＡＧ》、《Ｍ２４０Ｂ》──この二機種はほとんど同じ、後者は前者を元にした改良版であり、姉妹みたいな銃です。そしてもう１丁が《Ｍ６０Ｅ３》。全すべて７．６２ミリ口径。

　前回のＳＪ開始直後、レンにこれでもかと銃弾を降り注いで、結局１発も当てられなかった銃達です。

「マシンガーン！　やっぱりたのしーなー！」

　撃ちまくる彼かれ等らの爽さわやかな笑顔と、銃から弾はじき出される大量の空から薬やつ莢きようが、曇くもり空の下で輝かがやいていました。

　さすがに、前回ＳＪの後に電話で話した〝筋力値を上げて両手で２丁マシンガン〟というバカはやっていません。

　彼等はあれからそれなりに経験値をつみ、それなりに真面目まじめに頑がん張ばりました。おかげで、射撃精度も向上しています。

　さらには、〝チームプレイ〟という新しい言葉も覚えました。

「よーし、もうちょっと右だ！　──そのへん」

　愛あい銃じゆうが５．５６ミリ口径なので若じやつ干かん射程が足りない二人が、観測役を務めているのです。双そう眼がん鏡きようで命中箇か所しよや曳えい光こう弾だんの光を観測して、撃うっている仲間に指示を与えていきます。

「よっしゃまかせろー！」

　彼かれ等らはそこへと、遠えん慮りよ容よう赦しやのないフルオート連射。

　正直、無む抵てい抗こうの相手を仕留めるだけならそんなに撃たなくてもいいのに、〝弾代節約〟という言葉は、まだ彼等の頭の中にはないようです。ついでに〝武士の情け〟という言葉も。

　銃弾は横よこ殴なぐりの鉄の雨になって、谷の上へ下へと逃にげ惑まどう黒服達を、次々に貫つらぬいていきました。

「こんなの勝てるかボケーっ！」

　自分達に不利な地形から一刻も早く逃げだそうと、がむしゃらに最短距きよ離りを取ったことが彼等の徒あだになりました。

　こんな状態ではなすすべもなく、哀あわれ黒ずくめチームは、

「くっそーっ！　室内だったら絶対に負けなかったのにっ！」

　何もいいところを見せることができないまま一方的に撃たれ続け、ピコンピコンと【Ｄｅａｄ】マーカーを点てん灯とうさせて、やがて全員が死体になってしまいました。







　同じとき──、

　北東部の雪山では、とあるチームが闘たたかっていました。

　彼等のチーム表示は《ＺＡＴ》。これは〝散ざん切ぎり頭の友〟の略で、某ぼう特とく撮さつ作品の地球防衛組織とは、全然関係ありません。明めい治じ維い新しんとも、まったく関係ありません。

「敵です！　斜しや面めんを登っているときに、敵に遭そう遇ぐうしました！　スキャンの名前によると、ＭＭＴＭという、前回三位の強きよう豪ごうチームです！　撃たれました！　一方的に、かつ的確に撃たれました！」

　ＺＡＴの一人が、雪の緩かん斜しや面めんに埋うもれるように伏ふせながら、独り言を叫さけんでいました。

　茶色迷めい彩さいの戦せん闘とう服ふくを着た彼は頭にヘルメットを被かぶっていて、そのヘルメットには、前にも後ろにも横にも、ボタン電池ほどの超小型ビデオカメラが貼はり付けられています。

　伏せたせいで雪の中に完全に埋まい没ぼつしている銃は、自衛隊の使うアサルト・ライフル《８９式５．５６ミリ小銃》です。それも、陸上自衛隊の空くう挺てい部隊や戦車兵などに支給されている、折りたたみ式ストックバージョン。

　ＧＧＯにある日本製のアサルト・ライフルは、これと《６４式７．６２ミリ小銃》シリーズの二種類だけ。いろいろと悪評のある６４式はさておき、８９式は評価が高い銃です。

　この種の銃じゆうとしては反動がとても小さいという長所があって、おかげでセミオート連射に強く、命中精度もなかなかです。値段の高さという欠点があっても、愛用者は多いです。

　もちろん日本サーバーのプレイヤーにとっては、〝祖国の銃だ！〟という愛着もあるはず。

「なんとか撃うち返します！　どりゃあ！」

　そう叫さけびながら、男は８９式だけを片手で持ち上げて、斜しや面めんの上へとセミオートで３発を発はつ砲ぽう。銃口周囲に詰つまっていた雪を吹ふき飛ばしながら、弾だん丸がんがすっ飛んでいきました。

　その８９式にも、銃身の脇わきに前を向いて、そして自分を向いて小型カメラが貼はり付けられていました。

「当たったかな……？　全然分かりません！　対人戦せん闘とうはやっぱり怖こわいです！　ちびりそうです！」

　男が喋しやべる声は、喉のど元もとに装着されたマイクに拾われていました。

　ひたすら喋るこの男は、《ゲーム実じつ況きよう》を楽しんでいるプレイヤーでした。

　それは、自分がゲームで遊ぶ様子をネットで中ちゆう継けい、または録画・編集して配信する行こう為いのこと。そういった動画は、実況プレイ動画と呼ばれます。

　そのままのシーンを流すだけの人もいますが、弁が立つ人はゲーム中や編集中に、視聴者が喜ぶような面白い音声やテロップを付け足します。まるでバラエティ番組のように。

　これまで男は、そして実況されてもいいよと組んだＺＡＴの仲間は、ＧＧＯでモンスター狩がりをしていました。

　ＧＧＯならではのＳＦチックで超巨きよ大だいなモンスターをみんなで協力して狩る様子を、カメラマン兼けん実況者になった男が撮とって喋って編集して、動画投とう稿こうサイトに流していたのです。

　似たようなことをしている人はたくさんいるのですが、それなりに愛あい嬌きようのある彼の動画は、そこそこの人気を集めていました。

　一方、対人戦闘ですが──、

　今までそんな実況プレイ動画を上げたことは、一度もありませんでした。

　対人戦闘は、ＧＧＯ内でもいつ起きるか分かりません。決闘の約束でもすれば別ですが。

　もし起きたとしても、映されたプレイヤーに無断でアップするのは、〝アバター・プライバシー〟の侵しん害がいにもなります。彼かれ等ら全員に確認を取ればいいのですが、それは正直面めん倒どうです。

　しかし、ＳＪ２なら話は別。

　公式の中継映像が出回るので、プライバシーの問題はありません。しかもそれは空中からのカメラで、台詞せりふもほとんど入りません。一方彼が撮る映像は一いち人にん称しよう視点であり、楽しい台詞入り。

　生中継はできませんが、録画は禁止ではありません。いっちょ迫はく力りよくのある対人戦闘の動画を撮ってみようぜと、こうして仲間達と共にＳＪ２にエントリーしてみたのですが──、

「ここから動けるかどうか……、試してみます！」

　びゅん。

「うひゃあ！」

　持ち上げた頭のすぐ上を走る赤いバレット・ラインと、直後にラインを消しながら飛んでくる銃じゆう弾だんに、

「無理でーす！」

　男は伏ふせたまま一歩も動けなくなってしまいました。

　雪に横顔をつけているので、空と雪しか見えません。ゲームの中で助かりました。リアルだったら、間ま違ちがいなくしもやけです。

　男は実じつ況きようしなければならないので、いえ、別に義務ではないのですが録画している動画のために──、通信アイテムを装備していませんでした。よって、いきなりの銃撃ではぐれた仲間達とは、一切の意思疎そ通つうができません。

　たたたたん。たたたたたん。

　二度三度、周囲に、雪の山に、小こ太だい鼓こを連打するような発はつ砲ぽう音おんが鳴り響ひびきました。雪で吸収されるので木こ霊だまは少なく、赤みがかった灰色の空へと消えていきます。

　無む駄だな弾たまは一切撃うちそうにないＭＭＴＭです。その証しよう拠こに、視界左上の仲間のヒットポイントゲージがぐーんと減って、ゼロになりました。

「あ！　今、仲間が一人死にましたー！　ベンジャミンが！　いいヤツだったのに！　僕ぼくと彼とはリアルでも高校からのつきあいで、一いつ緒しよにゲームを続けてきたのに！　ベーン！」

　たたたん、たたたたたん。

「ああっ！　カーサのヤツが！」

　たん、たん、たん、たん。

「ケーニッヒ！　くそう！」

　たたたん。

「フロストまでっ……！」

　たん。

「山やま田だーっ！」

　仲間達の戦死を実況している間に、とうとう残っているのは自分だけになって、リーダーマークが移ってきました。

「な、なんとしてもここから移動しないと、僕も鬼き籍せきに入ることになりますが──」

　実況しながら少しだけ頭を上げた瞬しゆん間かん、その３センチ上をラインが走り、びゅん、と弾丸が通り過ぎていきました。

「うひっ！」

　男は再び、雪に頭ず突つきを食らわすような勢いで伏せました。

「ああ……」

　もう動けません。どこから狙ねらわれているのかまったく分からぬまま、敵の姿を１ミリも映像に捉とらえないまま、ここで動けなくなってしまったのです。

　男は、語り始めました。

「いま……、この映像を見ている……、全すべての人へ……。僕ぼくは、もうここから動けません。仲間は、みんな殺されました。僕も、もうダメでしょう。弾たまに当たって、死んでしまうのでしょう。雪の中で、冷たくなるのでしょう。こんなときに思い出すのが、小学校の帰り道に買い食いしたアイスだとは……、皮肉なものです。アレは美味おいしかったなあ……。でも、一度も当たったことがなかったなあ……」

　そこまで、しんみりとした口調で言ったあと、

「だからひょっとして！　今回も当たらないかもしれないじゃん！」

　叫さけびながらズボッと立ち上がって横っ飛びしつつ８９式を豪ごう快かいにぶっ放そうとして──、

　たん──、びしっ。

　たった１発の狙い澄すました弾だん丸がんが額ひたいに命中して、その場に倒たおれました。

　ほとんど、音がしませんでした。

　あたりが、雪だったものですから。




「よし、仕留めた。これで全ぜん滅めつだと思うが、ラックスとボルド、二人で確認しろ。残りは周辺警けい戒かい」

　雪を被かぶった太い木の陰かげで、ＭＭＴＭのリーダーは、仲間へと指示を出しました。

　迷めい彩さい服ふくの上に、針葉樹の葉を描えがいた緑色が混じった白いパーカーを着ています。こんなこともあろうかとストレージに用意しておいた、雪中迷彩です。

　彼は、愛用のアサルト・ライフル、《ステアー　ＳＴＭ─５５６》のマガジンを交こう換かんしました。

　欧おう州しゆうの老舗しにせ銃器メーカー《シュタイヤー・マンリッヒャー社（一いつ般ぱん的てきに日本では〝ステアー〟）》が作った、ＡＲ─１５ライフルの〝クローン〟──、つまりほとんど同じ銃。

　ＡＲ─１５は、Ｍ１６やＭ４Ａ１などの元になった銃。これらは軍民問わずあまりにもたくさん使われているので市場規模が大きく、そのクローンもまた、各社から発売されています。

　もちろん、そっくりそのままコピーするだけではなく、より使いやすくしたり、時代にそぐわない箇か所しよを改良したりして、各社が鎬しのぎを削けずっているのです。

　そんなＡＲクローンの一つであるＳＴＭ─５５６には、他にない特とく徴ちようがありました。〝工具も分解もいらずに、ワンタッチで銃身を交換できる〟という利点が。

　長い銃身は、命中精度を高めます。しかし、狭せまい場所での扱あつかいが難しくなります。

　逆に短い銃身は、室内などでの取り回しが圧あつ倒とう的てきに楽になります。ただし、狙そ撃げきには向きません。有効射程も短くなります。

　そのため、射手はどちらかを選んで、または中ちゆう庸ようを求めて銃身長を決定するのですが、ＳＴＭ─５５６ならその必要はありません。長い銃じゆう身しんと短い銃身の二つを持ち歩き、片方をカバンに入れておけばいいのですから。

　現に今、リーダーのＳＴＭ─５５６には、狙そ撃げきに適した長い銃身がついています。

　銃の上に載のっている小型スコープの倍率は高くしてあって、中ちゆう距きよ離り狙撃銃としてセットアップされていました。かなり遠くから、実じつ況きようプレイヤーの急所を見事に射い貫ぬいたのは、これのおかげです。

　もし室内戦せん闘とうになる場合、彼はストレージから短い銃身を実体化させて交こう換かん。さらにスコープの倍率を等倍、つまり単なる筒つつにして、広い視界を確保します。

　さらにリーダーのＳＴＭ─５５６には、銃身の下に太い筒がついていました。これはグレネード・ランチャーで、ライフルと一いつ緒しよに扱あつかえるいわば〝合体武器〟。もちろん、ネジを緩ゆるめるだけで取り外しが可能。

　フカ次じ郎ろうのＭＧＬ─１４０とは違ちがい１発ずつしか撃うてませんが、それでも火力は大おお幅はばにアップします。

　グレネード・ランチャーは、今回のＳＪ２のために、大たい枚まい叩はたいて購こう入にゆうして取り付けたものでした。ライフルを射撃しつつ、効果的にグレネードを撃つ練習も重ねました。

　そこまでした理由など、たった一つです。

　前回自分達に苦く汁じゆうと湖の水を飲ませてくれた、ちょこまかと動き回るピンクのチビと、楯たての後ろに隠かくれる大男を仕留めるため。

　ＧＧＯ最さい高こう峰ほうの戦いである《バレット・オブ・バレッツ》に出ることを夢見て、自分を鍛きたえ抜ぬいて、その夢はひとまず叶かなった自分が──、

　ろくに注目もされていない場末のミニ大会に出ているなど、夢にも思いませんでした。

　そして、ここまで気持ちが昂たかぶるとも。

　前回のエントリーなど、正直単なる腕うで試だめしと、仲間のトレーニングがてらの〝お遊び〟のつもりだったのに。

　こんなに血を滾たぎらしてくれた点だけは、ピンクのチビと大男に感謝しなければなりません。

　頼たのんだぞ。

　愛銃を見下ろすリーダーの口が、音もなく動いたとき、

「六体を確認。全ぜん滅めつです」

「周囲に敵てき影えいなし」

　仲間達からの報告が届きました。

　リーダーは、視線を上げました。

　曇くもり空の下、雪原と、その向こうに戦いの場所が広がっています。謎なぞのドームが、その向こうに町が、檻おりとなっている城じよう壁へきが、うっすらと見えています。

　さあ、闘たたかおう。

　仲間を信じ、己おのれを信じ、そして、己の銃じゆうを信じて。

「よし。次のスキャンを待って、北の城じよう壁へき沿いに山を下りるぞ。警けい戒かいしつつ待機。予備マガジンを実体化しておけ」







　同じとき──、

　フィールド南西部では、

「マシンガン！　そのまま圧力をかけ続けな！　いつも通りやるよ！」

　ボス達、ＳＨＩＮＣが闘たたかっていました。

　場所は町の南部。駅から離はなれているので家々もだいぶ減って、空き地や駐ちゆう車しや場じようが目立つ場所です。すぐ南側と西側には城壁がそびえていて、それを背景に、鉄道の線路が真まっ直すぐ延びています。

　灰色の砂利石の上には、太い幅はばのレールが合計四本あります。列車がすれ違ちがえる複線区間です。その、50メートルほどの平らな空間を挟はさんで、

「ほらほらあっ！」

　肝きもっ玉たま母さんマシンガナー、ローザが、

　どかどかどかどか。どかどか、どかどかどかどか。

　ＰＫＭの重低音を豪ごう快かいに響ひびかせていました。

　ひっくり返った貨車の屋根に伏ふせて狙ねらうのは、線路の向こうに点在する民家に隠かくれた敵チーム。双そう方ほうにとって、これが最初の戦せん闘とうです。

　ローザの後ろには、女ドワーフのソフィーがいました。彼女は予備の弾だん薬やく箱ばこを手にしていて、弾たま切ぎれに備えていました。




　その発はつ砲ぽうの様子をカメラが捉とらえて、酒場に中ちゆう継けいされて、

「あれれっ？」

　ビールジョッキを片手に見ていた男が首を傾かしげました。隣となりでつまみのビーフ・ジャーキーを囓かじっていた仲間が、どした？　と質問。

「あのアマゾネスのマシンガナー、いや、今撃うってないずんぐりむっくりの方──、アイツも確か、前回はＰＫＭを撃っていたよな？」

「あ？　ああ」

「でも、今は丸まる腰ごしだぜ？」

　画面の中では、今もローザだけがマシンガンをバリバリと撃っています。

　一方サポートのソフィーは、丸腰、つまりまったく武装していませんでした。

　ひとまず邪じや魔まだから自分のマシンガンを近くに置いているのかと思ったら、映像から分かる範はん囲いですが、そうでもありません。

「まだ実体化してないんだな。ストレージにしまいっぱなしか」

　他に考えられないので、ジャーキー男がそう答えると、

「なんで？　どうしてそんな、わざわざ不利になるようなことをする？」

　ビール男は心底疑問に思って訊たずねましたが──、

　その酒場に、答えを知っている人は誰だれもいませんでした。




　ローザの放った弾たまの群れが、家の境を示す塀へいを豪ごう快かいにぶち抜ぬいて飛んできて──、

「え？　ちょ、噓うそ──」

　その陰かげで身を潜ひそめていたキャラクターの体と頭へ、吸い込まれていきました。

　その前に赤いバレット・ラインが不気味に塀をすり抜けてきていたのですが、彼は油断して見み逃のがしてしまいました。薄うすい板や草など、銃じゆう弾だんが威い力りよくを保ったまま貫かん通つうする物体なら、ラインも丁てい寧ねいに貫通してくるのです。

「くそっ！」

　目の前で仲間を殺された男は、愛銃の《ＳＳＧ６９》、ボルトアクション・スナイパーライフルを握にぎりしめて逃にげ始めました。敵の側面を突つくために全力で移動していたのですが、位置がバレてしまった以上、ここも危険です。

　男はスナイパーなので、緑色の迷めい彩さい服ふくを着て、頭の上と肩かたにかけて、擬ぎ装そう用ようの網あみと布きれのカバーをつけています。これは《アサルト・ギリー》と呼ばれるアイテム。

　全身をスッポリと覆おおう《ギリースーツ》と呼ばれるモコモコウェアは、擬装効果は抜ばつ群ぐんなのですが、素早く動きにくいという弱点があります。

　よっぽどゆっくりしか動かないスナイパー以外は、アサルト・ギリーの方が手軽で、十分な効果もあります。フィールドが選べないＳＪならなおさら。

　顔まで緑の迷彩に化け粧しようした男は、塀の陰を、いつ襲おそってくるか分からないバレット・ラインと、その次に飛んでくるマシンガンの弾丸に脅おびえながら全力で走りました。

　視界左上のヒットポイントゲージで、仲間が三人死亡、しかし二人が無傷で生存していることが分かります。その彼かれ等らへと、男は通信アイテム越ごしに叫さけびます。

「二人食われた！　こっちは俺おれだけだ！　塀の後ろにいるのがばれた！　アイツら空に目でもあるぞ気をつけろっ！　──合流して仕切り直す！　どこにいる？」

「さ、さっきのトラックの脇わき！」

「よし！　もうすぐ西側から近づくから撃うつなよ！」

「了解！　──くっそーっ！　アマゾネスやっぱ強えよ！　スナイパーのライン怖こええよ！　顔が出せない！　ドラグノフは大好きな銃なのに、嫌きらいになりそうだよ！」

　一人目の仲間がそう言って、すぐ隣となりにいるはずのもう一人から、

「逃にげようぜ！　三人じゃ無理だ！」

　さらにそんな弱気な発言。

「泣なき言やめろ！　強敵だって分かってて挑いどんだんだろうが！　バトルロイヤルなんだから、いつかは当たるんだよ！」

「だけど──」

　一人の声が、途と中ちゆうで不自然に止まりました。

　そして、もう一人の声が、

「え？　あ、ど──」

　やはり途中で止まりました。

「…………」

　男は、最悪の想像が当たっていないことを切に願いながら、頭を低くして３秒ほど走り続け、一軒けんの家の脇わきにたどり着きました。

　まだ誰だれも見えません。男は素早い動きでＳＳＧ６９をたすき掛がけに背負って、右みぎ腰こしのホルスターから《ベレッタＰｘ４》９ミリ口径自動拳けん銃じゆうを抜ぬきました。カチリと親指でハンマーを起こし、そして両手に構えながら、

「…………」

　家の陰かげからじんわりと、ゆっくりと進みました。

　そして、横転している大型トラックの陰でぐったりと横になって、体の上に【Ｄｅａｄ】マーカーを煌きらめかせている仲間達を見ました。確認するまでもないですが視界の左上に目をやると、生き残りは自分だけでした。

　すぐ近くにいたのに、銃声も聞こえずに二人が撃うち殺された理由に心当たりがあります。前回のＳＪで猛もう威いを振ふるった、あの銃の仕し業わざ。

「くそっ！　あのゴリラ女か……」

　小声で悪態をついた男の耳に、

「ああそうさ。生き残りはあんただけだね」

　突とつ如じよ、女の声が届きました。

「なっ──」

　男が、Ｐｘ４の銃口を振り回しました。まず真後ろへ、そして左右へ。

　しかし、周囲に生きているキャラクターなどいません。それなのに声が耳に届く。可能性は一つしかありません。

「まさか……、俺おれ達の通信アイテムを使ってるのか？」

　男は見えない敵へと訊たずねると、丁てい寧ねいな答えが返ってきます。

「そうさ。試させてもらったんだよ。敵の死体から奪うばったのが、そのまま使えるかどうか。銃やグレネードは大会終了まで普ふ通つうに使えるから、〝電話〟もどうかなと思ってね」

　それはつまり、最初に殺された一人から奪うばわれたということで、自分の出した命令や会話が全すべて筒つつ抜ぬけだったわけで、そのせいで仲間達は簡単に裏を取られて殺されていったわけで、そして自分ももうすぐ──、

「ずりーな、おい」

　自じ嘲ちよう気味に笑いながら呟つぶやいた男へと、音もなく弾だん丸がんが飛んできました。

　笑顔の右目へと命中し、後ろへと突つき抜けていきました。




　50メートルほど離はなれた家の窓まどから消音狙そ撃げき銃じゆう《ヴィントレス》を放ったボスは、スコープから目を離すと、

「そう思うよ、悪いね」

　殺した男へと答えました。







　ボス達が容よう赦しやのない戦いをしていたのと同じ頃ころ──、

　フィールド東部中央の巨きよ大だい橋ばしで、奇き妙みような戦いを繰くり広げている二チームがありました。

　両チームとも、５．５６ミリのアサルト・ライフルで武装した六人組なのですが、彼かれ等らは橋の上、高速道路の上を戦場にしてしまったのです。

　この道は真まっ直すぐです。その距きよ離りは２キロもあります。

　四車線ある道路上に、放置車両は一切ありません。綺き麗れいさっぱりと、片付いています。谷の底までは、１００メートルの高さがあります。

　つまり、視界から身を隠かくす遮しや蔽へい物ぶつも、銃弾から身を守る掩えん蔽ぺい物ぶつも、そして左右の逃にげ場もない、幅はばがたった40メートルの直線フィールド。

　南北から谷を渡わたろうとしていた二チームは、スキャンで敵が進む先にいると知りました。戻もどればよかったのに敵を求めて突とつ撃げきした彼等は、橋の中央で敵の姿を目視して、５００メートルほどの距離で銃撃戦を始めました。

　しかし、ＧＧＯにはバレット・ラインがあります。どこから弾たまが飛んでくるか分かるので、その気になれば伏ふせたり飛び跳はねたり体を捻ひねったりして、避よけられるのです。敵の位置が目の前だと分かっていれば、そして遠ければ、なおのこと。

　避けてばかりでは攻こう撃げきはできませんから、ラインが消えたらすぐに構えて敵を狙ねらうのですが、撃うっても、向こうには同じように避けられるだけ。

　では、橋を戻って逃げたらどうかというと、今度はラインが見えないので背中を撃たれることでしょう。前を向いたまま後退すれば、相手がそのすきに押おし込んでくるかもしれません。

　それならば、わずかでも前進しながら、相手に命中弾を食らわせてやる！

　両チームの、意地と意地がぶつかりました。よせばいいのに。

　こうして銃じゆう撃げき戦せんは、踊おどるような動きと、狙ねらうときの静止を繰くり返しながら前進する、〝だるまさんが転んだ〟へと変化してしまいました。




　この様子は、酒場でも一つのモニターで中ちゆう継けいされていましたが、

「あーあ。アイツら、考えナシに橋なんて渡わたるから……」

「アホな俺おれにも分かる。アイツらはアホだ」

　観客の注目度は最低でした。

　当然、レン達やボス達の戦いに視聴率で勝てるはずはなく、そのモニターの前からは誰だれもいなくなりましたし、個室で見ている人達はチャンネルを変えました。







　橋の上で二チームがじゃれ合っていた頃ころ──、

　マップ南部中央、草の見えない畑が広がり、葉の落ちた林が散らばる場所では、もうすぐ死ぬキャラクターがいました。

　胸むねと顔に銃じゆう弾だんを受けたのを理解したその男は、ヒットポイントが減りきってゼロになるまでの間に、

「見えない見えない！　バレット・ラインが見えな──」

　仲間に向けて必死になって叫さけびましたが、最後まで言えませんでした。乾かわいた土の上にうつぶせに倒たおれ、【Ｄｅａｄ】のマーカーを点てん灯とうさせて動きを止めました。

　彼以外にも、広い畑には二つの死体が転がっていました。そして、今はひからびている水路に、横並びで身を隠かくしている、まだ生きている三人の男達が。

　彼かれ等らは全員、歴史がかった軍服と装備を身につけていました。

　ベトナム戦争時代の米陸軍特とく殊しゆ部隊グリーンベレー、アフガニスタン紛ふん争そう当時のソビエト連れん邦ぽう空くう挺てい軍ぐん、ローデシア紛争当時の傭よう兵へい、東西冷戦中の西ドイツ陸軍兵、古いところでは、第二次世界大戦中のイギリス軍歩兵と旧日本陸軍の将校がいました。

　銃も当然、バッチリその時代考証に即そくしたもの以外は使いません。中には、そんな銃がＧＧＯにあったのか！　と驚おどろかれるような骨こつ董とう品ひんもあります。

　彼等は、戦史好きのプレイヤー達です。いつもなるべく正確な装備を身につけて、未来世界のＧＧＯで闘たたかっているノスタルジックなスコードロン。

　脳内設定では、

『各戦場で死んだと思われた者達が神しん秘ぴ的てきな力で未来に飛ばされて、そこで出会い、いつか戻もどれる日を夢見つつ、一いつ緒しよに闘っている』

　ということになっています。

　スコードロン名は《ニュー・ソルジャーズ》と皮肉めいたもの。ＳＪ２中はご多分に漏もれず略りやくされて、〝ＮＳＳ〟とされています。

　初めてＳＪに参加した彼かれ等らのスタートポイントは、フィールド中央南部の林の中でした。

　13時10分のスキャンで、周囲に敵チームがたくさんいることが分かりましたが、特に西側には、前回準優勝のＳＨＩＮＣがいました。

　相手にしたくないとばかりに、彼等は北へ進路を取り、そこにいるはずの〝ＫＫＨＣ〟というチームを最初の対戦相手に選びました。まったくどんなチームか分かりませんが、少なくともアマゾネス集団よりはマシだと思って。

　平へい坦たんな畑の中を通り抜ぬけるのはリスクが高いのですが、仕方がありません。注意深く双そう眼がん鏡きようで前を確認しながら、乾かわいた土を踏ふみしめて進みました。

　もし、誰かが狙そ撃げきされたら、残りはすぐに伏ふせる。初しよ弾だんは位置が分かっていない状態ですので、バレット・ラインが出ないので避よけようがありません。

　そう思っていたら、案の定いきなり狙撃されました。

《Ｇ３Ａ３ＺＦ》を持っていた西ドイツ兵と、《リー・エンフィールドＮｏ．４　ＭｋⅠ（Ｔ）》を持っていたイギリス歩兵の二人が、胸むねと顔の二カ所を撃うたれてほぼ同時に即そく死し。彼等が倒たおれる音と乾いた銃じゆう声せいが、周囲に響ひびきました。

　残りの四人は一度枯かれ水路に伏せて、相手の位置を確かめました。

　銃口が光ったのを見たので、敵の位置はバッチリと判明しました。距きよ離り計けいで４３８メートル先にある、20メートル四方ほどの、狭せまい林の中です。

　二人の、しかもスナイパーの戦死は痛いですが、ＧＧＯには復活の魔ま法ほうがないので、もう仕方がありません。敵チームも、スナイパーが脅きよう威いになると分かって撃ってきたのでしょう。代わりに、相手の位置は判明しました。

　林の中にいる敵は、もうそこから動けないはずです。逃にげ出せば、畑の上に身をさらすことになりますから。

　あとは、バレット・ラインを頼たよりに銃弾を避けつつ、じわじわと接近してから攻こう撃げきすればいいだけです。

　幸いにもまだ生きているソ連兵のアサルト・ライフル、《ＡＫＳ─７４》には、グレネード・ランチャーが銃身の下についています。最大有効射程の４００メートルまで接近できれば、伏せて身を隠かくしたまま、あの林の中に一方的にグレネードをぶち込めます。

　そのために残された距離、わずか40メートル。もう一本先にある水路までたどり着ければ、勝機が見えてきます。

　チームリーダーで、なおかつ一番俊しゆん敏びんであるグリーンベレー男が、

「俺おれから行くぞ。援えん護ご射撃はいい。無む駄だ弾だまは撃つな。──それっ！」

　愛銃のアサルト・ライフル、《ＸＭ１７７Ｅ２》を片手に颯さつ爽そうと飛び出しました。

　仲間達は、彼がバレット・ラインを華か麗れいに避けて走り抜ける様を期待して、顔だけ出して見守りました。

　３秒後、彼は撃うたれて死にました。

「見えない見えない！　バレット・ラインが見えな──」

　そんなダイイング・メッセージを残して。




　残りの三人は、恐きよう慌こうを来きたしました。

　枯かれ水路で亀かめのように頭を引っ込めたまま、通信アイテムでの言い合いを始めます。

「な、なな──、なんでだよ！　なんで見えないんだよ？　システムエラーか？」

　アサルト・ライフルの《ＦＡＬフアル》を持ったローデシア傭よう兵へいが言って、

「いや、そんなはずはない……。そんな話、聞いたことがない。それに、近くにいた俺おれにも見えなかった」

　ソ連兵はバッサリと否ひ定てい。

「でも！　リーダーが見み逃のがすはずもないだろ！　シラフで！」

　何度か酔よっ払ぱらってログインして、スコードロンに迷めい惑わくを掛かけたリーダーですが、今日はシラフです。リアルでも仲間の西ドイツ兵が昨夜から目を光らせて、禁酒させましたから。

「じゃあ……、考えられる可能性はたった一つだ」

　サブマシンガンの《一〇〇式機き関かん短たん銃じゆう》を持つ旧日本軍の将校が、落ち着いた口調で言いました。

「なんだよ？」

「キャラクターの知識やスキルで狙そ撃げきする、いわゆる〝ラインなし射撃〟だよ。ギリギリまで引き金に指を置かなければ、できる。別にチートというわけでもない」

「そりゃそうだけど……。じゃあ、この距きよ離りをシステム・アシストなしで狙ねらってきて、初しよ弾だんから頭に当てたってのか？」

「それだけの凄すご腕うでだってことだ。つまり──」

　つまり？　残りの二人が答えを待ちました。

「今この状態で我々の敵かなう相手じゃないってことだな。これ以上は進めない。東へ転進しよう」

　彼は言いました。転進とは言葉がいいですが、つまりは撤てつ退たいです。

　敵をすぐ目の前にして、仲間を半分倒たおされて逃にげることに、

「そうだな」

「さんせー」

　二人は頷うなずきました。それから彼かれ等らは、三つの死体を残したまま、

「くわばらくわばら」

　這はったまま逃げ始めました。

　そのお尻しりを、カメラが無言で捉とらえていました。







　三人を狙そ撃げきで仕留めた林の中のチームからは、

「やったぞ！　〝初戦果〟だ！」

「ひゃっほ！」

「上手うまくいったなあ！」

「なんとかなるもんだな！」

　男達のはしゃぐ声が聞こえました。そこには緊きん張ちよう感かんはなく、まるでお祭りの射的でキャラメルを落としたかのようです。

　彼かれ等らは、林の灌かん木ぼくの脇わきにべったりと伏ふせていました。長なが靴ぐつのようなブーツの先せん端たんと、構えているライフルの先端しか見えません。

　４丁とも、細長い銃じゆう身しんが突つき出ているので、そしてあの距きよ離りを当てているので、間ま違ちがいなく狙そ撃げき銃じゆうでしょう。

「シャーリー、お前も撃うってよかったんだぞ？」

　男の一人が、そう言いました。

「いや、いい。みんなでどうぞ」

　短く反応したのは、間違いなく女性の声でした。

「ちょっと、見てみる。連中、逃にげた可能性が高い」

　シャーリーと呼ばれた女性はそう言って、直後に灌木ががさごそと音を立て始めて、

「おいおい、撃たれるぞ？」

　近くにいる姿の見えない誰だれかが、慌あわてて告げました。しかし、

「そのときはそのとき」

　彼女は意に介かいさず、灌木の茂しげみの中から、もごもごと動き出しました。匍ほ匐ふく前進ならぬ、匍匐後進でした。

　シャーリーは、銃を茂みの中に置きっ放しにしたまま、足から這はい出てきました。

　彼女は、他の男達と同じく、長靴のようなブーツと茶色のカーゴパンツをはいていました。腰こしのベルトには、右腰に大きめのマガジンポーチを、左脇に剣けん鉈なたと呼ばれる短剣のようなナイフを提さげていました。

　そして上半身には、《リアルツリー・パターン》と呼ばれる、実際の木々や枯かれ葉を精せい密みつに描えがいた迷めい彩さい柄がらのジャケットを着ていました。頭には、同じ迷彩柄のベースボールキャップを、スコープに当たらないように鍔つばを後ろにして被かぶっていました。

　この場所でのこの迷彩の効果は抜ばつ群ぐんで、上半身だけが透とう明めい人間のように見えました。

　茂みの中で消える上半身でしたが、色白の顔と、キャップからほんの少しだけはみ出ている髪かみはよく目立ちました。若葉のような、その鮮あざやかな緑色が。

　シャーリーは、不満を絵に描かいたような顔をしていました。

　笑えば美人なのでしょうが、今は、どんな男も逃にげ出すような仏ぶつ頂ちよう面づらです。仲間が戦果を上げたというのに、そしてあんなに喜んでいるというのに。

　シャーリーは完全に立ち上がると、一本の木の脇わきに身を隠かくしました。そして、肩かたに提さげていた小型双そう眼がん鏡きようを両目につけて、そびえる城じよう壁へきと広がる畑を５秒ほど眺ながめ、

「残りの三人は、山の方に逃にげている。ちらちらと帽ぼう子しが見えるだけ。もう遠い。他に誰だれも見えない」

　見えることを淡たん々たんと報告。チームからは、

「なんだ……。あっけない！」

「恐おそれを成なして逃げたか！　初戦は、俺おれ達の完全勝利だな！」

「楽勝！」

「もっと撃うちたかったのに！」

　そんなのんきな声が戻もどってきて、

「はあ……」

　シャーリーはため息をつきました。
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「俺達の腕うでなら、これ、けっこうなところまで行くんじゃないか？」

「そうだな。バリバリ血祭りだ」

「やっぱりリアルでも撃うってないとダメなんだよ！」

　そこまで聞いたところで、シャーリーは耳に手を当てて通信アイテムのスイッチをオフに。

　そして、仲間に背を向けて、誰にも聞こえない小声で、

「人間を銃じゆうで撃つのがそんなに楽しい？　みんなどうかしてる。さっさと全員撃たれてしまえばいいのに。そしたら、こんな大会、終わるのに」

　忌いま々いましそうに呟つぶやきました。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　中ちゆう継けいされていないチームは、つまり戦せん闘とうになっていないチームはたくさんありましたが、その中の一つに、

「退たい屈くつだなあっ！」

　内なる心の叫さけびを外に漏もらすピトフーイがいました。

　彼女は今、フィールド南東部にある岩と林の山中にいて、倒とう木ぼくの一つにどっかりと腰こし掛かけていました。濃のう紺こんのつなぎの上には、エムや他の四人と同じ迷めい彩さい柄がらのマントを雑に纏まとっています。

　マントを纏い、右足を真横にして左足の膝ひざに載のせているその姿は、大だい胆たん不ふ敵てきな顔も相まってどこぞの戦国武将のよう。

　手には、何も武器を持っていません。ライフルはおろか、拳けん銃じゆうすらありません。

　周囲ではエムが、そして四人の部下達が周辺を警けい戒かいしています。風が林の梢こずえを揺ゆらす音に混じって、遠くから、本当に遠くから、かすかに銃声が聞こえてきます。

　そこは、急きゆう斜しや面めんが続く山中。太い針葉樹とゴツゴツした岩が連つらなり、視界がかなり悪い場所でした。

　エムはＭ１４・ＥＢＲを脇わきに置いて、双そう眼がん鏡きようで木々の隙すき間まを縫ぬって斜面の下を覗のぞいていました。

　彼はお腹なかの前に、前回活かつ躍やくした、楯たてを詰つめ込んだ大きなバックパックを抱かかえていました。突とつ然ぜん狙そ撃げきされても大だい丈じよう夫ぶなように。

　四人の顔の見えない部下達は、装備を実体化させています。エムと同じように、上半身には防ぼう弾だんプレートの入った装備ベスト。

　小こ柄がらと大柄と太っちょの三人は林の中に散らばっているので、体しか見えません。実体化して構えているだろう銃が何かは、分かりません。

　最後の一人、細身の男は、ピトフーイのすぐ後ろに控ひかえていました。彼は右みぎ腰こしに《グロック２１》、４５口径拳銃を１丁吊つっているだけで、両手は空からでした。

「ねー、エム。なんで私達、こんなところで油を売ってるの？　みんな敵を撃ってるよ？　下にたくさんいるんだから、とっとと山を下りればいいんじゃない？」

　緊きん張ちよう感かんゼロの口調で、ピトフーイが通信アイテムに声を乗せました。エムが返します。

「だめだ」

「どして？　エムは、ひょっとして……、闘たたかいたくないの、かな？　前回みたいに、チキンなのかな？」

　あざけるような声にも、エムは動じませんでした。

「作戦だ」

「あらそう。みんなはどう思う？」

　四人の男達にも届いているはずですが、すぐに返事はなく、やがて、

「作戦は、リーダーに従います。それが、契けい約やく内容なんで」

　誰だれかが渋しぶい声でそう言うと、ポツポツと同意の声だけが戻もどってきました。

「あら、そう」

　むすっとした顔で、ピトフーイはそれだけ返しました。敬語を使うなとは、言いませんでした。

　エムが淡たん々たんと伝えます。

「最初のくだらない乱戦につきあう必要は、ない。そんなので死にたいか？　それが望みか？」

「えー！　違ちがうけど、つまんない。退たい屈くつじゃない」

「しばらくは我が慢まんだ。さっきも言ったが、これは作戦だ、ピト。チームリーダーを任せてくれたのだから、従ってくれ」

「ちぇ！　ま、しょうがないか。エムが死んだら、リーダーマークはもらって、勝手にやらせてもらうけどね」

　ピトフーイは、大げさに両手を空に向け、肩かたをすくめました。そこに、カメラはありません。

「心配しなくても、生き残って牙きばをむいてきた強敵は、ピトに残すよ」

「例えば、どんな？」

「例えば、レン、とかな。あのピンクのウサギの牙は、とても鋭するどいぞ」

「あは！」

　ピトフーイの見せた獰どう猛もうな笑顔は、幸いなことに中ちゆう継けいされませんでした。
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　第八章　「それぞれの作戦」







　13時10分から13時19分の間に──、

　三十あるチームの内、十八チームが戦せん闘とうに参加しました。

　そして、七チームが全ぜん滅めつ、または継けい戦せん不可能と考えて降参しました。例の橋の上でじゃれ合っていたチームも、仲良く消えていました。二回目のスキャンを見ることができるのは、二十三チームでした。

　もっとも、残存チームの中にもメンバーを失って戦力大おお幅はばダウンの憂うき目にあった者達もいました。彼かれ等らはこの先どうするか、真しん剣けんに考えねばなりません。







　参加者で唯ゆい一いつ、最初からたった二人だけだったチームでは、

「やった足が生えたよ！　やったよ！」

　フカ次じ郎ろうが、行動の自由を取り戻もどしていました。

　そこは、最初に逃にげ込んだ家から少し離はなれた、別の家の中。レンが、腰こしを痛めるのではないかと思えるほど引っ張って連れてきた場所。

　欠損からある程度の時間が経過したので、赤く光っていた切断面が伸のびて、魔ま法ほうのように足が生えたのです。さすがはゲームの中です。吹ふっ飛んだタイツも、ブーツも元通り。

　待っている間に救急治ち療りようキットを打ったので、ヒットポイントもじわじわと、マックスに戻りつつあります。

「ひゃっほう！　私の足！　嬉うれしいな嬉しいな！」

　フカ次郎は、室内でぴょんぴょんと跳とびはねました。

「よし！」

　窓まど枠わくにへばり付いて周囲を警けい戒かいしていたレンは、暗い家の中で腕うで時ど計けいを見ました。

　自動で明るさを調整してくれるデジタル数字が、

「次のスキャンはここで見るね」

　13時19分20秒を告げていました。もう、移動する余よ裕ゆうはありません。

「がってん！　もう、こんなポカしないからね！　しっかりと足下を見るよ！　そして、『ダンナ、だいぶお疲つかれのようで』ってふっかけるよ！」

「うん。でも、トラップワイヤーは腰こしとか頭の位置にも張るから注意してね。あと、足の高さのを跨またいだら、触ふれるくらいの高さとか。解体しようとしたら別のトラップが作動するとかも」

「うげ。えげつねえ」

　実に嫌いやそうな顔をしたフカ次じ郎ろうに、レンはにっこり。

「それがＧＧＯの戦いだから。そのうち慣れるよ。リアルでも入り口にワイヤーがないか気をつけるようになっちゃう」

「すっかり逞たくましくなったねえ……。あたしゃ嬉うれしいよ」

　そして、二回目のスキャンが始まりました。







　今度の人工衛星は真南から、かなり速い速度でやってきました。

　当然スキャンも速く、レンとフカ次郎は、かなり忙いそがしいチェックを強しいられました。そして、全ぜん滅めつ・降参チームが七つと知って、なおかつ、

「よしっ！」

「いるねー」

　ピトフーイのチームが無事であることも知りました。スタートポイントからほとんど動いていませんし、近くに全滅・降参チームもありません。つまり、戦せん闘とうを一切行っていないようです。

「それは嬉しいけど……、道は長いな……」

　レンが、複雑な感情を口に出しました。

　倒たおすべき相手は、今いる町から、まだまだ遠い彼方かなたでした。そして、その間にはいくつもの光点が輝かがやいていました。

　ひとまず自分達から一番近いのは、ここから１キロちょっとしか離はなれていない駅に一チーム。

　地図を拡大すると、駅のちょうどど真ん中、ホームのある位置にいました。それ以上は拡大できないので、詳くわしいことは分かりません。

　移動していないことは分かりますが、スキャン中の移動は移動方向をはっきりと敵に教えてしまうので、できるだけ避さけるべきです。

　もちろん、敵に追われている場合は仕方がありませんし、高度なテクニックとして、〝本来の移動方向とは逆に、スキャン中だけ動く〟というのもありますが。

　レンは、なぜ彼かれ等らが駅にいるのかを数秒考えました。ピトフーイに、そしてエムに教わった知識を駆く使しして。

　そして、答えを口に出します。

「ここ、南北に真まっ直すぐ線路が延びていて、東西は駅前ロータリーで、町の中にしてはとても見晴らしがいいんだと思う。ホームがコンクリート製なら、分厚いからどんな銃じゆう弾だんも貫かん通つうしない。ホームの間の線路に陣じん地ちを敷しいて、待ち伏ぶせているはず」

　その言葉を聞いて、

「まーた引きこもりか！　このチキン共が！　列車で轢ひき殺してやるぞ！」

　フカ次じ郎ろうはご立腹。

　しかし、さっきもそうでしたが、これも立派な作戦なのだから仕方がありません。野球の敬遠策のようなもの。

　特に前回優勝者のレンの実力は──、その俊しゆん敏びんさと小ささと容よう赦しやのなさは、映像によって出場者には知れ渡わたっていることでしょう。うかつに乱戦になるより、見晴らしのきく場所で待ち構えた方がいいに決まっています。

　フカ次郎の言った〝轢き殺す〟という作戦は、列車が動かせれば悪くはないかなとも、レンは思いましたが、動かし方が分かりません。

　地図上では、ボス達ＳＨＩＮＣも生き残っていました。

　最初のスキャンの場所より、線路を跨またいで北東に移動しています。移動経路には灰色の点が一つ。間ま違ちがいなく、彼女達が屠ほふったのでしょう。

「…………」

　なんてこった。

　レンは、苦虫を嚙かみつぶしたような顔になりました。

　ボス達がそのまま進しん撃げきすれば、地図中央のドーム周辺、または南東の山の前で自分達と遭そう遇ぐうするでしょう。北に来てくれていればよかったのに、と思っても、もう仕方がありません。

　ええい！　弱気になるな！　なったら負けだ！

　レンは心の中で叫さけびました。決意したはずです。邪じや魔ま者ものは排はい除じよする、と。

　30秒も経たたずに、スキャンは終わりました。レンはすぐに端たん末まつをしまって、相棒に指示を飛ばします。

「駅のチームが邪魔だから叩たたくよ！　家の陰かげ伝づたいに移動して、近づく」

　するとフカ次郎が、にっこりと笑いました。

　少女の素直な微笑ほほえみのはずなのに、室内の薄うす暗ぐらさと彼女の小こ悪あく魔ま的てき外見が相まって、悪わる巧だくみをするようにしか見えませんでした。

「ねえレン、さっきのポカのお詫わびだけど、今度は私にちょっくら活かつ躍やくさせておくれよ」

「いいけど、何か案が？」

「ああ。駅のチーム、レンに１発も撃うたせずに全ぜん滅めつさせてやる」







　13時20分のスキャンを見ていた他のチームは──、

　それぞれの現状認識と作戦立案をしていました。

　ボス率いるＳＨＩＮＣは、町の外れ、もうあと少しで畑エリアという場所にいました。どんどん開けていく視界に警けい戒かいしつつ、徒歩で前進中。

　スナイパーのアンナとトーマが双そう眼がん鏡きようで周囲に目を光らせていますが、スキャンの結果、すぐに戦せん闘とうができる、つまり10分以内に接せつ触しよく可能なチームはありませんでした。もちろん、リーダーを囮おとりにして残りが潜ひそんでいる可能性はゼロではありませんが。

「逃にげたか……」

　ボスが呟つぶやきました。

　彼女達も実力が知れ渡わたっているチームなので、周囲にいた連中は、蜘蛛くもの子を散らすように離はなれていってしまいました。

　優勝候補は、誰だれか他のチームと闘たたかってもらって、少しでも疲ひ弊へいしてもらおう。誰も彼も、考えることは一いつ緒しよでした。

「お前らあ！　揃そろいも揃ってタマナシかあっ？」

　ボスが、お下げを揺ゆらしながら、見えない敵に向けて大声で叫さけんで、

「あらいやだ、お汚きたない言葉ですわよ？」

　ソフィーに後ろからたしなめられました。ボスは振ふり向くと、

「えー、ゲーム中くらいいいじゃん？　役割演技ロールプレイング、ってやつだよ」

　急に素の、女子高生になりました。

「いいけど、あんまりやり過ぎると、リアルでもポロリと出ちゃうよー？　みんなで地下鉄に乗ってるときとかさ！」

「うげっ！　それは……、困る」

「でしょー。だから、上品に言い直そう。淑しゆく女じよらしく！」

「分かった」

　ボスは頷うなずくと、再び振り向いて畑が広がるフィールドを眺ながめ、そして見えない敵に向けて優しく語りかけました。

「皆みな様さまは、睾こう丸がんをお持ちではないのかしら？」







　チームＭＭＴＭは、スキャンを北側城じよう壁へき近くの雪原で見ました。

　彼かれ等らはまだ白いパーカーを着ていて、下半身は雪に隠かくして身じろぎもせず潜ひそんでいるので、迷めい彩さい効果は抜ばつ群ぐんです。そのへんにいると言われても、どこにいるのかさっぱり分かりません。

　リーダーは、スキャンを見ながら作戦を考えました。

　ＬＦもＳＨＩＮＣも生き残っています。まあ、そうそう簡単にくたばるとは思っていませんが。そして、先ほどからほとんど動いていないＰＭ４も。

　心から戦せん闘とうを楽しむため、それら強敵のどれかに真っ向勝負、正面からぶつかっていきたかったのですが、いかんせん遠すぎます。

　大会をより長く盛り上げる演出とはいえ、主しゆ催さい者しや側は余計なことをしてくれたものです。

「仕方がない。西進するぞ」

　リーダーは指示を出しました。







　それぞれがそれぞれの作戦を立てる中で──、

　まったく別の考えを持ったチームが一つありました。

　彼かれ等らはピトフーイが潜ひそみ続ける山の麓ふもとにいて、威い容ようを誇ほこる岩と森を見上げていました。

　このスキャンの結果、畑エリアの近くに接せつ触しよくできるチームが多数いることを知ると、

「よし、頃ころ合あいだ。予定通りにやるぞ！」

　ＳＦ世界らしく、ごてごてしたプロテクターを体中につけた男が、仲間に訊たずねます。

「最後に、もう一度だけ確認しておく。これは、一度始めたら止められない作戦だ。異論はあるか？」

　仲間達からは、賛同の声しか戻もどってきませんでした。

「よし！　白旗を用意しろ！《プラトゥーン作戦》を実行する」




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　13時25分。

　ゴーストタウンの中を全力で移動したレンとフカ次じ郎ろうは、駅のすぐ近くまでやって来ました。

　もちろん、駅にいるチームがこちらに向かってきていることを考えて、途と中ちゆうで接触の可能性も考こう慮りよしての移動でしたが──、

「よし、いない」

　やはり待ち伏ぶせチームらしく、戦せん闘とうにはなりませんでした。

　曇くもり空の下、駅からおよそ３００メートル北西の位置に、そこにあった雑貨店の陰かげに、フカ次郎はしゃがみました。

　雑貨店の窓まどガラスには英語で、〝世界が滅ほろぶ前に大売り出し！　人生最後の買い物は当店で！〟と書かれた看板がかかっていました。

「いいね。ここでいいよ」

　この先は、似たような小さな店が数軒けん並んで、そして駅前のロータリーです。

　これ以上進むと、待ち伏せチームの射界に入ってしまい、彼等の銃じゆう弾だんが容よう赦しやなく飛んでくることでしょう。

　射界とは、文字通り射しや撃げき可能なエリアのこと。銃の性能によってその距きよ離りは変わってきますが、一いつ般ぱん的てきなアサルト・ライフルである５．５６ミリなら、これ以上近づくのは危険です。

「レン、方向を教えて」

「了解」

　レンは素早く移動して家の端はしへ行って、こっそりと目だけを出しました。そこから見える線路やロータリー、そして駅の位置を確かめて、また戻もどってきました。

　フカ次じ郎ろうに左手を使って、

「この方角。およそ３００メートル」

「おっけーおっけー。理解した。もう大だい丈じよう夫ぶ」

　フカ次郎は、２丁あるＭＧＬ─１４０の１丁を地面に下ろすと、両足を前に投げ出して座りました。上半身を少し倒たおすと、バックパックが背もたれになって支えてくれました。

　そして、ＭＧＬ─１４０を自分の太ふと腿ももの間に挟はさんで、空に向けてしっかりと支えました。

「よし、レン、頼たのんだ」

　フカ次郎がにやりと笑いながら言って、

「よし、フカ、頼んだ」

　レンはフカ次郎の肩かたにポンと触ふれると、その場から走り出しました。







　昔は、寂さびれたこの町に住む人達の大切な公共交通機関だった──、

　という設定らしき駅は、人がいなくなった今も、のんびりと佇たたずんでいました。

　駅名を示す横文字の看板は汚よごれていて読めず、なおかつ斜ななめになっています。線路は赤く錆さびて、枕まくら木ぎは端はしからささくれるように朽くちかけています。

　駅舎は、小さな家のように簡素なものが、東側だけに建っていました。そして、大黒柱でも折れたのか、中央から潰つぶれていました。

　頑がん強きようなコンクリート製のホームは、しっかりと残っていました。長さが１００メートルほど。二本のホームが、二本の線路（つまり四本のレール）を挟んでいます。

　このホームの間、そして線路の上が、陣じん地ちになっていました。

　ホームの高さは、日本の鉄道よりは低くて、60センチほど。その間に、六人のプレイヤーが潜ひそんでいました。

　全員男で、服装は見事にバラバラ。決めにキメた迷めい彩さい服ふくの男もいれば、ＧＧＯらしい未来の戦せん闘とう服ふくもいれば、下はジーンズに上はジャージという、買い物途と中ちゆうのような普ふ段だん着ぎの者も。

　そして彼かれ等らには、他のどのチームにもない特とく徴ちようがありました。

　それは、使っている武装が全すべて光こう学がく銃じゆうであるということ。エネルギーの光を放つ、架か空くうの外見を持ったＳＦ武器です。

　対たい光こう弾だん防ぼう御ぎよフィールドで威い力りよくを減らされるので対人戦闘には不向きとされる光学銃を、彼等はあえて選んで、ＳＪ２に持ち込みました。

　最大の理由は、弾たま切ぎれの心配が少ないから。

　弾だん薬やくが詰つまったマガジンではなく、バッテリーのようなエネルギーパックの交こう換かんで撃うち続ける光こう学がく銃じゆうは、単純な射しや撃げき可能数では、実弾銃に遙はるかに勝まさります。

　軽量であることもメリットなので、彼かれ等らは大量に持ち込みました。

　本体も大型でエネルギーパック容量も大きく、長時間連射可能なマシンガンタイプが２丁に、スコープを積んだ狙そ撃げき銃じゆうタイプが１丁。アサルト・ライフルに分類されるのを４丁。さらに、近きん距きよ離り戦せん闘とう用ようにサブマシンガンタイプを３丁と、拳けん銃じゆうタイプが６丁。

　どんな戦せん況きようにも対応できる、呆あきれるほどの銃口の数です。

　そして、スキャンで知った強敵、前回の優勝者ＬＦを待ち構えるべく、駅で防ぼう御ぎよ陣じん地ちを敷しいていたのでした。

　13時28分。

　ぽん。

　突とつ然ぜん遠くに聞こえた小さな音に、

「なんだ、今の？　誰だれか屁へでもこいたか？」

　狙撃銃タイプを持ったジャージ姿の誰かが言って、残りの五人が笑いました。

　そんな六人の隠かくれる駅の近くへ、１発のグレネードが降ってきました。




　六人から30メートルほど離はなれた位置、ロータリーの中央あたりで炸さく裂れつしたグレネードは、大きな音を立て、金属の破片をまき散らしました。

　勢いをなくした破片のいくつかが、双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていた男の頭に、バラバラと降ってきました。当然まったくダメージを受けなかった男ですが、慌あわてて首を引っ込めながら叫さけびます。

「うひゃ！　グレネードだ！　やばいぞ！」

「落ち着け。全然遠い。スキャン結果を見て適当に撃ってるだけだ。前回の映像の、アマゾネスのマシンガン射撃と一いつ緒しよだ。俺おれ達をあぶり出そうとしてる。うろたえるな。別働隊が接近してきているはずだ。敵を見つけるまでは絶対に撃つな。俺達は今、圧あつ倒とう的てきに有利な陣を敷いている。自みずから出て行く必要はない」

　マシンガンタイプを伏ふせて構えながら、リーダーらしき迷めい彩さい服ふくの男が、冷静な口調で言いました。

「そ、そうか……」

「安心しろ。俺達はこんなところで負けない。自信を持て。仲間を信じろ。勝利を信じろ。俺達はこの腐くさった世界で闘たたかって生き残って、栄光を刻ん──」

　感動的な演説のおかげで、そして全員が周囲を警けい戒かいしていたせいで、誰もが気付きませんでした。

　山なりのバレット・ラインが、六人のど真ん中に下りてきたことを。

　ぽん。

　乾かわいた音がしました。

　ラインを消しながら飛んできたグレネードが、一人のすぐ後ろで炸さく裂れつしました。




「命中」

　下半身を失いながら吹ふっ飛んだ男を単たん眼がん鏡きよう越ごしの視界で見ながら、

「北側、手前５メートルに二人」

　レンは通信アイテムで指示を出しました。

　今レンは、駅から２００メートルほど離はなれた場所にいました。

　そこにある家の屋上にべったりと伏ふせて、単眼鏡をトタン屋根に押おしつけるようにして固定して、駅を睨にらんでいました。

　傾けい斜しやと煙えん突とつを利用しているので、出ているのは単眼鏡のレンズだけです。その倍率を最大にして、ホームの様子を捉とらえていました。丸い視界の中には、目標までの距きよ離りがデジタル数字で出ていました。

「了解」

　フカ次じ郎ろうの声が戻もどってきて、そして数秒後、指示通りの場所でグレネードが炸裂。

　慌あわてふためいていた二人の内、一人の体を破片でズダズダに切り裂さいて、体中から被ひ弾だんエフェクトを発生させました。

　その様子が見えてから、爆ばく発はつの音が耳に届くまで、ワンテンポ遅おくれました。まるで遠くの花火のように。




　フカ次郎の提案した作戦は、シンプルでした。

　自分はこの場所に腰こしを据すえて、駅にいる敵を、グレネードで山なりに攻こう撃げきする。

　途と中ちゆうには家がたくさんあるので、こっちからも向こうからも一切見えない。

　その代わり、レンが安全な場所で駅を眺ながめて、自分に〝砲ほう撃げき〟の指示を送ってくれと。

　最初に１発撃うつので、その位置からどれくらいズレたか教えてくれればいいと。

「それで……、命中、できる？」

　やや怪け訝げんそうなレンに、

「はっはー、私がどんだけ居残り練習をしたと思ってる？」

「たくさん……」

「敵の目を見ながら戦うだけがバトルじゃない。この武器なら、この戦法が有利だって分かったのさ。だから、距離を測って感覚で当てる練習をしたのだ。今なら、距離さえ分かれば目をつぶってもグレネードを放り込めるぜ？　ただし、正確な誘ゆう導どうがあってだけど」

「よし……。やる。でも、その間フカは無防備で動けないよ？」

「私はさっき死んだも同然よ。ゾンビのことを気にするな！」




「今の手前18メートルに、伏ふせた男。二人」

「ほいよ。じゃあ２発撃うつぜ」

　数秒後、グレネードが次々に着ちやく弾だん。光こう学がく銃じゆうを持ち上げながら避ひ難なんしようとした男達の左右３メートルほどの位置で炸さく裂れつし、二人をＳＪ２から退場させました。

「50メートル線路沿いに戻もどって。そこに一人、走って逃にげてる」

「じゃ、そいつだ。２発」

　必死になって逃とう走そうする男の目の前でグレネードが炸裂、破片を少し食らいましたが男はまだ重傷にはならず、その場に伏せました。

　その背中に、２発目のグレネードが降ってきて直ちよく撃げきしました。彼の体を、十個以上のパーツに分解しました。被ひ弾だんエフェクトは、まるで赤い霧きりのように煌きらめきました。

「命中。残りは一人。ホームを横切って真東に逃げてる。逃がしてもいいけど、できれば仕留めたい」

「じゃあ、残り全弾射撃だ！」

　ぽんぽんぽんぽんぽんぽん。

　６発分の、乾かわいた発射音が続きました。フカ次じ郎ろうが、２丁目のＭＧＬ─１４０に持ち替かえた証しよう拠こでした。

　最後の男は、必死になって走りました。

　駅東側のロータリーの上で、まるで特とく撮さつヒーロー番組の主役のように、左右で連続する爆ばく発はつの中を走り続けました。

　走って走って、そこにあった廃はい車しやの脇わきに飛び込んでレンの単たん眼がん鏡きようの視界から消えました。

　次の瞬しゆん間かん、６発目のグレネードがその車の向こうで爆発。

　レンには、千切れて空を飛んだ彼の手だけが見えました。その手は、最後まで光学銃をしっかりと握にぎりしめていました。

　車に半分隠かくれて、【Ｄｅａｄ】のマーカーの上半分が見えました。

「よし……。フカ、全ぜん滅めつさせた！　お見事！　すごい！　素晴らしい！　感動した！」

　レンは、心からの大絶賛を贈おくりました。

「まあねー。ざっとこんなもんよ！」

「合流するね！」

　レンは単眼鏡を腰こしのポーチにしまいながら、家の屋根の斜しや面めんを滑すべり降りていきました。そして端はしっこまでたどり着くと、そのまま落ちました。

　そこにあったトラックの屋根に一度着地して、くるりと前受け身をとってから再び跳ちよう躍やく。難なく道路の上に降り立ちました。それは、登るのと逆の方法でした。

　ＳＪ２の〝二回戦〟を無傷で突とつ破ぱしたレンが腕うで時ど計けいを見ると、それは１分にも満たない戦せん闘とうでした。

　レンは人間離ばなれした猛もうダッシュで、多分記録を取れば短たん距きよ離り走世界新記録の速度で、グレネードの再さい装そう塡てんをしているフカ次じ郎ろうの元へ到とう着ちやくすると、

「駅に行くよ！　あの場所でスキャンを見て、次はドームを目指す！」

　ピトフーイへの進しん撃げきを続けます。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　13時30分。

　三回目のスキャンが、北西から始まりました。

　レンとフカ次郎は、先ほどまで敵チームの防衛拠きよ点てんだったホームの間で、物言わぬ敵に、つまり四つの死体に囲まれて端たん末まつ画面を見ました。




　ボスとＳＨＩＮＣのメンバー達は、畑が広がるエリアの林の中に入って、周囲を完全に窺うかがう防ぼう御ぎよ態勢を取っていました。ボスだけが、端末画面を見ました。

　木々の向こうに、謎なぞの巨きよ大だいドームが白くそびえ、威い圧あつ感かんを漂ただよわせていました。




　エムは、岩と森の中で仲間達に囲まれて、端末画面を見ました。

　その後ろではピトフーイが、軟やわらかい土の部分を見つけて横になっていて、すっかり休きゆう憩けいモード。

「なんか変わったことがあったらおしえてー」

　そう、声だけを送ってきました。




　三回目のスキャンは、北西から始まりました。

　宇宙からの目が、生き残ったキャラクター全員に、等しく情報を伝えていきます。

　新しい死亡チームの位置ですが、一つはもちろん、フカ次郎に吹ふっ飛ばされたので駅の上。

　他には、地図北部の丘きゆう陵りよう地帯に二つ。その近くにある生き残りチームの名前は、ＭＭＴＭ。彼かれ等らの強さは本物ですから、素直に考えて、10分の間にこの二チームを壊かい滅めつさせたのでしょう。

　町の東部、細こま々ごまとした家が並ぶ町中には三つの全滅チームが。

　ボス達から逃にげ出したチームと、町の中央からＳＪ２を始めたチームが、ここで不幸にも密みつ集しゆうしたようです。

　細かい路地が走る町中ですので、さぞかし交戦距きよ離りの短い激戦だったことでしょう。近くに生き残りが見えないので、最後は相打ちで決まった可能性が高いです。

　そして、スキャンが南東部、エム達が潜ひそむ山の近くまで来ました。

　画面を見ていたレンとボスとＭＭＴＭのリーダーとエムが──、

「んんっ？」

「おっ！」

「なんとまあ」

「む……」

　まったく同時に声を出しました。




　地図南東部にある、２キロ四方ほどの険けわしい山。

　いまそこにいるのは、大会開始からずっと陣じん取どっているＰＭ４、つまりピトフーイ達のみです。他のチームは、みんな逃にげました。

　しかし、その山の西側の麓ふもとにある畑の上には、なんと七つもの白い点が集まっていました。

　その距きよ離り、ほぼゼロ。

　地図を一番拡大して、ようやく重なっていないことが分かるほどの近距離。




「これはどうしたことかね？　レン。七つも同じ場所にいるよ？　あり得なくない？」

　フカ次じ郎ろうが訊たずねて、

「ちくしょう……」

　状じよう況きようを瞬しゆん時じに理解したレンの顔が、今までで一番険けわしくなりました。




「おんやー？　これは、面白いねえ」

　ビゾン使いの銀ぎん髪ぱつターニャが、感想をＳＨＩＮＣの仲間達に聞かせました。通信アイテム越ごしなので顔は見えませんが、とことんニヤニヤしているのが声から伝わってきました。

　そして言葉を続けます。

「オレなら、絶対にこんな作戦にはのらないけどねえ」




　ＭＭＴＭのリーダーは、たった一言。

「はっ！」

　軽けい蔑べつ気味の笑い声を漏もらしました。




　エムは、

「ピト、寝ねていても端たん末まつは見られるよな。見てみろ。とても面白いから」

　いつも通りの落ち着いた口調で、そうピトフーイに伝えました。
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　スキャンが終了しました。

　10分の間に新たに全ぜん滅めつ・降参して退場したチーム数は六。残存、十七。

　端たん末まつを懐ふところにしまってから、

「どういうこと？　レン。分かっているんなら説明よろしく」

　フカ次じ郎ろうはＭＧＬ─１４０を持ち上げながら訊たずねました。

「走りながら説明する！　ついてきて！」

　レンは言うやいなや、Ｐ９０を右手に駆かけ出しました。険けわしい顔のままで。

「りょーかい」

　フカ次郎が後を追って、レンに続いて、ホームをひょいと跳とび越こえました。




　ドームまで、レン達の移動ルート上で邪じや魔まになりそうな敵はいません。

　ドームの中には二チームいましたが、ひとまずは無視できそうなのでレンは走ります。

　今までと同じように、レンがまず全力で走って遮しや蔽へい物ぶつの陰かげへ。周囲を警けい戒かいしつつフカ次郎を待って、彼女が追いついてきたらまた走る。

　その間に、さっきのスキャンで知った由ゆ々ゆしき事態を説明するのです。

「あの七チーム！　結けつ託たくしたんだよ！」

「は？　どゆこと？」

「つまり、一時休戦したってこと！　あれは多分、リーダー同士が集まって話し合いをしていたの！　弁の立つ誰だれかが交こう渉しようをして、周りのチームを説得したんだと思う！　そうして集団になって、山に籠こもるエムさん達を、何十人で追い立てる気なんだよ！」

「ああ！　──謎なぞは全すべて解けた！」




「なんとまあ、無様なことで」

　金きん髪ぱつスナイパーのアンナの言葉に、

「情けない野や郎ろう共だ……」

　ボスは、忌いま々いましそうに呟つぶやきました。

　呟いてもそれは通信アイテムに乗って全員に届いて、ＰＫＭマシンガンで周囲を警けい戒かいしているローザからは、

「雁がん首くび揃そろえれば、エムに勝てると踏ふんだかね？」

「どーだろうね。まあ、〝多勢に無勢〟って言葉もあるからね。いくらエムが優ゆう秀しゆうで、あの楯たてがあっても、上や後ろから撃うたれれば防げないわけで」

　ボスは面白くなさそうに答えると、厳いかつい肩かたをすくめました。

「なんにせよ、結果を待つしかないね」




「ま、これも作戦と言えば作戦か……。よくもまあ、口車に乗せることができたもんだ」

　ＭＭＴＭのリーダーは、一定の理解を示しつつ、

「いっそ、俺おれ達に話を持ってきてくれればよかったのに」

　そんな言葉を漏もらしました。ＨＫ２１マシンガン使いのジェイクから、

「え？　そしたら参加してた？　リーダー」

　心底意外そうな驚おどろきが返ってきて、

「まさか」

　リーダーは即そく答とうしました。

「提案を聞くふりをして、隙すきを見て皆みな殺ごろしだ。これはバトルロイヤルだぞ？　味方チームなど、どこにもいない」




　緑みどり髪がみのシャーリーが所属するチームＫＫＨＣでは、四人の男達がスキャン結果を見て、そして同じ予想に至って、すっかり興こう奮ふんしていました。

　相変わらず草木に身をべったりと隠かくして姿の見えない彼かれ等らが、通信アイテムで会話をします。

「これじゃ〝巻き狩がり〟じゃないか……。これ、俺達も乗れればよかったのに！」

「もう遅おそいよ。今からあの集団に合流するなんて、時間的に無理だろう」

「確かに……。じゃあ、どうする？　リーダー、作戦は？」

「作戦っていってもな……、ひとまずはあの勝負の結果が見たいな。それまでは隠れているか、逃にげ回るよ」

　それを聞きながら、木々の脇わきで双そう眼がん鏡きようを覗のぞく紅こう一いつ点てんのシャーリーは、

「…………」

　会話に参加せず、実につまらなさそうに鼻を鳴らしました。







　ドームに向けて平らな場所を突つっ走っていたレンが、

「うわっ！」

　すっころびました。足を鉄パイプにひっかけて。

　それが見えなかったわけではありません。

　邪じや魔まな場所にあるけど、横になっているパイプだから蹴けっ飛ばしていけばいいと思っていたら、あにはからんや、地面にしっかりと固定されていたのです。ここには以前家が建っていて、それは水道管の残りか何かだったのでしょう。

　あまりに単純な、うっかりミスでした。小さな体でゴロゴロゴロと転がったレンを後ろから見て、

「おいおい、落ち着きなって。さすがに焦あせりすぎだよ」

　フカ次じ郎ろうはそう言って走り出すと、

「ふぎゅう……」

　ピンクの戦せん闘とう服ふくを土つち埃ぼこりだらけにして目を回しているレンへと追いつきました。三百六十度ぐるりと警けい戒かいしてから、手を貸して引っ張り起こしました。

「ありがと……」

「焦あせってもしゃーないよ」

「でも！　ピトさんとエムさんがいくら強くても、あの人数じゃ！」

「で、今から走って行って、間に合う？」

「…………」

　たとえ自分一人で全力ダッシュしても無理。

　黙だまったレンに、フカ次郎は周囲を警戒しつつ、優しい言葉を送ります。

「凄すご腕うでのチームなら、勝ち目がないと踏ふめばちゃんと逃にげるでしょ。心配するなって」

「だ、だといいけど……」

　レンは、ピトフーイとエムの無事を祈いのって、彼かれ等らがいる南東の方角を睨にらみました。

　巨きよ大だいドームが邪じや魔まをして、山は見えませんでした。




　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊




　時間は、少し戻もどります。

　13時20分から30分の間に起きたことは、レン達の想像通りでした。

　プロテクターで固めたリーダー率いるチーム全員が、ストレージから出した巨大な白旗を掲かかげて、畑の目立つ場所に立ったのです。

　遠くからでも目立つ、縦たて横よこが数メートルの旗です。

　その旗には、〝撃うつな提案がある！　こっちも撃たないので誰だれかを寄こされたし！〟と文字まで書いてありました。

　驚おどろいたのは、周囲にいたチームです。近くに敵がいるから攻せめようかと思ったら、メッセージを送ってきたのですから。

　最初は一体何事かと理解に苦しんだのですが、背後の山にいるのがＰＭ４であると知っているので、ピンと来ました。

　それぞれのチームが、一人か二人の連れん絡らく要員を派は遣けんしました。そして、予想が正しかったことを知ったのです。

　つまり、〝一いつ致ち団結して、強敵を倒たおそう〟という提案です。まず、あの山でふんぞり返っている、前回優勝者を含ふくむＰＭ４を、ＳＪ２から叩たたき出そうと。

　その次は、ＭＭＴＭか、アマゾネス集団か。もちろんその二つが片付けば、レン達ＬＦも、目標になります。

　全すべての強敵を片付けた後は、一いつ斉せいに別れて、そこからバトルロイヤルの再開です。

　これならば、〝弱小チーム〟だってＳＪ２をより長く楽しめますし、優勝や上位入賞の可能性だってあります。

　言い出しっぺの男は、強敵攻こう略りやくのための作戦も用意していました。

　それは、前回の優勝チームが成功させた、〝リーダー囮おとり作戦〟。チームリーダー全員を安全な場所にまとめて残して、残りの人員だけで攻こう撃げきすること。

　スキャンで判明するのは、リーダーの位置だけです。ならばそれを逆手にとって、リーダー達はあえて固まっていようと。

　敵がスキャンで位置を知っても、リーダー集団から離はなれて動く他メンバーの部隊は分からないわけです。敵は、自分の目だけが頼たよりの作戦を強しいられます。

　逆に我が方は、ほとんど全チームが持っている通信アイテムで、仲間達に移動の指示を出せます。

　リーダー同士が地図を見つつ戦略を練って、〝自分の仲間達はこっちから攻撃する。あなたの仲間は逆側から攻せめてくれ〟などといった命令も出せます。

　多人数、そして行動の自由と、有利な条件が揃そろうのです。

　その提案と作戦を聞いて、〝素晴らしい！〟とすぐに賛同したチームもあれば、悩なやんだチームもありました。

　そうして人が集まっているところにまた別のチームがやって来て、再びの交こう渉しようが始まって、参加チームは増えていきました。

　悩んでいたチームも、人数がじんわりと増えるにつれて、〝長いものには巻かれろ〟とばかりに参加を決めていきました。

　こうして、13時30分になるまでに集まったのが、言い出しっぺを含ふくめて七チーム。

　残り三人になっていた戦史好きチームを始め、戦せん闘とうで被ひ害がいが出ているチームも混じっていたので、合計三十六人の男達。

　これだけの人数が集まると、もはや分隊ではなく小隊です。

　故ゆえにつけられた名が──、小隊プラトウーン作戦。

　この戦力なら、多少の強敵であろうとも、数の力で勝てる！

　参加を決めたキャラクター達は、ほくそ笑みました。

　そして作戦通りにリーダーを残して、二十九人の武装集団が、山への進撃を始めたのです。

　エムと、そのチームを屠ほふるために。
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　第九章　「十分間の鏖殺・その一」







　13時30分。エムから、

「ピト、寝ねていても端たん末まつは見られるよな。見てみろ。とても面白いから」

　そんな言葉を聞いたピトフーイは、昼ひる寝ねから起き上がりました。纏まとっていたマントについた枯かれ葉を落としながら。そして端末を目にします。

　幾き何か学がく模様の煉れん瓦が色いろのタトゥーを刻んだ顔には、

「あはは。考えたねえ！　あははは！」

　笑顔しか見えませんでした。

「七チームが徒党を組んでやってくるってことかあ！　これは素敵だわ！」

　両手を空に突つき上げてとても楽しそうなピトフーイですが、後ろにいる覆ふく面めんの男達の顔色が優すぐれないのが、雰ふん囲い気きで伝わってきます。

　エムに向けて発せられた小こ柄がらの男の声が、全員に届きます。

「エムさん、どうするつもりで？　あの人数で、しかもリーダー抜ぬきで一いつ斉せいに来られたら、いくらなんでも厄やつ介かいですよ？　一度引きますか？」

　それは四人の共通の気持ちだったようで、黙だまったままエムの答えを待ちました。

　答えたのは、ピトフーイでした。

「そんなん、迎むかえ撃うって全員皆みな殺ごろしに決まってんじゃーん！」

　どうやって？

　男達の無言のメッセージが伝わって、

「それは、今からエムが教えてくれるわよ」

　ピトフーイはサラリと答えました。







　中ちゆう継けい映像を流している酒場でも、結けつ託たくした集団は、一番の話題になっていました。

　情けないと言う人もいれば、ルール違い反はんではないがマナー違反だと言う人もいて、優すぐれた作戦だと喝かつ采さいする人もいました。

　意見はバラバラに割れましたが、

「でも、この戦いは面白そうだぜ……。二十九対六か……」

　誰だれかが言った言葉には、皆が同意せざるを得ませんでした。

　ＰＭ４は前回優勝者を含ふくむ強きよう豪ごうチーム。ＳＪ２でまだ１発も撃っていない彼かれ等らが、押おし寄せる敵を相手にどんな戦いを見せてくれるのか、楽しみでなりません。

　エムという男が強いのは、もう分かっています。覆ふく面めんの四人の男達がただならぬ雰ふん囲い気きを醸かもし出していたことも、分かっています。

　するとあとは、

「あのお姫様が邪じや魔ま者ものにならなければいいけどな……」

「確かに。一番の懸け念ねん材料だ……」

「嫌いやだぜ？　男達の白熱のバトルを、『やっだあ、こわいー』なんて言いながら邪魔する女なんて」







　13時30分からずっと、中ちゆう継けいカメラは、二十九人のプレイヤー達が山に登っていく様子を捉とらえていました。

　他に戦せん闘とうがなかったので、一番緊きん迫ぱく感かんのあるシーンということで選ばれたのでしょう。

　おかげで酒場の観客には、山の中の様子がよく分かりました。

　山の斜しや面めんは急ですが、崖がけというほどではありません。足下は適度に湿しめった土で、そのグリップも悪くないでしょう。二十九人は、ぐいぐいと登っていきます。

　ただ、人の背せ丈たけより高い岩があちらこちらでゴツゴツと剝むき出しなので、そこは避さけなければなりません。高く太い木々もまた、行動と視界を遮さえぎります。見晴らせる距きよ離りは、50メートルもないでしょう。

　ところどころで川が流れていて、細い沢さわではせせらぎが、太い沢では急流がごうごうと水音を立てていました。

　二十九人は、連合チームだから当然ですが、装備も服装もバラバラです。

　それでも一応は、各チームがまとまって移動していました。七つの集団が10メートルほどの幅はばに広がって、その中で一番俊しゆん敏びんなキャラクターが先せん陣じんたるポイントマンを務めて、敵がいないか目を光らせながら進みます。そして、進んだ距離をリーダーに報告。

　カメラは、麓ふもとの平らな場所にいるリーダー達も撮とっていました。

　乾かわいた地面に棒で山の地図が描えがかれていて、仲間から報告があると、〝今はここにいる〟という印である駒こまを、ゆっくりと動かしていくのです。

　専用の駒は準備がないので、それは予備マガジンであったり、グレネードだったり。そこは作戦指令本部か、または本陣かといった趣おもむきです。

　13時30分のスキャンで、エム達ＰＭ４の場所は判明しています。麓からは、およそ１．５キロほどの位置。

　二十九人は、ひとまずその場所を目指しています。まだその場に留とどまっているかは分かりませんが、よしんばいなくても、そこからの痕こん跡せきをたどることはできるでしょう。




　中ちゆう継けい映像は、エム達のチームは映していませんでした。そのため今どこにいるか、観客には分かりませんが、

「いくらなんでも、結けつ託たくには気付いているよな。そしてこういう場合、素直に逃にげる方が得策だよな？」

　何杯目かのビールを飲んでいた男が言って、

「逃げるっつったって、どこへ？　山を北側に下りて谷へか？　いつかは追いつかれるぞ？　どうあがいたって、40分のスキャンで場所は知れるしな」

　何十個目かのジャーキーを囓かじっていた男が答えました。

「すると……、迎むかえ撃うった方がいいのか？」

「人数が同じなら、斜しや面めんの上から迎え撃つのは有利だろうけど……、この戦力差じゃなあ」

　画面が、着実に登っていく男達を映していました。

　各おのおのが持ち出せる最高の銃じゆう器きで武装していますので、その火力はなかなかのものです。マシンガンもあれば、狙そ撃げき銃じゆうもあります。

「さすがにダメか……」

　男は首を振ふって、それからビールを飲み干しました。







　山の中で、男達は意い気き揚よう々ようとしていました。

　辛つらい登りで足が疲つかれますが、それは単なる疑似感覚だと割り切れば、どうということはありません。

　それよりも、

〝もうすぐ俺おれ達が、強敵を仕留められるかもしれない〟

　という興こう奮ふんが勝まさって、ついつい足が速くなります。

　男達の視界には、近くにチームの仲間が。少し離はなれた場所に、ついさっきまで敵だったキャラクターの姿が。

　優勝候補を倒たおした後に彼かれ等らと銃火を交えるのは間ま違ちがいありませんが、それはそれ。今だけは彼等も〝仲間〟です。

　山の中は薄うす暗ぐらく、そして岩や木々で視界は悪く、いつどこから撃たれるか分かりません。

　でも、相手が１発でも撃てば、直後に位置が判明します。そうなれば、二十人以上からの一いつ斉せい射撃を食らわせてやれます。

　むしろ撃ってこいよ！　ほら！

　そんな挑ちよう発はつ的てきな気持ちで、男達は斜面を登っていきました。

　有利な状態で時間が過ぎると、男達の緊きん張ちようも緩ゆるんできます。

　時計の針が13時37分を過ぎた頃ころから、

「なんか、相手が可か哀わい想そうになってきたぜ」

「まったくだ」

　とか、

「エムを倒たおしたヤツに、何か褒ほう美びでも出るのかな？」

「なんなら俺おれ達で賭かけるか？　手しゆ榴りゆう弾だんかマガジンでどうよ？」

　などといった、明らかな私語で軽口を叩たたく連中が出てきました。

　気を張り詰つめて、相手の立てる音を聞き逃のがさないようにしているキャラクターには、雑談など邪じや魔までしかありません。

　とうとう、赤茶のジャケットを着た一人の男が、

「静かに！　報告以外は喋しやべるなって作戦だろ！」

　近くでケラケラ笑っていた別チームの、薄うす茶ちや色いろの砂さ漠ばく迷めい彩さいの男を叱しかりつけました。

　叱られた男と喋っていたチームメイトはそれで引き下がりましたが、砂漠迷彩男はあからさまに不快そうに舌打ちすると、

「なんだお前……。この部隊のリーダー気取りか？」

　明らかなケンカ腰ごし。赤茶ジャケット男もそれでカチンと来たのか、

「ちげーよバカ。油断しまくりの男に優しく教育してやってるだけだ。感謝しろよ？」

　見事な売り言葉に買い言葉でした。

　それから二人は足を止めて、山の中で10メートルほどの距きよ離りで睨にらみ合って、険けん悪あくなムードに。

　さすがにわずかながら理性は残っていたようで、お互たがいの銃じゆう口こうは向けませんでしたが、

「全すべてが片付いたら……、お前、絶対に殺す」

「奇き遇ぐうだな。同じ意見だ。そのツラと迷彩服、忘れないからな」

　そんな約束まで交わしてしまいました。







　それから間もなくして、

「全員その場で停止。スキャンに備えろ」

　本ほん陣じんから、つまり七人のリーダーからの指令が、同じ指示が全員の耳に届きました。

　男達はゆっくりとしゃがんで、

「半分は周辺警けい戒かい。半分は端たん末まつを見ろ」

　その指示に従います。

　13時39分が、40秒を過ぎて、50秒を過ぎて──、

「スキャン開始」

　ＳＪ２、四回目のスキャンが始まりました。







「さてさて、どうなるかなあ……？」

　酒場の画面にもスキャンの結果は出ますので、観客達は固唾かたずを飲んで見守りました。

　スキャンは北から始まったので、まずはＭＭＴＭの生存を示しました。これについては誰だれも驚おどろきません。

　そして、ドームの西の脇わきにたどり着いていたＬＦと、南にたどり着いていたＳＨＩＮＣと、そして中にいる三つのチームを表示しました。

　激戦を予想させるドームも興味深かったのですが、今は南東部の山さん岳がく地帯が注目の的です。

　ＰＭ４はどこにいるのか？

　こっちの動きを察知して、北から山を下りたのか？　それとも、もっと東に移動しているのか？

　スキャンが示したのは──、




「近いぞ！　集団から１５０から２００メートルほど北東側！」

　リーダー七人が、驚き声で指示を飛ばしました。ＰＭ４の場所が、仲間達が展開している斜しや面めんのすぐ側そばだったからです。

　当然、現地で端たん末まつ画面を見ているキャラクター達もそれに気付いて、驚きました。

　その位置は、前回のスキャンから、ほんの少しだけ北側に移動しただけではありませんか。ＰＭ４は、あくまでこの山の中で闘たたかうことを選んだようです。

　視界が悪いから相手を視認できませんが、２００メートルというのはもう交戦距きよ離りです。いつ木々の隙すき間まを縫ぬって弾だん丸がんが飛んできてもおかしくありません。慌あわててそちらへ銃口を向ける者達がいました。

　しかし、撃うってこないということは、

「連中はまだ、俺おれ達を見つけていない……」

　これだけ大人数で移動している以上、他にあまり考えられないわけで、それぞれがリーダーに、その旨むねを報告しました。

　リーダー七人は、すぐさま決断を下しました。もう悩なやむことなどありません。すなわち、

「全員でスキャン地点に向かえ！　そして一気に攻せめ滅ほろぼせ！」

　リーダー達が見下ろす地面の地図に、今後10分は役目がないサテライト・スキャン端末が、敵の位置を示す駒こまとして置かれました。







「全員でスキャン地点に向かえ！　そして一気に攻め滅ぼせ！」

　指示を受けた二十九人の男達の顔に、獰どう猛もうな笑みが浮うかびました。

　相手の居場所が分かっているのなら、やることは一つ。そこへ向かうだけです。一いち番ばん槍やりを求めて、全員の足が一気に速まりました。

　リーダーからは、どっちの方向に向かえばいいか、逐ちく一いち指示が出ます。目標地点を扇おうぎ状じように取り囲むような布ふ陣じんで、男達は１００メートルほどを進んで、

「え──？　くそう……」

　先頭にいた男が、苦い声を出しました。そして、目の前に広がる光景を報告します。

「リーダー。今までで一番大きな沢さわにぶつかった。幅はばは……、30メートルくらいか。東西に流れている」

　後ろから来た男達も、そこで足を止めました。大きな沢は、幅30メートル、深さ10メートルほど、山やま肌はだをえぐっています。

　そこには人の背せ丈たけほどの大きな石がゴロゴロと転がり、合間を水が勢いよく流れています。

「指示を請こう。目標はこの上流か？」

　リーダーからの指示は、すぐに来ました。イエスでした。

「だとしたら、谷に下りないと目標へは進めない。どうすればいい？」

　リーダーからの返事は、少し遅おくれました。




　七人のリーダー達は、即そく断だんを求められました。

　のんびり悩なやんでいては、せっかく位置を把は握あくしたＰＭ４に逃にげられてしまうかもしれません。

　それが分かっている彼かれ等らは、短い会話の後に、決断を下しました。

「谷の左右に一チームずつ残して、上からの攻こう撃げきを警けい戒かいさせる。残りは、谷に下りて進め」




　四名と五名のチームが谷の左右に散って、残りの二十人が、谷を歩き始めました。

　人の背ほどの岩がゴロゴロしていて、しかも水しぶきで濡ぬれている箇か所しよが多いので、移動しにくいことこの上ありません。

　それでも、この先に敵がいると分かっていれば、気持ちは高ぶるもの。考えようによってはこの岩も、銃じゆう弾だんから身を守る遮しや蔽へい物ぶつになってくれます。

　男達は、いつ撃うたれてもいいように気を引き締しめながら、岩から岩へと伝うように、じわりじわりと進んでいきました。

　そして、残りの距きよ離りが50から１００メートルほどと予想される地点で、

「なんだ、ありゃ？」

　その光景を見たのです。







　現地で男達が見ている景色を、斜ななめ後ろから映像で見ている男達がいました。酒場の観客達です。カメラは谷の上空から、男達の背中を映していました。

「滝たきか……」

　谷の斜しや面めんを登った先には、落差が15メートルはある大きな滝がありました。

　水の幅はばは５メートルほど。重低音を響ひびかせながら、滝は１秒たりとも休むことなく、大量の水を大地に叩たたき付けています。

　当然ですが、谷はそこで終わっています。幅が20メートルほどに狭せばまった谷は、高さ15メートルの崖がけにぶつかっているのです。

　これを素す手でで登れというのは、登とう坂はんスキルを手に入れているキャラクター以外、無理でしょう。他の者達が登るには、しっかりしたロープが必要でしょう。




　現場にいる男の一人が、

「滝だ。ちょっとした大きさだ。ウチは商店を兼かねた二世帯住宅の四階建てなんだが、同じくらいの高さがある」

　リーダーへの報告にそんな言葉を使って、

「雰ふん囲い気きぶちこわしやで」

　別の誰だれかが、聞こえないように小声で漏もらしました。

「スキャンで出た位置はここでいいのか？　滝でいいのか？　──了解」

　答えがすぐに戻もどってきたようで、男は周囲の仲間に大声で伝えます。滝の音がうるさくて、もうそうするしかないからです。

「スキャン位置はあそこでいい！　ちょうど滝のあたりだ！」

「すると上か？　──上に行ったチーム？　何か見えるか？」

　一度リーダー経由で、つまり本ほん陣じんから返事が戻ってきました。

「見えない！　滝の上には、滝に繫つながる川があるだけだ！」

　この時点で、もうスキャンから３分以上経たっています。腕うで時ど計けいを見た誰かが、

「移動したのか？　まさか、逃にげられた？」

　そして、

「かもな……。空から振ぶったんだよ、俺おれ達は」

　仲間からのそんな悔くやしそうな言葉。

　すると、たまたま近くにいた別のチームの男が、首を横に振ふりながら、二人に話しかけました。

「いや……。多分そうじゃないな……」

「なんでだ？」

「どうして分かる？」

「今、気付いたんだ……。あの滝、上が大きく出っ張ってるだろ？」

　上？　二人が、身を隠かくしている岩いわ陰かげから少し頭を出すと、確かに言われた通りでした。

　滝たきの上部は岩が剝むき出しですが、かなり迫せり出した場所から水のカーテンが始まっているのです。

　左右の岩場を伝っていけば、水のカーテンの後ろへ回り込むことができるのです。

「あの空間に、人は隠れられる……」




　報告を聞いたリーダー達は、全すべてを理解しました。

　連中は、滝の裏に隠れて集団をやり過ごすつもりだと。

　集団をやり過ごせば、あとは一気に逆をついて山を下りることができます。二十九人がウロウロと探している間に、素早く別のフィールドへと逃にげる作戦だと。

　そうはさせるか。

　リーダー達は、即そく断だんしました。

　それぞれのメンバーへと、指示を出しました。

「滝の裏に敵が潜ひそんでいる可能性が、著いちじるしく高い。総員、全力で一いつ斉せい射しや撃げきせよ──」




　谷にいる二十人全員が、次々に銃じゆう口こうを向けました。

　スナイパーやマシンガナーは、岩の上に愛銃をバイポッドで据すえ付けて。サブマシンガンやアサルト・ライフル使いは、岩に抱きつくように伏ふせて。

　狙ねらうは、数十メートル先にある、滝のカーテン。狭せまい谷なので、二十人が横に広がることはできません。

「前にいるヤツ、頭を絶対に上げるなよ！　後頭部を射い貫ぬいちまうぞ！」

　後ろで岩に機関銃を据え付けた男が、大声で叫さけびました。記念撮さつ影えいのときのように、前方の人間ほど伏せて、後方の人間ほど銃口位置を高くしました。

　準備を終えた男が、素そ朴ぼくな疑問を口にします。

「銃じゆう弾だんが、あの滝を貫つらぬくかな？」

「さあな。やってみれば分かるだろ？」

「確かに」

　五人のリーダーから、一斉に指示が飛びました。

「撃うて！」




　狭い谷の中で、20丁の一斉射撃が始まりました。

　爆ばく音おんが轟とどろいたかと思うと、次の刹せつ那な、水のカーテンに不思議な模様が生まれました。

　水柱が、横に立ち上ったのです。生まれた水柱は滝の落下速度と合わさって、斜ななめ下へと伸のびて、消えました。

　弾だん丸がんは、全部ではないのかもしれませんが、滝たきを貫つらぬきました。

　その確かな証しよう拠こに、機き関かん銃じゆうの曳えい光こう弾だんが滝の裏側で、おそらくはそこにある岩場で跳はねて、滝の横から跳ちよう弾だんになって出てきたのです。

「いけるぞ！　撃うて撃て撃ちまくれ！」

「おう！」

　もはや容よう赦しやはありません。

　あの後ろに、六人が隠かくれているのなら、鏖おう殺さつ──、つまり〝皆みな殺ごろし〟です。

　20丁が火を噴ふき続け、その音が途と切ぎれることはありませんでした。

　しかもそれが谷間で反はん響きようしていつもより長く残るものですから、聞いたことのない大だい騒そう音おんになりました。音量が自動調整されているＧＧＯ世界でなければ、全員が即そく座ざに難なん聴ちようになっていたでしょう。

　射しや撃げきは、続きます。

　マシンガナーは弾だん薬やくベルトを新しくして。他の射手は、何度もマガジンを換かえて。

　排はい出しゆつされた空から薬やつ莢きようが数秒で消えるのがＧＧＯの特とく徴ちようですが、その消えるときのエフェクトもキラキラと綺き麗れいです。石の上で、水の上で、幾いく十じゆうもの空薬莢が次々に消えていく様は、幻げん想そう的てきですらありました。

　二十の銃身から吐はき出され、うっすらと広がる硝しよう煙えんが、じわりじわりと周囲を埋うめ尽つくしていきます。谷は、たき火でもしたかのように白く霞かすみました。




「すっげーな！　おい」

「ああ。こんな人数の全力射撃なんて、ＧＧＯで初めて見たよ……」

　谷の左右、そして上にいた九人の男達は、本来の周囲警けい戒かい任務を忘れて──、

　そのど派手な〝ドラム演奏会〟を、特等席から眺ながめていました。

「俺おれ達も下にいたかったなあ。ババ引いたか、これは？」




　そして、50秒ほどの狂きよう乱らんが過ぎて、

「撃ち方止やめ！　もういいだろう！」

　リーダー達からの指示が飛んで、三々五々、彼かれ等らは射撃を止めました。

　命令に気付かず、

「どりゃあ！」

　最後までノリノリで《Ｍ４０Ａ３》狙そ撃げき銃じゆうを撃っていた一人の男は、仲間に頭を小こ突づかれて、

「お？　おお？」

「撃ってるの、もうお前だけだぞ？」

「あ、すまん。最後に１発だけな。これでマガジンが空だ」

　引いてあったボルトを前に戻もどして、滝たきにめがけて１発撃うちました。

　その発はつ砲ぽう音おんが何度も木こ霊だましてから、谷に、滝の立てる音が戻りました。かなりうるさいはずなのに、とても静かに聞こえました。

　滝に、見た目の変化はありません。

「よし……。誰だれか身軽なヤツ、滝の裏を確認に行けるか？」

　その言葉に、チームがバラバラの四人が、瞬しゆん時じに立候補しました。全員サブマシンガンを持ち、敏びん捷しよう性せいに長たけたキャラクター達です。

「頼たのんだ！　【Ｄｅａｄ】マーカーが見えればそれでいい。まだ生きていたら、トドメだ」

「了解！　任せろ！」

「滝たき壺つぼに落ちるなよ……。多分相当ダメージ食らうぞ」

「おう！」

「援えん護ご射しや撃げきするから、やばかったら伏ふせろ」

「分かった、ありがとよ！」

　素直な言葉が飛び交いました。

　本来は敵同士であったのに、一いつ緒しよに同じ方向へ銃じゆう口こうを向けて撃ったというだけで、謎なぞの結束が生まれていました。バラバラの分隊だった連中が、今や立派な小隊に。

　四人が、二手に分かれて滝へと登っていきます。残りの〝二十五人〟は、滝へと狙ねらいをつけたまま、その様子を見ていました。







「少し、撃たれた」

　エムの言葉を聞いて、ピトフーイは嬉うれしそうに返します。

「死ぬの？」

「残念ながら、大だい丈じよう夫ぶだ」

「なあんだ。カタキをうってあげようと思ったのに」

「俺おれのことはどうでもいい。お膳ぜん立だては終わった。あとは……、好きにしろ」

「言われなくてもね。じゃあ、合図をよろしくね！」







　敏捷性を生かして、岩から岩へとぴょんぴょん飛び移りながら、四人は滝へと接近していきます。

　残り10メートルで、右側先頭の男が、《ミニＵＺＩ》サブマシンガンを目の前に構えました。左側先頭の男は、やはりサブマシンガンの《ＭＰ７Ａ１》の銃口を進む先に向けました。

「今、四人が左右から滝裏へと接近中……。まだ見えない様子」

　リーダー達へは、メンバーが報告。

　残り５メートル。もう、先頭の男は水しぶきでずぶ濡ぬれです。

　残り、４メートル。男が、引き金に指を掛かけました。そして反対側の二人へと、左手を開いて見せました。

　その指が、一つずつ畳たたまれていきます。突とつ入にゆうへのカウントダウン。

　４、３、２──。

　残り１秒で、男達は吹ふき飛ばされました。




　青白い炎ほのおの塊かたまりが滝たきの左右で生まれて、四人を容よう赦しやなく吹っ飛ばしました。

　それぞれの先頭にいた男達は、５メートルは飛ばされて、谷の側面に激げき突とつ。残りの二人は、吹っ飛んできた仲間に突つき押おされるようにしてバランスを崩くずして、岩場から滝たき壺つぼへと転げ落ちました。爆ばく発はつ音おんが、二つ同時に聞こえました。

「プラズマ・グレネードだ！　生きてるぞ！　滝の中に敵！　撃うて撃て撃て！」




　谷の中から再びの咆ほう哮こう。

　それが合図だったかのように、山の中で何かが起き上がりました。

　それは、覆ふく面めんの男達でした。

　穴に伏ふせて迷めい彩さいポンチョを被かぶり、その上から土や枯かれ草で丹たん念ねんに擬ぎ装そうしていた三人が、それぞれの場所で、一いつ斉せいに立ち上がったのです。

　そこは、谷の北側、５メートルほど外れた山の斜しや面めん。

　さっきまで谷の上部を警けい戒かいしていた男達の、本当にすぐ後ろに、三人は潜ひそんでいました。踏ふまれてもおかしくない場所でした。

　三人は立ち上がると同時に自分達の愛あい銃じゆうを持ち上げると、目の前で背中を向けている敵へと、発はつ砲ぽうを開始しました。




　小こ柄がらな男は、ショットガンを持っていました。

《ＵＴＳ─１５》という、〝14連発〟が可能なポンプアクション・ショットガン。まるで光学銃のような角張った外見に、二本の弾だん倉そうチューブを持つ、かなり異色の散弾銃です。

　男は、高速のポンプアクションを繰くり返して、一人につき３発を放ちました。弾種は、ダブルオーバック。

　岩いわ陰かげから放った散弾の嵐あらしは、谷の縁ふちで滝を見下ろしていた四人の全身に次々に命中して、彼かれ等らを蜂はちの巣すにしていきました。




　大柄な男は、マシンガナーでした。

　抱かかえているのは、ドイツ製の《ＭＧ３》マシンガン。口径は７．６２ミリ。

　ナチスドイツが使った傑けつ作さく機き関かん銃じゆう《ＭＧ４２》の口径を変へん更こうしただけという歴史のある銃ですが、この銃には最新式のサウンド・サプレッサーがついていました。

　消音器サイレンサーというほど音は小さくならないので、より正確に言い表そうと抑制器サプレツサーと呼ばれるようになった円えん筒とう、それが銃口の先に伸のびています。

　男は、長く重いＭＧ３を腰こしに構え、左手は横に向けたバイポッドを握にぎりました。仲間が手前にいる人間を撃うち倒たおしている間に、大きな岩の上に足だけで駆かけ上りました。そして、その頂上でフルオートで撃ちまくりました。

　じゃゃかかかかかかかかかん。

　抑よく制せいされた銃声が、不思議な叫さけび声を上げました。左側に垂らした弾だん薬やくベルトが銃に吸い込まれ、弾丸が次々に前へと飛び出していきます。空から薬やつ莢きようは真下に飛び出して、岩に当たってキンキンと小気味よい音を立てながら飛び跳はねました。

　男は撃ちまくりながら、銃口を横に振ふりました。

　横に広がった弾丸の群れは谷の上を通過して、そこを見下ろしていた五人を、次々に射い貫ぬいていきました。男達は体のあちこちから被ひ弾だんエフェクトを煌きらめかせて、その場で、バタバタと倒れました。

　唯ゆい一いつ、運良くまだ死んでいなかった男が、倒れたまま、愛銃の《ガリル》アサルト・ライフルを持ち上げながら叫びます。

「て──」

　敵だ！　の一言すら言えませんでした。

　飛んできた弾丸が男の右みぎ腕うでに命中。そのまま貫つらぬいて頭へと命中し、即そく死しさせました。




　二人の仲間達のすぐ後ろで、覆ふく面めん姿の太っちょ男が、銃のボルトを往復操作して、大きな金色の空薬莢を排はい出しゆつしていました。

　関取のような体格をしてスナイパーの彼は、大型の狙そ撃げき銃じゆうを持っていました。今まさに、的の腕と頭を射貫いた銃です。

　それは全長１２０センチほど。独立したピストル型グリップと、魚の尾お鰭ひれのようなストックをつけた狙撃銃の名は、《サベージ　１１０ＢＡ》。

　使う弾たまは、強力な３３８ラプアマグナム。ＧＧＯではかなりレアであり、そして強力な１丁でした。




　ほんの３秒ほどの出来事で、谷の上にいた九人は死にました。

　そして、谷の中にいた十八人の男達は、それに気付きませんでした。

　自分達の発はつ砲ぽう音おんがうるさすぎて、仲間達を屠ほふった銃声が紛まぎれてしまい聞こえなかったのです。

　さらに、チーム単位で分かれていたので、視界左上のヒットポイントゲージでも認識できませんでした。




　すぐに気付いたのは、本ほん陣じんにいたリーダーの二人でした。

　視界左上の表示が自分の仲間達の全ぜん滅めつを告げて、最初は、何かの間ま違ちがいだと思いました。しかし、顔色を変えたのが自分だけでないと知った二人は、

「仲間達が死んだ！」

「ウチもだ！　全滅だ！」

　それを本陣に報告。

　同じ報告をしたのが谷の上にいたチームと知ると、残りの五人は、すぐに状じよう況きようを理解しました。谷の中にいる仲間達に伝えます。

「上に敵がいるぞ！　援えん護ごチームは全滅した！　上方注意せよ！　聞こえたか？」

　リーダー達の耳に、チームメンバーからの返事はありませんでした。

「なんで？」




　誰だれよりも状況を理解できたのは、酒場にいた観客達でした。

　同じ時間に別の場所でも戦せん闘とうがあって、酒場は完全に二分されました。こちらの中ちゆう継けいを見ていたキャラクター達は、滝たきの左右でプラズマ・グレネードが炸さく裂れつした瞬しゆん間かんから、

「おおっ！」

「きたあっ！」

　画面に釘くぎ付づけになっていました。

　複数画面のおかげで、地面から出てきた覆ふく面めんの男達がよく見えていました。カメラが、彼かれ等らのすぐ後ろにつきました。

　谷の左右で下ばかりを見ている男達へ銃口を向ける瞬間を捉とらえて、

「後ろ！　後ろ！」

　聞こえるわけがないので、誰かがそう茶化した瞬間に発はつ砲ぽう。

　ショットガンで、マシンガンで、狙そ撃げき銃じゆうで、射的の的のようにバタバタと倒たおされていく様子を、

「あーあ」

「油断すっから……」

　切なそうに眺ながめていました。

　こうして、九人全員を撃うち殺した覆面の男達は──、

「このまま上からバリバリ撃てば、谷の中の連中なんか皆みな殺ごろしだろ？」

　そうしませんでした。

　谷へと顔を出すことはなく、その場でしゃがんで動きを止めたのです。

「なんで？」

　観客の誰だれもが疑問に思った瞬しゆん間かん、画面が再び切り替かわりました。

　一人の女の背中を、映しました。

「あの女だ！」

　濃のう紺こんのつなぎとポニーテールで、よく分かります。間ま違ちがいありません。

　それは、エムや覆ふく面めん男と一いつ緒しよにいた女です。その女が、ゆっくりと谷を登って、まだ滝たきに向けて撃うっている男達へと背後から迫せまっていくのです。

　それを見ている観客全員を代表して、

「なんで、あの女は──」

　誰かが言いました。

「なんも武器を持っていないの？」

　映像の中で、女は両手に何も持たず、腰こしの装備ベルトにはホルスターも手しゆ榴りゆう弾だんもナイフもありません。

　ストレージには納めているのかもしれませんが、現状では完全なる丸腰です。

「交こう渉しよう……、か？　今から連中に話しかけて、〝どうだい一緒に組まないか？〟とか？」

　別の誰かの意見は、

「じゃあなんで、覆面男達は谷の上にいたヤツを撃った？」

　その反論であっさりと否ひ定ていされました。

　あの女は、一体全体、何をやろうとしているのか？

　誰も分からないまま、女は岩から岩へひょいと伝って、とうとう男達のいる一帯へたどり着きました。

　全員が今も間断なく滝へと撃ちまくっているので、誰も気付きません。敵が一人、すぐ後ろに来ているのに。

　その映像は、ひたすらにシュールで、なおかつ不気味でした。

　カメラがぐるりと回転して、一団の最さい後こう尾びで、岩に据すえたロシア製の《ＲＰＤ軽けい機き関かん銃じゆう》を撃ちまくっている男と、その４メートル後ろで、タトゥーを刻んだ頰ほおを動かす女の顔を捉とらえました。

　鋭するどい顔つきの女が、笑顔で何かを言いましたが、観客にはその声は伝わりません。




「やるわよ。援えん護ごは、最低限でいいわ」







　13時46分。

　画面の左上にはそんな時間表示。

　そして観客は見ました。

　するりと近づいた女は、ＲＰＤ軽けい機き関かん銃じゆうを撃うちまくっていた男の後ろに立つと、右手で戦せん闘とう服ふくの首根っこを摑つかんで引っ張りました。

　ひょい、と引っ張ったように見えましたが、かなりの筋力値を持っていたのでしょう。体格のいい男はあっさりと銃から引き離はなされて、射しや撃げきが止まりました。

　そして、女は、首根っこから後頭部に右手を持ち替かえて──、

　そのまま猛もう烈れつな勢いで、岩に男の顔面を打ち付けました。

　一撃目から、ダメージ認定が生まれました。鼻から被ひ弾だんエフェクトが生まれて、赤いポリゴンの欠片かけらが、血のように散りました。

　二度、三度、四度──、女は男の顔面を岩に打ち据すえて、最初はビクビクと動いていた男の手足は、だらんと動かなくなりました。

　そして、【Ｄｅａｄ】のマーカーが、男の上に点てん灯とうしました。

　一連のよどみない動きを見ていた酒場の男達が、一いつ瞬しゆん静まりかえりました。そして、

「あ、あの女、素す手でで殺しやがった！」

「できるんだ……」

「墜つい落らく死しするんだから打撃にもダメージ認定はあるけどよ……、フツーやるかあっ？」

　口々に感想が漏もれました。

　その間、女は死体をポイと放り投げて、男の撃っていたＲＰＤを持ち上げました。重い機関銃を、まるでライフルのように肩かたで構えました。

　そして撃ちました。

　谷に点在する男達の〝背中〟へ。

　大して狙ねらいもつけず、単に弾たまをばらまくだけの撃ち方でした。

　それでも、目の前３メートルから20メートルほどの間にいた的には、面白いように命中します。急所への直撃を食らった不幸な三人を、なぜ自分が死ぬのか分からないまま、ＳＪ２から退場させました。

　運良く被弾しなかった男達は、後ろからいきなり撃たれたことに驚おどろいて振ふり向いて、

　馬ば鹿か野や郎ろう！　味方を撃つな！

　とでも言いたげに口を開いて、そして固まりました。

　見たものが信じられないといった、実に面白い表情の男は、ぽかんと見開いた目を射い貫ぬかれて即そく死ししました。

　残りは慌あわてて岩いわ陰かげに伏ふせて、どうにか射撃の網あみから逃のがれました。

　最初から少なかった機関銃の残弾は、３秒ほどの射撃でゼロになりました。女は沈ちん黙もくした銃をすぐに捨てると、岩へと駆かけ上って、そして飛びました。すぐ近くでしゃがんで、惚ほうけた顔をしている、一人の男へと。

　女の膝ひざプロテクターが、男の顔面を打ち据すえました。

　岩と岩の間に流れる水へと倒たおれた男へ、女は一度、ブーツの踵かかとで強きよう烈れつな蹴けりを食らわしました。同時に男が持っていた《ＡＫＭ》を奪うばうと、それを別の敵へと撃うち始めました。

　撃ちながら女の右足は、水の中に倒れた男の首筋を、猛もう烈れつに踏ふみつけていました。

　顔を水から出せなくなった男は手足をばたつかせてもがき苦しみましたが、女が自分の銃じゆうで仲間を三人撃ち殺した直後に、窒ちつ息そくによって死者リストに加わりました。

「敵だあっ！」

「あの女を撃て！」

　ようやく開始された反はん撃げきで、女の隠かくれた岩が、銃じゆう弾だんでガリガリとえぐられていきます。

　直後、岩いわ陰かげから人ひと影かげが飛び出して、全すべての射撃がそこに集中しました。

　そのキャラクターは数十発の弾丸を体中に食らいましたが、それで死ぬことはありませんでした。すでに死んでいたからです。

　死体を身代わりに放り投げた女は、まるで蛇へびのように、するりするりと岩陰を伝っていきました。そして自動式ショットガン《レミントン　ヴァーサ・マックス　タクティカル》に、必死になって散弾を込めていた男の脇わきに。

「はあい！」

「え？」

　顔を上げた男の目を、女は残弾ゼロのＡＫＭのストックで殴おう打だしました。躊ちゆう躇ちよのない狙ねらいでした。

　女はＡＫＭを捨て、仰のけ反ぞった男の腕うでからヴァーサ・マックスを奪いました。くるりと下を向けて、倒れつつあった男の顔に発はつ砲ぽう。

　顔中に自分の銃の散弾を食らった男は、被ひ弾だんエフェクトが派手に光りすぎて、鼻から上が見えなくなりました。当然死にました。

　女は、ヴァーサ・マックスの装そう塡てん穴に親指を入れました。そうして、チューブ弾だん倉そうに何発残っているか感覚で確認。満足げに頷うなずいて、新しい武器を手に飛び出しました。

　生存者は八人だけになっています。生者より死者の方が多い谷の中では、もはや組織だった反撃は皆かい無むで、それぞれがそれぞれの場所で身を隠すだけでした。

　そんな谷を、女は楽しそうに駆かけ回りました。敏びん捷しよう性せいを鍛きたえ上げたレンには負けますが、それでもまるで、忍にん者じやのような軽い身のこなしで。

　岩陰に隠れている男を一人見つけると、にっこりと微笑ほほえみながら、その首筋にショットガンの大きな銃口を押おしつけて撃ちました。

　１発目で首が半分千切れたので、すぐに引き金を引いてもう１発。男の首が胴どう体たいから離はなれると、女は髪かみをむんずと摑つかみ、その首をぽーんと放り投げました。

　カメラが切り替かわって、岩の後ろで隠かくれている男の目の前に、生首が落ちてくるのを捉とらえました。

　叫さけび声はマイクが拾いませんでしたが、男が心底恐きよう怖ふに駆かられて跳とび上がったのは映像が捉えました。

　男はそこから逃にげ出すように岩場を這はいずり回って、バシャバシャと川の浅あさ瀬せを渡わたって、一つの岩から顔を出したところに、駆け寄ってきた女の足がありました。

　彼の後頭部を散さん弾だんが一ひと塊かたまりのままで襲おそって、死者数が一人増えました。

　死体の腰こしにプラズマ・グレネードが三つあることを知った女は遠えん慮りよなく頂ちよう戴だいすると、そのうちの二つを立て続けに投げました。

　投げた先は、10メートルほど離はなれた滝たき壺つぼ。エムに吹ふっ飛ばされ、ようやくそこから這い上がろうとしていた男が二人いる場所でした。

　どぼんどぼん、と着水直後、水が立て続けに膨ふくらんで、二つの山を作りました。

　大量の水が体の破片と共に空を舞まいました。滝が注ぐ水で滝壺はすぐに水で溢あふれ、二人の死体を浮うかべました。




　谷の上にいた男達は、１発も撃うちませんでした。

　上からですので、岩いわ陰かげにしゃがんだり伏ふせたりして隠れている敵は丸見えで、もし仲間が撃たれそうになったら、すぐにでもそいつを撃てる状態で待機していたのですが──、

　まったくその出番はありませんでした。

　ピトフーイが嬉き々きとして飛び回りながら、谷の底で敵を鏖おう殺さつするのを、

「…………」

　黙だまって見ていました。




　画面の中では、四つの岩陰に四人の男がへばり付いて身を隠している様子が見えます。

　そして、彼かれ等らを探す女の姿も。

　川を挟はさんで反対側にいる女は、一つの死体から《ベレッタ９２ＦＳ》９ミリ口径自動拳けん銃じゆうを奪うばっていて、それを右手に持って、楽しそうに歩いていました。岩陰に誰だれかがいないか探す、〝かくれんぼ〟の鬼おにのようでした。

　このあたりになると、観客の反応は変わっていました。

　当初の、悪あつ鬼きのような闘たたかいっぷりにドン引いて呆ぼう然ぜんとしていた観客は今や、

「やっちまえ！　あと四人だ！」

「谷の上のヤツ！　撃つなよ！　そこは激しく空気を読むところだぞ！」

「〝マックス・キル賞〟間ま違ちがいねーな！」

「ねーちゃん！　すげえよアンタ！」

「〝オタサーの姫〟とか言って本当に悪かった！」

「貴女あなたになら殺されてもいい！」

　一八〇度、方向転てん換かんを済ませていました。




「どうしたっ！　何があった？」

　リーダー達のいる本ほん陣じんは、完全に恐きよう慌こう状態でした。

　返事がないと思ったら、叫さけび声と同時に仲間達のヒットポイントが次々に減って、死者数がどんどん増えていったのですから。

　各リーダー達からの戦死者報告数があまりに重なって、もう数え切れなくなっていました。

「とんでもねえヤツがひと──」

　ばすん。

　どれだけ近くから撃うたれたのか、彼の発言を止めた銃じゆう声せいをマイクが拾いました。ヒットポイントゲージを見るまでもなく、何が起きたか分かりました。

　最初に作戦を立てた、プロテクターだらけの男が、自分の仲間達の全ぜん滅めつを確認して、

「誰だれか、まだ、生き残っているか……？」

　リーダー仲間に訊たずねました。

　四人が首を横に振ふって、二人だけが、

「なんとか一人……。でも、ヒットポイントは黄色だ」

「ウチも一人。でも、真っ赤だ」

　切なそうに答えました。




「エムさん。もう出てきてもいいと思いますよ」

　覆ふく面めんの太っちょからの声を聞いて、エムが、滝たきの裏から出てきました。手にはＭ１４・ＥＢＲを持って。

　ずぶ濡ぬれの巨きよ体たいのお尻しりと足には、赤い被ひ弾だんエフェクトが六カ所で煌きらめいています。ヒットポイントも、四割ほど削けずられていました。

　谷の上でその様子を見下ろしながら、マシンガン使いが訊ねます。

「結構やられましたね。楯たてに穴でも？」

「跳ちよう弾だんだ。上にあった岩に当たった弾たまが跳はねてきたんだ。背骨と頭だけは守った」

「だから〝危険だ〟と言ったのに。無茶しますねえ」

「お膳ぜん立だてだ。しょうがない。ピトは？」

　エムが沢さわの下流を見やりますが、谷のあちこちで輝かがやく二十個ほどの【Ｄｅａｄ】のマーカーしか見えません。ここまで密みつ集しゆうしているマーカーは、そうそう見られないことでしょう。

「もっと下流です。大きな岩の陰かげ。今、最後の二人と遊んでます」

「？」

　エムが首を傾かしげ、巨きよ体たいに似合わぬ軽い足取りで岩から岩へと飛び移り、谷を下っていきました。

　20メートルほど下ると、そこにピトフーイがいました。

　ピトフーイは巨大な岩に寄りかかって、右手に鹵ろ獲かくしたベレッタ９２ＦＳを持ったまま、

「うーん、困ったわねえ」

　５メートルほど前にいる、二人の敵を見ていました。

　一人は、砂さ漠ばく迷めい彩さいを着た男。彼の体はほとんど水の中にあって、両足の先がありませんでした。欠損を示す赤いエフェクトが、綺き麗れいな水の中で輝かがやいていました。

　もう一人は、赤茶のジャケットを着た男。彼は流れの速い水辺の岩に左手で摑つかまって、右手を下流へと伸のばしていました。

　その手が摑んでいるのが、砂漠迷彩の男の装備ベストの襟えり首くび。手を離はなせば、彼は流されていってしまうでしょう。

「もうその二人だけです」

　報告を聞いたエムが、ピトフーイに話しかけます。

「何を待ってる？」

　振ふり向いたピトフーイが、やっぱり楽しそうな笑顔で、

「いやさあ、摑んでる彼だけど、右みぎ腰こしに拳けん銃じゆうがまだあるのよね」

　エムは見ました。確かに、赤茶ジャケット男の右腰には、渋しぶい革かわ製せいのホルスターに収まった《コルト１９１１Ａ１》、４５口径自動式拳銃、通つう称しよう〝ガバメント〟が。

「死に損ないの手なんか離して、それをサッと抜ぬいて私に撃うってくるのを待っているんだけれどさあ。やっぱり、無む抵てい抗こうの人間を撃つのって、心理的に嫌いやじゃない？」

　自分を見上げて問いかけるピトフーイに、

「それはひょっとして冗じよう談だんで言ってるのか？」

　エムは素直に返しました。そして、

「時間を無む駄だにする余よ裕ゆうはない」

「わーったわよ。もう」

　ピトフーイはベレッタ９２ＦＳを持ち上げると、無造作に１発撃ちました。

　弾だん丸がんは、赤茶ジャケットの脇わき腹ばらに吸い込まれて、

「がっ！」

　男の体が揺ゆれました。それでも、手は離しませんでした。

「ありゃ？　粘ねばるわね」

　ピトフーイはもう１発。今度は右みぎ腕うで上じよう腕わん部ぶに命中しました。それなりの痺しびれがあるはずなのに、男は手を離しませんでした。

「なあに頑がん張ばってるのよ！」

　立腹したピトフーイに、

「うるせえ！」

　赤茶のジャケット男は、叫さけび返しました。

「抵てい抗こうできない相手をいたぶって楽しいか？　ああっ？」

　ピトフーイは即そく答とうします。

「三十人で六人をいたぶるって、楽しい？」

「…………」

「イエス！　答えは、〝両方とも楽しい〟！　分かってるんでしょホントは？　あなただって、私の立場にいたら、きっと同じことしてるわよ！」

「…………」

　すっかり黙だまってしまった赤茶ジャケットの男に、水流に翻ほん弄ろうされているだけの砂さ漠ばく迷めい彩さい男が叫びます。

「おい！　もういいから！　手を離はなせ！　あの女の言う通りだ！　ガバメント抜ぬいて撃うてよ！　遠えん慮りよなくぶっ殺してやれ！」

「…………。断る」

「アホかおめー！」

「お前はクソムカつくヤツだったが、アイツらを倒たおすまでは仲間だ。俺おれのチームは、仲間を見捨てはしない」

「……お前が死んじゃ同じだろうが！」

「まだ全ぜん滅めつしてない！　これを聞いているリーダー達が、なんとかしてくれるはずだ！」

「……ああ、そうだな！」

　自分を差し置いて盛り上がる男二人に、

「おいー、無視すんなー」

　ピトフーイは２発発はつ砲ぽう。２発とも水の中の男の胸むねに当たりましたが、それで【Ｄｅａｄ】マーカーは点てん灯とうしませんでした。

「あら、防ぼう弾だんアーマー？　それとも水中で威い力りよく減少？　これだから拳けん銃じゆうはイヤね。オマケに弾たま切ぎれだし」

　手の中のベレッタ９２ＦＳは、スライドが下がりきった状態で停止していました。残弾ゼロの証明です。

　ピトフーイはその文ぶん鎮ちんをチャポンと川に投げ捨てると、

「エムー。そのＥＢＲ貸して」

「ダメだ。遊びに使う無む駄だ弾だまはない」

「ちぇ。じゃあ、そのへんの死体からっと。どーれにしよっかなー」

　ピトフーイは岩いわ陰かげから身を翻ひるがえすと、新しい武器を探しに周囲の散策を始めました。

　エムは岩の上から、

「お前達、リーダーに伝えろ。残りも降参しろと」

　二人の男に話しかけました。

「…………」「…………」

　彼かれ等らは何も言いませんでしたが、エムは続けます。冷静な口調で、説得を。

「作戦としては悪くなかった。よくやった。そしてこれが勝負の結果だ。生き残りの七人が手を組んでも、勝ち目はない」

　戻もどってきたピトフーイが、真しん剣けんな顔で叫さけびます。

「ちょっとやめてよ！　そんなの面白くない！　──あんた達、このデカブツの言ったことは忘れて、リーダーに伝えなさい！　〝自分達は散々嬲なぶられました！　屈くつ辱じよくです！　どうかカタキを取ってくださいお願いします！〟って！　分かった？」

「ああ、テメーらを皆みな殺ごろしにしてもらうよ！」

　赤茶のジャケット男が、

「覚かく悟ごしろよ！」

　そして砂さ漠ばく迷めい彩さいの男が、笑顔で睨にらみ返してきて、

「そうそう。その顔が見たかったのよ。──じゃーね」
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　ピトフーイは満足そうな顔で、拾ってきたプラズマ・グレネードをアンダースローで放りました。

「くそったれ！」「地じ獄ごくに落ちろアマ！」

　グレネードは、二人が叫さけんだ直後に川の中で爆ばく発はつして、彼かれ等らを十個ほどの人体パーツへと変えました。

　流れていく右みぎ腕うでは、ずっと襟えり首くびを握にぎったままでした。




「いぃやったあああ！」

「すっげー！　マジで一人で十八人殺し！」

　酒場での盛り上がりは、

「さすがは優勝候補！」

「魅みせてくれる！　最高だ！」

　その割れんばかりの歓かん声せいは、谷までは伝わってきませんでした。




「さーて、次に行こうかしらね。みんな、谷の下で合流しましょ」

　ピトフーイはそう言うと、さっさと歩き出して、

「楯たての回収があるから待て」

　エムに止められました。エムは、滝たきの裏で広げたままのシールドを回収に、早足で沢さわを登っていきます。

「急いでねー」

　ピトフーイが顔を上げると、四人の覆ふく面めんの男が、自分を見下ろしていました。

　川では、バラバラになった二人の男の死体が、流れに押おし流されていきます。

　ＢｏＢと違ちがい、グロテスクなバラバラ死体のままではフィールドに残らないのがＳＪなので、間もなく下流で人の形に戻もどるのでしょうが──、今は不気味なことこの上ありません。

　覆面とゴーグルで顔は分かりませんが、言いたいことは感じ取ったのか、ピトフーイは四人の仲間へと、

「あれくらいしないと、友情は深まらないでしょ？　きっとあの二人、10分後に酒場に戻ったら、美味おいしい酒を酌くみ交わすわよ！」

　笑顔と、そんな言葉を送りました。

　この女の言うこと成なすこと、果たしてどこまでが本当なんだろう？

　男達は揃そろって思いましたが、誰だれも口にはしませんでした。







「な……、んてことだ……。畜ちく生しよう！」

　谷から１．５キロ離はなれた麓ふもとで、畑の上で、全すべての言い出しっぺの全身プロテクター男が嘆なげいていました。

　ステータス画面でよく分かります。もう、彼かれ等らの仲間は全ぜん滅めつしました。生き残っているのは、リーダーの自分だけ。

　そしてそれは、他の六人のリーダー達もまったく一いつ緒しよです。現場の状じよう況きようがまったく分からないので、どんな風に死んでいったかは知ることはできませんが、

「全滅は、確かだ……」

「ああ……。信じられんけどな……」

　沈ちん痛つうな面持ちは、皆みな同じでした。その中の一人、旧日本軍の将校は、

「じゃ、自分は行くわ」

　そう言って、一〇〇式機き関かん短たん銃じゆうを手に歩き出しました。目の前にそびえる山へ向かって。

「どうするつもりだ？」

　プロテクター男が聞いて、将校は振ふり向いて答えます。

「残念だが、この作戦は失敗に終わってしまった。だから、これからは自分の戦いをするよ」

「いや……、その言葉は格好いいが、何をどうするのかは、さっぱり分からない」

「ああ、すまんな。──これから、あの山に住む悪あく魔まみたいな連中と闘たたかって、死んでくる。敵かなわないとは思うが、さすがにここで降参したら、先に散った仲間達に合わす顔がない」

「…………」

「作戦自体は悪くなかった。全員それが分かって乗った以上、貴き殿でんの責任ではない。他の皆さんも、短い間だが、一緒に戦えて楽しかった。武ぶ運うん長ちよう久きゆうを祈いのる」

　彼は最後に、ビシッと美しい敬礼を見せて、踵きびすを返しました。

　小さくなっていく将校の背中を見て、残りの六人は──、

　何一つ言葉もなく、同時にその一歩を踏ふみ出しました。




「おい？　これは、どうしたことだ？」

　自分の横に並んだ六人に、旧日本軍の将校は首を傾かしげました。

「知れたことよ。俺おれ達も闘う。全員チームが違ちがうが、やることは一つだ。お前もガンゲイルの男なら、分かるよな？」

「そうそう！　あんた一人に、いいカッコさせられるかっつーの！」

「向こうは六人。こっちは七人だよな？　よゆーよゆー！」

「一人一殺で、誰だれかが戦果ナシだ。早い者勝ちだぞ？」

「仲間の無念は晴らす。まだ１発も撃うってないから、ちょうどいい」

「あえて言おう。俺達のＳＪ２はこれからだと」

　次々に返事を聞いた将校は、フッと微笑ほほえむと、

「ならば──、肩かたを並べて共に闘たたかおう。戦友」




　横一列に並んで魔まの山へと進む七人の背中を、カメラが捉とらえていました。

　服装も武装もバラバラ。唯ゆい一いつの共通点は、仲間を全ぜん滅めつさせられたこと。

　酒場の観客達は、その様子を複雑な心境で見ていました。

「おいおい、今から立ち向かうのかよ！　絶対に死ぬだけだろ！　とっとと降参した方が切ない思いをしなくてすむぞ？」

「勝てねーよなあ……、どう考えてもよ」

「まあ、あのお姉ちゃんの活かつ躍やくが見られるのならそれでいいや」

　ピトフーイ達の勝利を確信してあざ笑う者達もいれば、

「アイツらも漢おとこじゃねーか！　燃えるぜ！」

「やべ、ちょっと泣なけた……。『七人のナントカ』だな」

「よっしゃ頑がん張ばれ！　今からでもまだ勝機はあるぜ！」

　七人に共感して励はげます者達も。

　それでも、酒場に共通する気持ちがありました。

　しめしめ。これでまた、熱いバトルがたっぷり見られるぞ──、という気持ちが。

　酒場の画面の中で、七人の背中が、山へと迫せまっていきます。

　あと数百メートルで畑は終わり、険けわしい山さん岳がく地帯へと。

　彼かれ等らが、どんな熱い戦いを見せてくれるのか？

　酒場の観客達の熱い視線の先で、歩いていた七人が、一いつ瞬しゆんで六人になりました。

　逃にげたわけではありません。

　一番右を歩いていた男の胴どう体たいがお腹なかからちょん切れて、上半身は後ろに、下半身は前に倒たおれたのです。

「え？」

　２秒後、五人になりました。

　一番左を歩いていた男が、同じように体の上下を切断されたからです。

　カメラが切り替かわりました。

　画面に映ったのは、森の中で、巨きよ大だいなライフルを構えるあの女でした。

　ポニーテールと顔タトゥーの女が、平べったい岩の上に伏ふせて、バイポッドで据すえ付けた巨大な銃じゆうを構えているのです。その周囲には、前回のＳＪで、そして先ほども大だい活かつ躍やくしたエムの楯たてが広げられていました。

「おおっ！《Ｍ１０７Ａ１》対物ライフル！」

　観客の誰だれかが、驚おどろき声を上げました。

　知っているのか？　などと聞く人はいません。ＧＧＯを遊んでいるガンマニアなら、よほどの初心者でなければ知っている一いつ般ぱん教養だからです。

　Ｍ１０７Ａ１は米国バレット社製の、１２．７ミリ弾だんを使う対物ライフルのこと。《Ｍ８２》というよく知られたモデルの改良版です。軽くなっていることや、最初からサプレッサーを使うことを前提の銃じゆう口こうデザインなどが相そう違い点てん。

　画面の中のＭ１０７Ａ１にも、サプレッサーは装着されています。それでなくても長い、１．５メートルほどはある銃の先に、40センチはある追加装備。女の身長も決して低くないでしょうが、それに匹ひつ敵てきするほどの長さの、槍やりのような銃です。

　このサイズの弾丸を使う対物ライフルの有効射程は、１５００メートル以上。高地で空気が薄うすいなどの条件がよければ、もっと先まで狙ねらえます。

　画面の中で、女が３発目を放ちました。

　抑よく制せいされてもまだ大きな銃声がして、サプレッサー先せん端たん左右の穴からは凄すさまじい勢いでガスが吹ふき出します。自動銃なので、銃の右側へと、長さ10センチという呆あきれた大きさの空から薬やつ莢きようが排はい出しゆつされました。

　向こうから近づいてきたとはいえ、まだ１２００メートルは離はなれていた男達へと、巨大な弾丸が唸うなりを上げて飛んでいきました。

　およそ２秒の旅を終えて、弾丸は三人目へと命中しました。二人が倒たおれて何が起きたか理解できていなかった、プロテクター男へ。

　さすがはＳＦ世界の防具です。生身の人間を切断する威い力りよくを持つ１２．７ミリ弾を食らっても、彼は死にませんでした。

　胸むねにつけていたプロテクターが防ぼう御ぎよ限界値を超こえて、陶とう器きのように割れ散りましたが──、

　男はヒットポイントを四割ほど減らされつつ、重い体を３メートルほど後ろに吹ふっ飛ばされただけですみました。

　そして次の瞬しゆん間かん、

「ぐっ……。くそう……」

　上半身をどうにか持ち上げた男の腹へと、まったく同じ経路で、次の弾たまが飛んできました。




　残りの四人は、遮しや蔽へい物ぶつも掩えん蔽ぺい物ぶつもない畑の真ん中で、とにかくべったりと伏ふせました。

　そして、

「敵は正面！　顔を下げるなよ！　ラインを見み逃のがすな！　すぐに避よける準備をしておけ！」

　ＧＧＯにおける典型的なスナイパー対処法を口にしますが、旧日本軍の将校だけは、

「ダメだ！　アイツらもラインなしで撃うってきている！　立ってとにかく走れ！　急いで森の中に入るんだ！」

　そう言って駆かけ出しました。猛もう烈れつなダッシュです。近くに身を隠かくせる場所がなく、もう森の中に入るしか、生き残る方法がないからです。

　残りの三人は、それを見送りました。追いかけることはしませんでした。

　一度でも実際に闘たたかっていないと〝ラインなし狙そ撃げき〟の実感は湧わきませんし、恐きよう怖ふも分かりません。

「向こうの位置は分かった……。ラインだけ見ておけば狙撃なんて……」

　言いかけたところに、山の中腹からまさにそのバレット・ラインが伸のびてきました。距きよ離りがあるので大きく落ちる放物線を描えがいて、やや左にカーブしながら、自分めがけて降ってくるような線です。

　その線が横に動き、自分を捉とらえた瞬しゆん間かんに、

「はっ！」

　男はくるりと右横に回転しました。ゴロゴロと転がってラインから３メートルは離はなれたところで静止。

「どうよ？」

　誇ほこらしげに言った顔の前に、バレット・ラインもなく弾だん丸がんが飛んできて、彼を即そく死しさせました。




「いいわねえ。もういっちょやるわよ。左の男から。次は撃うって」

　森の中でピトフーイは、20メートルほど隣となりで狙撃銃じゆうを構える太っちょ男に指示を出しました。

「ういす」

　三さん脚きやくに載のせたサベージ１１０ＢＡの後ろに、巨きよ体たいがどっしりと座っています。

　彼はスコープを覗のぞいて、伏ふせた目標へとだいたいの狙ねらいを定めます。１２．７ミリには威い力りよくで負けるとはいえ、この銃も１５００メートルまでは有効射程。

　太っちょ男は引き金に指を触ふれて、スコープの中に表示されたバレット・サークルを、畑に伏せる男に重ねました。

　当然バレット・ラインが発生するので、相手はそれを避よけて素早く横移動。

　サベージ１１０ＢＡが発はつ砲ぽうされて、弾たまが空中を音より速く飛んで、男とは離れた場所で派手な土つち埃ぼこりを上げました。

　その土埃が、ほとんど流れずに消えて──、

「もーらい」

　ピトフーイがＭ１０７Ａ１を撃ちました。

　それは、前回のエムと同じように、バレット・サークルを使わない射撃。

　自みずからの経験と計算で弾丸がどこに飛ぶか──、つまりどれくらい重力に引かれて落ちるか、そして風や、弾丸や地球の回転で流されるかを見み越こしての射撃です。

　目標までの距離は、さっきとまったく同じ。風がないのは、仲間の弾丸の着弾でよく分かりました。

　45グラムはある弾だん丸がんが、空気抵てい抗こうで減速したとはいえ、それでも時速６３０キロほどの速度で飛んできて男の背中に命中。体をごっそりとえぐって、当然即そく死しさせました。

　もう一人、畑に留とどまった男は、

「さーて──」

　ピトフーイがスコープに捉とらえた次の瞬しゆん間かん、仰あお向むけの状態で左手を振ふっているのが見えました。

「バカ！　止やめなさい！」

　彼女の願い空むなしく──、

　発はつ砲ぽうする前に彼は最後の操作を終えて、降参してしまいました。力を失った左手が、ぱたんと倒たおれました。

「殺したかったのに……」




「一人つっこんでくるぞ。左下。１０００メートル。なお接近中」

　隣となりで、観測手として大型の双そう眼がん鏡きようを覗のぞくエムがそう言って、

「おっと」

　ピトフーイはＭ１０７Ａ１の向きを変えましたが、

「あー、もう狙ねらえないなー。くっそーう！」

　太い木々が邪じや魔ましているので、すぐに諦あきらめました。

「一人でやりたかったけどしょうがない。後は、みんなに頼たのむわ」

　ピトフーイはそう言いながら、手早くＭ１０７Ａ１の安全装置をかけました。そして左手で、細長い鉄板を貼はり付けたような、その無骨な胴どう体たいを優しく叩たたきました。

「お疲つかれお疲れ。やっぱりキミはよい子だね。日本に連れて帰ってきたかったよ」




　その数十秒後──、

　狙える位置についたＭＧ３が抑よく制せいされた音を立て、走り続ける旧日本軍の将校の周りに土つち埃ぼこりを散らしました。

　それでも必死に、迫せまる多数のラインをサイドステップで躱かわしながら走り続けた男ですが──、

　最後はエムのＭ１４・ＥＢＲの狙そ撃げきを３発連続で食らって、森まであと６００メートルの位置で、前のめりに倒たおれました。

　彼を最後に、その〝小隊〟が全ぜん滅めつしたのは、13時49分。

　10分間の鏖おう殺さつでした。







　酒場では、まったくいいところなく退場した七人よりも、

「バレットＭ１０７Ａ１、日本サーバーにまだ１丁しかないよな？」

　女が撃うっていた対物ライフルに話題が集中しました。

「あんな化け物銃じゆうがゴロゴロあってたまるもんか」

「対物ライフルは──、確認されているだけで９丁。噂うわさ状態が２丁だよ。当然、全部違ちがう銃だ。ただ、最近実装された分が見つかっていて、もっと増えているって話もある」

「前回のＢｏＢで暴れまくった〝シノン〟って女も対物ライフル使ってたよな。なんだっけ？　ブリテンの《ＡＷ５０》？」

「惜おしいけど違う。おフランスの《へカートⅡ》だ。木製ストックバージョン」

「あ、そっちか」

「詳くわしいなアンタ。ケツでも追いかけたか？」

「ちげーよボケ！　俺おれね、ＢｏＢの予選でシノンと当たったの。で、その銃で８００メートル先から首チョンパにされたの！」

「ああ、ご愁しゆう傷しよう様さまです……。さぞお辛つらかったでしょうに……」

「いきなり敬語やめろ。余計悲しくなるわ」

　男の一人が、

「なあみんな、俺、あのＭ１０７Ａ１の持ち主のこと少し知ってるぞ。前に噂話を聞いたことがあるんだが──」

　そう言い出して、周囲の注目を集めました。

「そいつは、難クエストをこなして運良く宝物をゲットしたはいいが、もったいなくてフィールドに持ち出せないんだとさ。あの手の超レア銃をランダム・ドロップで失ったら、ショック死するからな」

「じゃあ……、そいつが、あの覆ふく面めん連中の一人か？　ＳＪはＢｏＢと同じで武器を失うことはないし、チーム戦なら、ピーキー過ぎる対物ライフルの活かつ躍やくの場もあるしな。まさに今みたいに」

「そうかもしれない。または、もったいなくて、または能力が足りなくて使えないことを嘆なげいて、大金を積まれて売ったのかもしれない。真実は分からん」

「まだ何も撃ってないあの瘦やせ男が、チームの荷物運びだったんだな。ストレージに格納しておいたんだ」

「それで女はあの距きよ離りをあっさり狙そ撃げきかよ。いろいろと爪つめを隠かくしすぎだろ！」

　盛り上がる酒場で、

「バレットの持ち主のことはさておき──」

　一人の男が訳知り顔で言います。眼鏡めがねがあったら、くいっ、と持ち上げていそうな雰ふん囲い気きでしたが、残念ながら裸ら眼がんのキャラクターでした。

「これで一つだけハッキリしたな」

　そこで発言を終えました。勿もつ体たいぶりたい様子が見え見えですが、

「なんだよ？」

　誰だれかが聞かないと話が進まないので、しょうがないから一人が訊たずねました。

「あのチーム、もう間ま違ちがいなくぶっちぎりで優勝だろ？　楯たて持ちのエムだけじゃなくて、覆ふく面めん連中も十分凄すご腕うでで得物も豪ごう華か。とどめは、あの鬼おにみたいな女だ。他のどのチームがやって来ても、倒たおしようがないよ」

　確かに、と男達が一いつ斉せいに頷うなずいている中で──、

「おーい、お前ら！」

　この10分間に別の中ちゆう継けいを見ていた男達が駆かけ寄ってきて叫さけびました。

「なんでレンちゃんの戦いを見なかったんだよ！　やっぱりあの子すげーよ！　このままいったら、間違いなくまた優勝だよ！」





（to be continued...）
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次ページには、紙書籍版刊行時の『ソードアート・オンライン５＆６　ファントム・バレット』発売告知ページのイラストを収録しています。
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時雨しぐ沢さわ恵けい一いち

２０１５年ですね皆さん！　デビューが２０００年ですから、えっと……、えっと（計算機使用中）、15周年ですよ！　今まで自分の中で、15年間も続けたことがあっただろうか？　いやない。この記録をどこまで伸ばせるか、俺の戦いはこれからだぜっ！　今年もよろしく。

流し目を決める筆者
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（全裸で失礼）




イラスト／黒くろ星ぼし紅こう白はく

魔法少女と一緒に魔女と戦う夢を見たよ。

みんなもこんな40歳になればいい。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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